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マニュアルの種類と内容
マニュアルの最新版は以下から入手できます。

www.epson.jp/support/

・ セットアップガイド（紙マニュアル）
スキャナーを使える状態にするまでの作業の説明、および安全に使用するための注意事項を記載しています。

・ ユーザーズガイド（電子マニュアル）
スキャナーの使い方全般や、メンテナンス方法、トラブルへの対処方法などを説明しています。

・ システム管理者ガイド（電子マニュアル）
スキャナー管理者向けのマニュアルです。お使いのネットワーク環境へのスキャナーの導入方法、セキュリティーの
設定方法、認証設定を有効にする方法、および管理方法などを説明しています。

上記のマニュアル以外にも、いろいろなヘルプがソフトウェアに組み込まれているのでご活用ください。

マークの意味

B この内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性および財産の損害の可能性が想定される内容を示
しています。

K 必ず守っていただきたい内容を記載しています。この内容を無視して誤った取り扱いをすると、製品の故障や、動作不
良の原因になる可能性があります。

L 補足情報や参考情報を記載しています。

関連情報
& 関連したページにジャンプします。

マニュアル記載の前提
・ ソフトウェアの画面は、Windows 10またはmacOS High Sierraでの表示画面を使用しています。表示内容は機種

や状況によって異なります。

・ 本書で使われているイラストは一例です。機種によって多少異なりますが操作方法は同じです。

マニュアルの見方 > マニュアル記載の前提
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OS表記

Windows
本書では、以下のOS（オペレーティングシステム）をそれぞれ「Windows 10」「Windows 8.1」「Windows 8」
「Windows 7」「Windows Server 2019」「Windows Server 2016」「Windows Server 2012 R2」「Windows
Server 2012」「Windows Server 2008 R2」と表記しています。また、これらの総称として「Windows」を使用
しており、「Windows Server 2019」「Windows Server 2016」「Windows Server 2012 R2」「Windows
Server 2012」「Windows Server 2008 R2」の総称として「Windows Server」を使用しています。

・ Microsoft® Windows® 10 operating system日本語版

・ Microsoft® Windows® 8.1 operating system日本語版

・ Microsoft® Windows® 8 operating system日本語版

・ Microsoft® Windows® 7 operating system日本語版

・ Microsoft® Windows Server® 2019 operating system日本語版

・ Microsoft® Windows Server® 2016 operating system日本語版

・ Microsoft® Windows Server® 2012 R2 operating system日本語版

・ Microsoft® Windows Server® 2012 operating system日本語版

・ Microsoft® Windows Server® 2008 R2 operating system日本語版

Mac OS
本書では、「macOS Big Sur」「macOS Catalina」「macOS Mojave」「macOS High Sierra」「macOS
Sierra」「OS X El Capitan」「OS X Yosemite」の総称として「Mac OS」を使用しています。

マニュアルのご注意
・ 本書の内容の一部または全部を無断転載することを禁止します。

・ 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。

・ 本書の内容にご不明な点や誤り、記載漏れなど、お気付きの点がありましたら弊社までご連絡ください。

・ 運用した結果の影響については前項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。

・ 本製品が、本書の記載に従わずに取り扱われたり、不適当に使用されたり、弊社および弊社指定以外の、第三者に
よって修理や変更されたことなどに起因して生じた障害等の責任は負いかねますのでご了承ください。

©2021-2026 Seiko Epson Corporation

商標
・ EPSON、EPSON EXCEED YOUR VISION、EXCEED YOUR VISION およびそのロゴはセイコーエプソン株式

会社の登録商標です。

・ Microsoft、Windows、およびWindows Serverは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国におけ
る登録商標です。

マニュアルの見方 > 商標
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・ Apple、Mac、macOS、OS X、Bonjour、Safari、AirPrintは米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の商
標です。

・ Use of the Works with Apple badge means that an accessory has been designed to work
specifically with the technology identified in the badge and has been certified by the developer to
meet Apple performance standards.

・ Chrome、Chromebook、Android、Google PlayはGoogle LLC の商標です。

・ AOSS™は株式会社バッファローの商標です。

・ SuperSpeed USB Tridentロゴは、USB Implementers Forum, Inc.の登録商標です。

・ Mopria®、Mopria®ロゴは、Mopria Alliance, Inc.の米国およびその他の国における商標または登録商標かつサー
ビスマークです。許可無く使用することは固く禁じられております。

・ Firefox is a trademark of the Mozilla Foundation in the U.S. and other countries.

・ 通則：その他の製品名は各社の商標または登録商標です。それらの商標について、エプソンはいかなる権利も有しま
せん。

マニュアルの見方 > 商標
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本製品の不具合に起因する付随的損害
万一、本製品（添付のソフトウェア等も含む。以下同じ。）の不具合によってデータの記録、またはコンピューター、そ
の他の機器へのデータ転送が正常に行えない等、所期の結果が得られなかったとしても、そのことから生じた付随的な損
害（本製品を使用するために要した諸費用、および本製品を使用することにより得られたであろう利益の損失等）は、補
償いたしかねます。

インターネットへの接続に関するご注意
本製品はインターネットに直接接続せず、ルーターやファイアウォールなどで保護されたネットワーク内に設置してくだ
さい。

電波に関するご注意

機器認定
本製品には電波法に基づく小電力データ通信システムとして認証を受けている無線設備が内蔵されています。

・ 設備名：J26H005

・ 認証番号：003-170261

周波数
本製品は2.4GHz帯の2.400GHzから2.4835GHzを使用できますが、他の無線機器も同じ周波数を使っていることが
あります。他の無線機器との電波干渉を防止するため、以下の事項に注意して使用してください。
本製品の使用上の注意
この機器の使用周波数帯では 、電子レンジなどの産業・科学・医療用機器のほか、工場の製造ラインなどで使用されて
いる移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）、および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）、ならびに
アマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。

・ この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局、ならびにアマチュア無線局が
運用されていないことを確認してください。

・ 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用周
波数を変更するか、電波の発射を停止した上、販売店にご連絡いただき、混信回避のための処置など（たとえば、
パーティションの設置など）についてご相談ください。

・ その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局、またはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事例が
発生した場合など、何かお困りのことが起きたときは、 エプソンのインフォメーションセンターまでお問い合わせく
ださい。

L ・ 本製品はWi-Fi Allianceの承認を受けた無線機器です。他メーカーのWi-Fi承認済みの無線機器と通信が可能です。Wi-

Fi対応製品の詳細はWi-Fi Allianceのホームページ（http://www.wi-fi.org）をご参照ください。

・ この無線機器は2.4GHz帯を使用します。採用している変調方式はDS-SS変調方式(与干渉距離40m)、OFDM変調方
式(与干渉距離40m)、FHSS変調方式(与干渉距離20m)です。全帯域を使用し周波数変更が可能です。

製品のご注意 > 電波に関するご注意
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無線LAN（Wi-Fi）機能に関するご注意
・ 本製品からの電波は、医療用機器に影響を及ぼすおそれがあります。医療機関の中や、医療用機器の近くで本製品を

使用する場合は、医療機関の管理者、医療用機器側の指示や注意に従ってご使用ください。

・ 本製品からの電波は、自動ドアや火災報知機などの自動制御機器に影響を及ぼすおそれがあります。自動制御機器の
近くで本製品を使用する場合は、自動制御機器側の指示や注意に従ってご使用ください。

セキュリティーに関するご注意
お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。
本製品などの無線LAN製品では、LANケーブルを使用する代わりに、電波を利用してコンピューターなどと無線アクセ
スポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由にLAN接続が可能であるという利点がありま
す。
その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えて全ての場所に届くため、セキュリティーに関する設定を
行っていない場合、以下のような問題が発生する可能性があります。

通信内容を盗み見られる
悪意ある第三者が電波を故意に傍受し、IDやパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報、メールの内容な
どの通信内容を盗み見られる可能性があります。

不正に侵入される
悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、以下のような行為をされてしまう可能性がありま
す。

・ 個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）

・ 特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）

・ 傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）

・ コンピューターウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）

本来、無線LANカードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュリティーの仕組みを持ってい
ますので、無線LAN製品のセキュリティーに関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は
少なくなります。セキュリティーの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解した上で、お客様自身の判断と責任
においてセキュリティーに関する設定を行い、製品を使用することをお勧めします。
セキュリティー対策を施さず、あるいは、無線LANの仕様上やむを得ない事情によりセキュリティーの問題が発生して
しまった場合は、弊社は、これによって生じた損害に対する責任を負いかねます。

本製品を日本国外へ持ち出す場合のご注意
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様のため、本製品の修理、保守サービスおよび技術サポートなどの対応は、
日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。
また、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないことがあります。このような国では、本製品
を運用した結果罰せられることがありますが、弊社といたしましては一切責任を負いかねますのでご了承ください。

製品のご注意 > 本製品を日本国外へ持ち出す場合のご注意
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本製品の使用限定
本製品を航空機、列車、船舶、自動車などの運行に直接関わる装置、防災防犯装置、各種安全装置など機能、精度などに
おいて高い信頼性、安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全維持のた
めにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた上で弊社製品をご
使用いただくようお願いいたします。本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、極めて
高い信頼性、安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様
において十分ご確認の上、ご判断ください。

本製品の譲渡と廃棄
本製品を譲渡もしくは廃棄する際は、本製品のメモリーに保存されているお客様固有の情報の流出による、不測の事態を
回避するために、ネットワーク設定などの情報を消去してください。
操作パネルの［設定］-［管理者用設定］-［購入時の設定に戻す］-［全ての設定］で消去できます。
一般家庭でお使いの場合は、必ず法令や地域の条例、自治体の指示に従って廃棄してください。事業所など業務でお使い
の場合は、産業廃棄物処理業者に廃棄物処理を委託するなど、法令に従って廃棄してください。

製品のご注意 > 本製品の譲渡と廃棄
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業務で活用できる3要素を備えたネットワークスキャ
ナー
本製品は、「コンピューターレス」「シェア」「セキュア」の3要素を兼ね備えたネットワークスキャナーです。

「コンピューターレス」

・ スキャン to 機能で指定の場所（ネットワークフォルダー、メール、クラウドサービス、USBドライブ）に、タッチ
パネルの操作でスキャンデータを送信できます。
「操作パネルからスキャンする」69ページ

・ スマートデバイス専用ソフトウェアのEpson Smart Panelを使って、スマートデバイスからスキャナーの設定をし
たり、スキャンしてスマートデバイスに画像を取り込んだりできます。
「スマートデバイスからスキャンするソフトウェア（Epson Smart Panel）」28ページ

「シェア」

・ 誰にでも操作しやすい4.3型の大型タッチパネルを搭載しています。

・ スキャン設定の用途に合わせて操作パネルをカスタマイズできます。操作パネルのアイコンや色などを変更する
と、目的のスキャン設定を見つけやすくなります。1台のスキャナーを複数人で共有して使用するときに便利です。
「操作パネルをカスタマイズする」149ページ

「セキュア」

・ 本製品は、認証サーバーがなくても、スキャナーだけで使用できる認証機能があります。IDカードをタッチするなど
の認証方法が利用できます。ユーザーごとにパネルに表示させるお気に入り機能を設定して誤送信を防止し、利用ロ
グ管理機能も搭載なのでセキュアなスキャン環境を実現できます。
認証設定を有効にする方法については、『システム管理者ガイド』をご覧ください。

・ 認証用のサーバーを利用した認証システムを構築できます。構築には、Document Capture Pro Server
Authentication Edition（略称：Document Capture Pro Server AE）が必要です。
詳しくは、エプソンの問い合わせ窓口にお問い合わせください。

本製品の特長 > 業務で活用できる3要素を備えたネットワークスキャナー
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原稿のダメージを抑える原稿保護機能
本製品には原稿保護機能が搭載されています。ステープラーで留めたままの原稿をスキャンしてしまったときなど、セン
サーで異常を感知すると読み込みを停止し、紙詰まりによる原稿の破損を防ぎます。

ガラス面汚れのお知らせ機能
ガラス面に付いた汚れやホコリでスキャンした画像に筋が出てしまう前に、ガラス面の汚れを自動で検出して、清掃を案
内します。
ガラス面を清潔に保つことで、汚れによるスキャンの品質低下を防ぎます。
購入時の設定はオフです。

原稿の自動判別で高画質スキャンが可能
カラー/グレー/モノクロの自動判別に設定すると、原稿の色を自動的に判別してスキャンできます。カラー/モノクロが
混在している原稿のスキャンも、カラー原稿はカラーでスキャン、モノクロ原稿はモノクロ2値、階調があるモノクロ原
稿はグレースケールでスキャンと、自動的に最適なモードでスキャンできます。

本製品の特長 > 原稿の自動判別で高画質スキャンが可能
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カラー グレー モノクロ

本製品の特長 > 原稿の自動判別で高画質スキャンが可能
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各部の名称と働き

前面

A

操作パネル スキャナーの状態を表示したり、スキャンの設定をしたりします。

B

原稿ガイド 原稿をまっすぐ給紙するためのガイドです。原稿の両端に合わせてく
ださい。

C

給紙トレイ 原稿をセットするところです。原稿がトレイからはみ出るときは、先端
の原稿サポートを引き出してください。原稿の反りが抑えられて紙詰
まりを防止できます。
給紙トレイを取り外す場合は、背面の両端のフックを外側に開いて引き
抜いてください。

D

原稿サポート

E

ADF（オートドキュメントフィーダー） セットした原稿を自動で給紙する装置です。

F

排紙トレイ 排出された原稿を保持します。原稿の長さによって拡張排紙トレイを
引き出してください。

G

拡張排紙トレイ

H

ストッパー 排紙された原稿が排紙トレイから飛び出さないように受け止めます。
原稿の長さによって位置を調整してください。

スキャナーの基本情報 > 各部の名称と働き
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背面

A

セキュリティースロット 盗難を防止するセキュリティーロックを取り付けます。

B

USBポート コンピューターと接続するためのUSBケーブルを接続します。

C

外部機器接続用USBポート USBドライブまたは認証装置を接続します。

D

LANポート LANケーブルを接続します。

E

電源コネクター ACアダプターを接続します。

内部

A

スキャナーカバー スキャナー内部のクリーニング時や、詰まった原稿を取り除くときに、
レバーを引いて開けます。

B

給紙ローラー 原稿を給紙するための部品です。給紙枚数が耐用枚数を超えると、交換
が必要です。

C

分離ローラー 原稿を1枚ずつ分離して給紙するための部品です。給紙枚数が耐用枚
数を超えると、交換が必要です。

スキャナーの基本情報 > 各部の名称と働き
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関連情報
& 「スキャナーの内部をクリーニングする」184ページ
& 「給紙ローラーキットを交換する」189ページ

USBドライブの挿入と取り出し
L 外部機器接続用USBポートに認証装置を接続しているときは、スキャンした画像を保存するためのUSBドライブは接続で

きません。

USBドライブを挿入する
外部機器接続用USBポートにUSBドライブを挿入します。

USBドライブの取り外し
USBドライブを取り外します。

K データ転送中にUSBドライブを取り外すと、保存されているデータが壊れることがあります。

また、必要に応じて他の機器にUSBドライブのデータをバックアップしてください。

スキャナーの基本情報 > USBドライブの挿入と取り出し > USBドライブの取り外し
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データは、次のようなときに消失または破損する可能性があります。

・ 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき

・ 誤った使い方をしたとき

・ 壊れたり修理したりしたとき

・ 自然災害による被害を受けたとき

操作パネル

ボタンとランプ

A

電源ボタン/ランプ 電源を入れたり切ったりします。
ランプの点滅時は動作中やデータ処理中のため、電源を切らないでく
ださい。

B

– 液晶ディスプレイ（画面） タッチ操作でメニューの選択や設定をします。

画面の見方と使い方

スキャナーの基本情報 > 操作パネル > 画面の見方と使い方
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A

スキャナーの状態がアイコンで表示されます。アイコンを選択すると、現在の設定の確認や各設定のメニューにアクセス
できます。

B

各メニューが表示されます。
メニューの追加や並び順の変更もできます。

C

お気に入りリストを表示します。お気に入りの設定を呼び出したり、新しいお気に入り設定を登録したりできます。

D

タブを切り替えます。

E

設定項目の一覧が表示されます。設定や設定を変更するときは、各項目を選択します。
グレー表示の項目は設定できません。

F

設定した内容でスキャンを開始します。

画面に表示されるアイコン
スキャナーの状況に応じたアイコンが画面に表示されます。

ホーム画面が表示されていることを示します。

ホーム画面に戻ります。

ネットワークの接続状態を示します。
アイコンを選択すると現在の設定の確認や変更ができます。以下のメニューのショートカットです。
［設定］-［ネットワーク設定］-［無線LAN接続設定］

有線LAN非接続、ネットワーク未設定

有線LAN接続中

無線LAN（Wi-Fi）無効

SSID検索中、IPアドレス未設定、電波強度が0または弱い

無線LAN（Wi-Fi）接続中
線の数は電波の状態を示します。線の数が多いほど、電波の状態は良好です。

Wi-Fi Direct（シンプルAP）接続無効

Wi-Fi Direct（シンプルAP）接続有効

［重送検知スキップ］が有効になっているかどうかを示します。有効になっているときは、アイコンが 
に変わります。
次のスキャンだけ重送検知を無効にしてスキャンを継続します。プラスチックカードや封筒など、重送と検知
される原稿をスキャンするときに使います。

スキャナーの基本情報 > 操作パネル > 画面の見方と使い方
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［低速モード］が有効になっているかどうかを示します。有効になっているときは、アイコンが  に変わ
ります。
静音動作中はスキャン速度が遅くなります。薄い紙など、詰まりしやすい原稿をスキャンするときに使いま
す。

利用者が制限されていることを示します。アイコンを選択するとログオン画面が表示されます。パスワードを
入力してください。パスワードは、スキャナーの管理者に確認してください。

 アイコンが表示されている場合、アクセスが許可されたユーザーがログオンしています。アイコンを選択
して、ログオフします。

前の画面に戻ります。

スキャンの読み取り設定が、購入時の設定、または［ユーザー設定］で設定した初期値から変更されたことを
示します。

補足情報があるときに表示されます。アイコンを選択すると、補足情報が確認できます。

その項目に問題があることを示します。アイコンを選択すると、対処方法を確認できます。

・ ［ローラー交換］：スキャン枚数が給紙ローラーキットの耐用枚数を超えました。給紙ローラーキットを交
換してください。

・ ［ガラス面清掃］：スキャナー内部のガラス面の汚れを検知しました。スキャナーの内部をクリーニングし
てください。

・ ［定期清掃］：スキャナー内部のクリーニング時期です。

認証機能が有効になっている場合に表示されることがあります。認証アカウントのパスワードやID 番号を変
更できます。

タッチパネルの操作
本製品の液晶ディスプレイは以下のタッチ操作に対応しています。

タップ ボタンや項目を、押すまたは選びます。

フリック（はじく） 画面を素早くスクロールします。

スキャナーの基本情報 > 操作パネル > 画面の見方と使い方
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スライド（なぞる） 項目を押したまま上下左右に移動します。

文字入力の仕方
アドレス帳やネットワーク設定などでの文字や記号の入力は、文字入力画面で行います。

L 設定する項目によって表示されるアイコンは異なります。

A

文字数を表します。

B

カーソル（入力位置を示す縦棒）を移動します。

C

アルファベットの大文字と小文字を切り替えます。

D

文字種を切り替えます。
あ：ローマ字入力 、かな文字入力
AB：アルファベット入力
1#：数字と記号入力

E

キーボードの表示を切り替えます。

F

メールアドレスやURLでよく使われるドメイン名（@やwww.の後）を表示します。ドメイン名を選択するだけで簡単に
入力できます。

G

スペースを入力します。ひらがな入力時は、［変換］に変わります。

H

入力した文字を確定します。

I

入力した文字を削除します。

J

カタカナとひらがなを切り替えます。

K

全角と半角を切り替えます。

スキャナーの基本情報 > 操作パネル > 画面の見方と使い方
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操作手順を動画で見る
さまざまな原稿のセットなどは、操作パネルの画面で動画を見ながら操作できます。

・ 操作パネルのホーム画面で［ヘルプ］を選択する：ヘルプ画面を表示します。［操作方法が知りたい］を選択して、
見たい項目を選択します。

・ 操作中の画面下部に表示される［操作方法を見る］を選択する：状況に応じた動画が表示されます。実際の動画はス
キャナーのモデルによって異なります。

A

動画を構成する手順の総数と、現在表示している手順が何番目かを示します。
この画面の例では、全12手順中の3番目の手順を表示していることを示します。

B

1つ前の手順に戻って再生します。

C

現在の手順の進行状況を示します。プログレスバーが右端に達すると、手順の最初に戻って再生します。

D

次の手順を再生します。

ソフトウェアの紹介
対応ソフトウェアを紹介します。最新のソフトウェアは、エプソンのウェブサイトからインストールできます。

書類をスキャンするソフトウェア（Document Capture Pro /
Document Capture）

Document Capture Pro*は、書類や帳票などの原稿を目的に合わせて簡単に効率よく電子化できるソフトウェアで
す。

スキャナーの基本情報 > ソフトウェアの紹介 > 書類をスキャンするソフトウェア（Document Capture Pro / Document Capture）…
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スキャン - 保存 - 送信の一連の動作を、「ジョブ」としてソフトウェアに登録できます。事前に、一連の動作をジョブと
して登録しておくことで、ジョブを選ぶだけで一連の動作を実行できます。ジョブをスキャナーの操作パネルに割り当て
れば、スキャナーの操作パネルからジョブを実行することもできます（ボタン割り当て）。
詳しい使い方は、Document Capture Pro（Windows）またはDocument Capture（Mac OS）のヘルプをご覧く
ださい。

*Windowsでの名称です。Mac OSでの名称は「Document Capture」です。

Windowsでの起動方法

・ Windows 10
スタートボタンをクリックして、［Epson Software］-［Document Capture Pro］の順に選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8
検索チャームでソフトウェア名を入力して、表示されたアイコンを選択します。

・ Windows 7
スタートボタンをクリックして、［すべてのプログラム］-［Epson Software］-［Document Capture Pro］の
順に選択します。

Mac OSでの起動方法
［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［Document Capture］の順に選択します。

スキャナーを制御するソフトウェア（Epson Scan 2）
Epson Scan 2（エプソン スキャン ツー）は、スキャナーを制御するソフトウェア（スキャナードライバー）です。画
像のサイズや解像度の設定、画質などを調整してスキャンできます。TWAIN対応のアプリケーションソフトから起動す
ることもできます。
詳しい使い方はEpson Scan 2のヘルプをご覧ください。

Windowsでの起動方法

L Windows Server OSをお使いの場合、［デスクトップエクスペリエンス］がインストールされていることを確認してくだ
さい。

・ Windows 10/Windows Server 2016/Windows Server 2019
スタートボタンをクリックして、［EPSON］-［Epson Scan 2］の順に選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8/Windows Server 2012 R2/Windows Server 2012
検索チャームでソフトウェア名を入力して、表示されたアイコンを選択します。

・ Windows 7/Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008
スタートボタンをクリックして、［すべてのプログラム］または［プログラム］-［EPSON］-［Epson Scan 2］-
［Epson Scan 2］の順に選択します。

Mac OSでの起動方法
［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［Epson Scan 2］の順に選択します。

スキャナーの基本情報 > ソフトウェアの紹介 > スキャナーを制御するソフトウェア（Epson Scan 2）
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サーバー経由でスキャナーを使用するソフトウェア（Document
Capture Pro Server）
Document Capture Pro Server（ドキュメント キャプチャー プロ サーバー）は、ネットワーク上にある最大100台
のスキャナーをサーバー経由で集中管理できる、Windows Server用のソフトウェアです。
Webブラウザーを使って、スキャナーを登録して監視したり、ジョブを登録したりできます。［1. スキャン］-［2. 保
存］-［3. 転送］の順に進み、それぞれのスキャナーに割り当てます。Document Capture Pro Serverで管理されて
いるスキャナーは、ジョブを選択するだけで簡単にスキャンできるようになります。
詳しくは、エプソンの問い合わせ窓口にお問い合わせください。

認証サーバーを利用したスキャンをするソフトウェア（Document
Capture Pro Server Authentication Edition）
Document Capture Pro Server Authentication Edition（ドキュメント キャプチャー プロ サーバー オーセンティ
ケーション エディション）は、Windows Server用のDocument Capture Pro Serverに認証機能が追加されたソフ
トウェアです。「Document Capture Pro Server AE」と略して呼ぶことがあります。
スキャナーの機能をユーザーごとに制限することで、誤使用の防止や作業の効率化が図れます。ユーザーは、スキャナー
の使用時に認証が必要になります。
詳しくは、エプソンの問い合わせ窓口にお問い合わせください。

L Document Capture Pro Server Authentication Editionを利用した認証以外にも、スキャナー本体だけで認証機能を
利用できます。詳しくは、『システム管理者ガイド』をご覧ください。

スマートデバイスからスキャンするソフトウェア（Epson Smart
Panel）
Epson Smart Panel（エプソン スマートパネル）は、スマートフォンやタブレット端末などのスマートデバイスから、
文書をスキャンできるアプリケーションです。スキャンしたデータは、スマートデバイスやクラウドサービスに保存した
り、メールで送信したりできます。
また、無線LANルーターがない場合も、Wi-Fi Direct機能を使って、Wi-Fi機能を持ったスマートデバイスとスキャナー
を接続します。

ソフトウェアやファームウェアを更新するソフトウェア（EPSON
Software Updater）
EPSON Software Updaterはインターネット上で、新しいソフトウェアをインストールしたり、ファームウェアやマ
ニュアルを更新したりするソフトウェアです。定期的に更新情報を確認したい場合は、EPSON Software Updaterの
自動更新設定で、更新を確認する間隔を設定することができます。

L Windows Serverには対応していません。

スキャナーの基本情報 > ソフトウェアの紹介 > ソフトウェアやファームウェアを更新するソフトウェア（EPSON Software Updater）…
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Windowsでの起動方法

・ Windows 10
スタートボタンをクリックして、［Epson Software］-［EPSON Software Updater］の順に選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8
検索チャームでソフトウェア名を入力して表示されたアイコンを選択します。

・ Windows 7
スタートボタンをクリックして、［すべてのプログラム］-［Epson Software］-［Epson Software Updater］
の順に選択します。

Mac OSでの起動方法
［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［EPSON Software Updater］の順に選択します。

スキャナーを設定するソフトウェア（Web Config）
Web Configは、コンピューターやスマートデバイス上の、Internet ExplorerやSafariなどのWebブラウザーで起動す
るソフトウェアです。スキャナーの状況を確認したり、ネットワークサービスやスキャナー設定を変更したりできます。
Web Configを使うためには、スキャナーとコンピューター、またはスマートデバイスを同じネットワークに接続してく
ださい。
対応しているブラウザーは以下の通りです。
Microsoft Edge、Windows　Internet Explorer 8以降、Firefox*、Chrome*、Safari*
* 最新バージョンをお使いください。

Web Configにアクセスできないときは、関連情報のリンクを確認してください。

関連情報
& 「Web Configにアクセスできない」202ページ

ブラウザーでWeb Configを起動する

1. スキャナーのIPアドレスを確認します。

スキャナーの操作パネルで、［設定］-［ネットワーク設定］-［ネットワーク情報］の順に選択します。次に、ス
キャナーのIPアドレスを確認するために［有線・無線接続状態］または［Wi-Fi Direct接続状態］で実行中の接続
方法を選択します。

2. コンピューターまたはスマートデバイスでWebブラウザーを起動して、スキャナーのIPアドレスを入力しま
す。
書式：
IPv4： http://スキャナーのIPアドレス/
IPv6： http://[スキャナーのIPアドレス]/
例：
IPv4： http://192.168.100.201/
IPv6： http://[2001:db8::1000:1]/

L HTTPSにアクセスするときにスキャナーは自己署名証明を使うため、Web Configを起動すると警告が表示されま
すが、これは問題ではなく、無視しても安全です。

スキャナーの基本情報 > ソフトウェアの紹介 > スキャナーを設定するソフトウェア（Web Config）
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3. 管理者としてログオンして、スキャナーの設定を変更します。

画面の右上の［ログオン］をクリックします。［ユーザー名］と［現在のパスワード］を入力し、［確認］をクリッ
クします。

L ・ Web Configの管理者情報の購入時の設定（初期値）は以下の通りです。
・ユーザー名：なし（空欄）
・パスワード：スキャナーの製造番号（シリアルナンバー）
製造番号は、スキャナー背面に貼られているラベルをご確認ください。

・ ［ログオフ］が画面右上に表示されているときは、すでに管理者としてログインしています。

・ 何も操作しない状態が約20分続くと自動的にログオフします。

Windows上でWeb Configを起動する
WSDを使ってコンピューターとスキャナーを接続しているときは、以下の手順でWeb Configを起動してください。

1. コンピューターでスキャナーの一覧を表示します。

・ Windows 10
スタートボタンをクリックし、［Windows システムツール］-［コントロールパネル］-［ハードウェアとサウ
ンド］の［デバイスとプリンターの表示］の順に選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8
［デスクトップ］-［設定］ - ［コントロールパネル］ - ［ハードウェアとサウンド］（または［ハードウェア］）
の［デバイスとプリンターの表示］の順に選択します。

・ Windows 7
スタートボタンをクリックし、［コントロールパネル］-［ハードウェアとサウンド］の［デバイスとプリンター
の表示］の順に選択します。

2. お使いのスキャナーを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3. ［Web サービス］タブを選んで、URLをクリックします。

HTTPSにアクセスするときにスキャナーは自己署名証明を使うため、Web Configを起動すると警告が表示され
ますが、これは問題ではなく、無視しても安全です。

L ・ Web Configの管理者情報の購入時の設定（初期値）は以下の通りです。
・ユーザー名：なし（空欄）
・パスワード：スキャナーの製造番号（シリアルナンバー）
製造番号は、スキャナー背面に貼られているラベルをご確認ください。

・ ［ログオフ］が画面右上に表示されているときは、すでに管理者としてログインしています。

・ 何も操作しない状態が約20分続くと自動的にログオフします。

ネットワーク上のデバイスを設定するソフトウェア（EpsonNet
Config）
EpsonNet Config（エプソンネット コンフィグ）は、ネットワークインターフェイスの各種アドレスやプロトコルな
どが設定できるソフトウェアです。詳しくはEpsonNet Configの操作ガイドやヘルプをご覧ください。

スキャナーの基本情報 > ソフトウェアの紹介 > ネットワーク上のデバイスを設定するソフトウェア（EpsonNet Config）…
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Windowsでの起動方法

・ Windows 10/Windows Server 2019/Windows Server 2016
スタートボタンをクリックして、［EpsonNet］-［EpsonNet Config］の順に選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8/Windows Server 2012 R2/Windows Server 2012
検索チャームでソフトウェア名を入力して、表示されたアイコンを選択します。

・ Windows 7/Windows Vista/Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008/Windows Server
2003 R2/Windows Server 2003
スタートボタンをクリックして、［すべてのプログラム］または［プログラム］-［EpsonNet］-［EpsonNet Config
SE］-［EpsonNet Config］の順に選択します。

Mac OSでの起動方法
［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［EpsonNet］-［EpsonNet Config SE］-［EpsonNet
Config］を選択します。

ネットワーク上のデバイスを管理するソフトウェア（Epson
Device Admin）
Epson Device Adminは、ネットワーク上のデバイスの管理を行う多機能なアプリケーションソフトです。
以下のような機能があります。

・ セグメントを越えて1台から2000台のプリンターやスキャナーの監視、管理

・ 消耗品やステータスの詳細なレポート機能

・ ファームアップデート機能

・ デバイスのネットワークへの導入

・ 複数デバイスへの同じ設定値の適用

Epson Device Adminはエプソンのウェブサイトからダウンロードしてください。詳細はEpson Device Adminのヘ
ルプをご覧ください。

ド ラ イ バ ー パ ッ ケ ー ジ を 作 成 す る ソ フ ト ウ ェ ア (EpsonNet
SetupManager)
EpsonNet SetupManagerはスキャナードライバーなどを一括してインストールするためのパッケージを作成するソ
フトウェアです。このソフトウェアを使って、管理者は1つのソフトウェアパッケージを作成し、グループ中に配布する
ことができます。
詳細はエプソンのウェブサイトをご覧ください。

www.epson.jp/support/

スキャナーの基本情報 > ソフトウェアの紹介 > ドライバーパッケージを作成するソフトウェア(EpsonNet SetupManager)…
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オプションと消耗品の紹介

キャリアシートの型番
不規則な形の原稿や、傷が付きやすい写真などの原稿をスキャンするときに、キャリアシートに挟んで給紙します。ま
た、A4サイズより大きい原稿も、半分に折ってキャリアシートに挟んで給紙すればスキャンできます。

品名 型番*1 耐久回数

キャリアシート DSCST2 3,000回*2

*1 指定の型番以外のキャリアシートは使用できません。

*2 交換周期の目安です。傷の付いたキャリアシートは使用しないでください。

L キャリアシートは、コンピューターからスキャンする場合、または［コンピューター］機能を使って操作パネルからスキャ
ンする場合のみ使用できます。
以下の機能を使って操作パネルからスキャンする場合はキャリアシートは使用できません。

・ ネットワークフォルダー

・ メール

・ クラウド

・ USBドライブ

・ スキャン to マイメール 機能

・ スキャン to マイフォルダー機能

関連情報
& 「セットできる原稿の基本仕様」35ページ
& 「大判原稿をセットする」54ページ
& 「不定形の原稿をセットする」57ページ
& 「写真をセットする」60ページ

給紙ローラーキットの型番
スキャン枚数が耐用枚数を超えたときに交換する部品（給紙ローラーと分離ローラー）です。現在のスキャン枚数は、操
作パネルまたはEpson Scan 2ユーティリティーで確認できます。

スキャナーの基本情報 > オプションと消耗品の紹介 > 給紙ローラーキットの型番
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A：給紙ローラー、B：分離ローラー

品名 型番 耐用枚数

給紙ローラーキット DSA4RKIT4 200,000*

* 弊社の試験原稿用紙を連続してスキャンした場合の数値であり、交換周期の目安です。紙粉の多く出る用紙や表面がざらざらし
た用紙では耐用枚数が少なくなるなど、お使いの用紙の種類によって交換周期は異なります。

関連情報
& 「給紙ローラーキットを交換する」189ページ
& 「スキャン枚数をリセットする」193ページ

クリーニングキットの型番
スキャナーの内部をクリーニングするときに使用します。クリーナーとクリーニングクロスのセットです。

品名 型番

クリーニングキット DSCLKIT1

関連情報
& 「スキャナーの内部をクリーニングする」184ページ

スキャナーの基本情報 > オプションと消耗品の紹介 > クリーニングキットの型番
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セットできる原稿とセット方法

原稿の仕様 ............................................................................................................ 35

原稿のセット方法 ...................................................................................................40



原稿の仕様
ADFからスキャンできる原稿の仕様を説明します。

セットできる原稿の基本仕様

原稿の種類 厚さ サイズ

普通紙
上質紙
再生紙
ハガキ
名刺
封筒
プラスチックカード（ISO7810 ID-1 タ
イプ準拠、エンボス加工品を含む）
ラミネート加工されたカード
感熱紙

27～413 g/m²
A8サイズ以下：127～413 g/m²
プラスチックカード：1.24 mm以下（エ
ンボス加工部を含む）
ラミネート加工されたカード：0.8 mm以
下

最大：215.9×6,096.0 mm
最小：50.8×50.8 mm
セットできるサイズは原稿の種類とス
キャン解像度、スキャンする方法によって
変わります。

L ・ 原稿の先端は平らである必要があります。

・ 原稿の先端のカールは以下の条件を満たしていることを確認してください。
A

は3 mm以下。
B

が
C

以下の場合、
B

は1 mm以下。
B

が1 mmより大きい場合、
C

は
B

の10倍以上。

・ ADFにセットできる原稿であっても、紙の特性や品質などによってはADFから給紙できないことがあります。また、ス
キャン品質に影響を及ぼすこともあります。

セットできる定形サイズの原稿
セットできる定形サイズの原稿は以下のとおりです。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿の仕様 > セットできる原稿の基本仕様
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規格 サイズ 厚さ 用紙種類 セット可能な総厚、枚数 *

リーガル 215.9×355.6
mm

27～413 g/m² 普通紙
上質紙
再生紙

総厚：12 mmまで
80 g/m²：80枚
90 g/m²：69枚
104 g/m²：59枚
127 g/m²：50枚
157 g/m²：40枚
209 g/m²：30枚
256 g/m²：24枚
413 g/m²：14枚
枚数は紙種や厚さによって異なりま
す。

レター 215.9×279.4
mm

総厚：12 mmまで
80 g/m²：100枚
90 g/m²：86枚
104 g/m²：74枚
127 g/m²：62枚
157 g/m²：50枚
209 g/m²：38枚
256 g/m²：30枚
413 g/m²：18枚
枚数は紙種や厚さによって異なりま
す。

A4 210×297 mm

B5 182×257 mm

A5 148×210 mm

B6 128×182 mm

A6 105×148 mm

A8 52×74 mm 127～413 g/m²

名刺 55×89 mm 210 g/m² 総厚：12 mmまで
30枚

ハガキ 100×148 mm 190 g/m² 普通紙
インクジェット紙
インクジェット写真
用

ハガキの総厚が12 mmまで
40枚

* スキャン中に総厚までの原稿を補充できます。

セットできる長尺紙
セットできる長尺紙（垂れ幕や横断幕などの帯状の原稿）は以下の通りです。

L ・ 長尺紙とは、393.8 mm以上の原稿を指します。

・ 長尺紙をスキャンするときはスキャン速度が遅くなります。

サイズ 厚さ 用紙種類 セット可能枚数

最大幅：215.9 mm

最大長：6,096.0 mm*
50～130 g/m² 普通紙

上質紙
再生紙

1枚

セットできる原稿とセット方法 > 原稿の仕様 > セットできる原稿の基本仕様
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長尺紙の最大長

スキャン解像度とスキャン方法別の最大長は以下の通りです。

スキャン方法 スキャン解像度 最大長

・ コンピューターからのスキャン

・ 操作パネルの［コンピューター］機能
を使ったスキャン

50～200 dpi 6,096.0 mm

201～300 dpi 5,461.0 mm

301～600 dpi 1,346.0 mm

操作パネルの以下の機能を使ったスキャ
ン:

・ ［ネットワークフォルダー］

・ ［メール］

・ ［クラウド］

・ ［USBドライブ］

・ ［スキャン to マイメール 機能］

・ ［スキャン to マイフォルダー機能］

200 dpi 914.4 mm

300 dpi

600 dpi 長尺紙はサポートしていません。

L Epson Smart Panelでは、長尺紙のスキャンはできません。

セットできるプラスチックカード
セットできるプラスチックカードは以下の通りです。

サイズ エンボス加工 厚さ セット可能枚数 セット方向

ISO7810 ID-1 タイ
プ準拠
54.0×85.6 mm

あり 1.24 mm以下 1枚 横方向

なし 0.76 mm～1.1

mm*
5枚

0.76 mm未満 5枚

*解像度を300 dpi以下で、［低速モード］モードを無効にしているときのみ、スキャンできます。

セットできるラミネート加工されたカード
セットできるラミネート加工されたカードは以下の通りです。

サイズ 厚さ セット可能枚数

120.0×150.0 mm以下 0.8 mm以下 1枚

L Epson Smart Panelでは、ラミネート加工されたカードのスキャンはできません。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿の仕様 > セットできる原稿の基本仕様
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キャリアシートを使ってスキャンする原稿
キャリアシート（別売品）は原稿を挟んでスキャンするためのシートです。A4またはレターサイズより大きい原稿、傷
つけたくない重要書類や写真、薄紙、不規則な形の原稿などをスキャンするときに使います。
キャリアシートにセットしてスキャンする原稿は以下の通りです。

原稿の種類 サイズ 厚さ セット可能キャリア
シート枚数

スキャナーに直接セットでき
ない原稿

A3*1

A4

B4*1

レター

リーガル*1

B5
A5
B6
A6
A8
ユーザー定義サイズ：

・ 幅：431.8 mmまで*2

・ 長さ：297 mmまで*3

0.3 mm以下
（キャリアシートは含めず）

10枚

*1 二つ折りにしてセット

*2 幅が215.9 mmを超える原稿は二つ折りにしてセット

*3 長さが297 mmに近い原稿は、先端をキャリアシートの奥までしっかり差し込んでください。ソフトウェアの［原稿サイズ］で
［自動検知］を選択したときに、キャリアシート全長をスキャンしてしまうことがあります。

L スマートデバイスのEpson Smart Panelでは、キャリアシートを使用したスキャンはできません。

関連情報
& 「キャリアシートの型番」32ページ

セットできる封筒
セットできる封筒は以下のとおりです。

規格 サイズ 厚さ セット可能枚数

長形3号 120×235 mm 0.38 mm以下 10枚

長形4号 90×205 mm

洋形2号 114×162 mm

洋形4号 105×235 mm

洋形7号 92×165 mm

セットできる原稿とセット方法 > 原稿の仕様 > セットできる原稿の基本仕様
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注意が必要な原稿
うまくスキャンできないことがある原稿の一覧です。

・ 表面に凹凸のある原稿

・ しわや折り目のある原稿

・ ミシン目のある原稿

・ ラベルやシールが貼られた原稿

・ ノーカーボン紙

・ カールした原稿

・ コート紙

K ノーカーボン紙にはスキャナー内部のローラーの性能を損なうような化学物質が含まれています。ノーカーボン紙を
スキャンするときは、給紙ローラーや分離ローラーを定期的にクリーニングしてください。また、普通紙をスキャンす
るときと比較してローラーの耐用枚数が少なくなることがあります。

L ・ しわのある原稿は、低速モードでスキャンするか、しわを伸ばしてからスキャンすることをお勧めします。

・ 破れやすい、またはしわの寄りやすい紙質の原稿は、キャリアシート（別売品）を使ってスキャンしてください。

・ 重送と誤認識されてしまう原稿は、操作パネルで［重送検知スキップ］を［オン］にしてからスキャンするか、Epson
Scan 2の画面で［基本設定］タブの［重送検知］で［なし］を選択してからスキャンしてください。
Document Capture Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、画面を開きます。

・ ラベルやシールはしっかり貼り付けられていて、のりがはみ出ていないことを確認してください。

・ カールした原稿は、カールを伸ばして平らにしてからスキャンしてください。

関連情報
& 「スキャナーの基本情報」18ページ
& 「メンテナンス」183ページ

スキャンできない原稿
以下の原稿はスキャンしないでください。

・ 写真

・ 綴じられた原稿（製本物）

・ 通帳

・ パスポート

・ クリアファイル、布、金属箔など、紙でない原稿

・ ステープラーの針やクリップなどが付いた原稿

・ のりが付いた原稿

・ 裂けている原稿

・ ひどいしわのある原稿やカールした原稿

・ OHPシートなどの透明な原稿

・ 裏カーボンのある原稿

セットできる原稿とセット方法 > 原稿の仕様 > スキャンできない原稿

39



・ インクが乾いていない原稿

・ 付箋紙が貼られた原稿

L ・ 貴重な作品、重要な書類など、傷つけたり汚したりしてはいけない原稿は、直接スキャナーにセットしないでくださ
い。原稿にしわができたり、原稿が破損したりすることがあります。そのような原稿は、キャリアシート（別売品）を
使ってスキャンしてください。

・ 写真、裂け目やひどいしわがある原稿、またはひどくカールしている原稿も、キャリアシート（別売品）を使ってス
キャンしてください。

関連情報
& 「写真原稿」59ページ

原稿のセット方法

定形サイズの原稿

セットできる定形サイズの原稿
セットできる定形サイズの原稿は以下のとおりです。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 定形サイズの原稿
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規格 サイズ 厚さ 用紙種類 セット可能な総厚、枚数 *

リーガル 215.9×355.6
mm

27～413 g/m² 普通紙
上質紙
再生紙

総厚：12 mmまで
80 g/m²：80枚
90 g/m²：69枚
104 g/m²：59枚
127 g/m²：50枚
157 g/m²：40枚
209 g/m²：30枚
256 g/m²：24枚
413 g/m²：14枚
枚数は紙種や厚さによって異なりま
す。

レター 215.9×279.4
mm

総厚：12 mmまで
80 g/m²：100枚
90 g/m²：86枚
104 g/m²：74枚
127 g/m²：62枚
157 g/m²：50枚
209 g/m²：38枚
256 g/m²：30枚
413 g/m²：18枚
枚数は紙種や厚さによって異なりま
す。

A4 210×297 mm

B5 182×257 mm

A5 148×210 mm

B6 128×182 mm

A6 105×148 mm

A8 52×74 mm 127～413 g/m²

名刺 55×89 mm 210 g/m² 総厚：12 mmまで
30枚

ハガキ 100×148 mm 190 g/m² 普通紙
インクジェット紙
インクジェット写真
用

ハガキの総厚が12 mmまで
40枚

* スキャン中に総厚までの原稿を補充できます。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 定形サイズの原稿
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定形サイズの原稿をセットする

1. 給紙トレイから原稿サポートを引き出します。排紙トレイと拡張排紙トレイを引き出して、ストッパーを起
こします。

L ・ A4サイズ以上の原稿をスキャンするときは、拡張排紙トレイを引き出してください。

・ 排出された原稿がきちんと積み重なるように、排紙トレイと拡張排紙トレイを原稿の長さより多少長めに引き出
して、ストッパーを起こしてください。
A4サイズの原稿をスキャンするときは、排紙トレイを以下の図のように引き出してください。

・ ストッパーを拡張排紙トレイ上で前後に動かし、スキャンする原稿の長さに合わせてください。

・ 厚い原稿が跳ねて排紙トレイから飛び出してしまう場合には、排紙トレイを使わず、スキャナーが置かれている
台の上に直接排出させてください。

・ それでも、排出された原稿が台の表面に当たってスキャン画像に影響が出る場合には、スキャナーを台の手前の
端に移動し、排出された原稿を直接受け取るようにしてください。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 定形サイズの原稿
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2. 給紙トレイの原稿ガイドを両端に移動します。

3. 原稿をさばきます。

原稿の両端を持って数回さばいてください。

4. 原稿の端を揃えてから、スキャンする面を伏せて、少し斜めにずらして角度を付けます。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 定形サイズの原稿
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5. 原稿のスキャンする面を伏せて、先端をADFに向けてセットします。

ADFに突き当たるまで挿入してください。

6. 原稿ガイドを、原稿に隙間なく合わせます。隙間があると原稿が斜めに給紙されることがあります。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 定形サイズの原稿
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L ・ ルーズリーフ用紙などのパンチ穴のある原稿は、穴の位置が左右か下側になるようにセットします。原稿幅の中
心から左右15mmの範囲（30mm幅）に、穴がないようにセットしてください。ただし、原稿の先端から30mm
の範囲に穴があっても構いません。パンチ穴の周りにバリや反りがないことを確認してください。

・ しわのある薄い原稿をスキャンしていて、頻繁に紙詰まりしたり原稿が重なって給紙されたりするときは、［低
速モード］を有効にすると状況を改善できることがあります。操作パネルで［設定］-［スキャン動作設定］-［低
速モード］の順に選択して［オン］に設定すると、給紙速度が遅くなります。

長尺紙

セットできる長尺紙
セットできる長尺紙（垂れ幕や横断幕などの帯状の原稿）は以下の通りです。

L ・ 長尺紙とは、393.8 mm以上の原稿を指します。

・ 長尺紙をスキャンするときはスキャン速度が遅くなります。

サイズ 厚さ 用紙種類 セット可能枚数

最大幅：215.9 mm

最大長：6,096.0 mm*
50～130 g/m² 普通紙

上質紙
再生紙

1枚

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 長尺紙
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長尺紙の最大長

スキャン解像度とスキャン方法別の最大長は以下の通りです。

スキャン方法 スキャン解像度 最大長

・ コンピューターからのスキャン

・ 操作パネルの［コンピューター］機能
を使ったスキャン

50～200 dpi 6,096.0 mm

201～300 dpi 5,461.0 mm

301～600 dpi 1,346.0 mm

操作パネルの以下の機能を使ったスキャ
ン:

・ ［ネットワークフォルダー］

・ ［メール］

・ ［クラウド］

・ ［USBドライブ］

・ ［スキャン to マイメール 機能］

・ ［スキャン to マイフォルダー機能］

200 dpi 914.4 mm

300 dpi

600 dpi 長尺紙はサポートしていません。

L Epson Smart Panelでは、長尺紙のスキャンはできません。

長尺紙をセットする

1. 排紙トレイを引き出します。

L 原稿サポートや拡張排紙トレイは引き出さず、ストッパーも起こさないでください。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 長尺紙
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2. 給紙トレイの原稿ガイドを両端に移動します。

3. 原稿のスキャンする面を伏せて、先端をADFに向けてまっすぐにセットします。

ADFに突き当たるまで挿入してください。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 長尺紙
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4. 原稿ガイドと長尺紙の間に隙間がないように、原稿ガイドを長尺紙にぴったり合わせます。隙間があると原
稿が斜めに給紙されることがあります。

L ・ 状況に応じた最大長を以下で確認してください。
「長尺紙の最大長」37ページ

・ Epson Scan 2の画面で原稿サイズを指定する必要があります。
Document Capture Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、画面を開
きます。
Epson Scan 2で長尺紙の原稿サイズを指定する方法は3通りあります。
長さが3,048 mm以下の場合は、サイズを自動で検知する［自動検知（長尺）］が選択できます。
長さが3,048 mmを超える場合は、［ユーザー定義サイズ］を選択して長さと幅を指定します。長さが5,461
mm以下の場合は、長さだけ自動で判別する［原稿の長さに合わせる］が選択できます。5,461 mmより長い原
稿の場合は、長さと幅の両方を指定します。

・ 長尺紙のスキャン時は、長尺紙がADFから抜け落ちたり、排紙トレイにたまって詰まったり落下したりしないよ
うに、両端を手で支えてください。

関連情報
& 「特殊な原稿をスキャンするときに必要なEpson Scan 2の設定画面」104ページ

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 長尺紙
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プラスチックカード

セットできるプラスチックカード
セットできるプラスチックカードは以下の通りです。

サイズ エンボス加工 厚さ セット可能枚数 セット方向

ISO7810 ID-1 タイ
プ準拠
54.0×85.6 mm

あり 1.24 mm以下 1枚 横方向

なし 0.76 mm～1.1

mm*
5枚

0.76 mm未満 5枚

*解像度を300 dpi以下で、［低速モード］モードを無効にしているときのみ、スキャンできます。

プラスチックカードをセットする

1. 排紙トレイを引き出してストッパーを起こします。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > プラスチックカード
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2. 給紙トレイの原稿ガイドを両端に移動します。

3. カードのスキャンする面を伏せて、上端をADFに向けてセットします。

ADFに突き当たるまで挿入してください。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > プラスチックカード
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K プラスチックカードは縦長方向にセットしないでください。

4. 原稿ガイドをカードに合わせます。

L プラスチックカードをスキャンするときは、Epson Scan 2の画面で設定が必要です。
Document Capture Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、Epson Scan
2の画面を開きます。
Epson Scan 2の［基本設定］タブで、［原稿サイズ］で［プラスチックカード］を選択するか、［重送検知］で
［なし］を選択してください。詳しくはEpson Scan 2のヘルプをご覧ください。
Epson Scan 2の画面で［重送検知］を無効にせず重送エラーになったときは、ADFからカードを取り出してセッ
トし直し、操作パネルで［重送検知スキップ］を［オン］にして、次のスキャンだけ［重送検知］を無効にしてから
スキャンしてください。［重送検知スキップ］は1枚分のスキャンだけ［重送検知］を無効にできます。

関連情報
& 「特殊な原稿をスキャンするときに必要なEpson Scan 2の設定画面」104ページ

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > プラスチックカード
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ラミネート加工されたカード

セットできるラミネート加工されたカード
セットできるラミネート加工されたカードは以下の通りです。

サイズ 厚さ セット可能枚数

120.0×150.0 mm以下 0.8 mm以下 1枚

L Epson Smart Panelでは、ラミネート加工されたカードのスキャンはできません。

ラミネート加工されたカードをセットする

1. 排紙トレイを引き出してストッパーを起こします。

2. 給紙トレイの原稿ガイドを両端に移動します。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > ラミネート加工されたカード
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3. カードのスキャンする面を伏せて、上端をADFに向けてセットします。

ADFに突き当たるまで挿入してください。

4. 原稿ガイドをカードに合わせます。

L ラミネート加工されたカードをスキャンするときは、Epson Scan 2の画面で設定が必要です。
Document Capture Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、画面を開きま
す。

・ サイズ検知の正確さを上げるため、［基本設定］タブ -［原稿サイズ］-［設定］の順に選択して、［ラミネート
カード優先］にチェックを入れます。詳しくはEpson Scan 2のヘルプをご覧ください。

・ ［基本設定］タブ -［重送検知］-［なし］を選択します。詳しくはEpson Scan 2のヘルプをご覧ください。
Epson Scan 2の画面で［重送検知］を無効にせず重送エラーになったときは、ADFからカードを取り出して
セットし直し、操作パネルで［重送検知スキップ］を［オン］にして、次のスキャンだけ［重送検知］を無効に
してからスキャンしてください。［重送検知スキップ］は1枚分のスキャンだけ［重送検知］を無効にできます。

関連情報
& 「特殊な原稿をスキャンするときに必要なEpson Scan 2の設定画面」104ページ

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > ラミネート加工されたカード
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大判原稿

セットできる大判原稿
A4サイズより大きいA3やB4サイズの原稿は、二つ折りにしてキャリアシート（別売品）に挟んでスキャンします。

サイズ 厚さ 用紙種類 セット可能キャリアシー
ト枚数

A3まで 0.3 mm以下
（キャリアシートは含めず）

普通紙
上質紙
再生紙

10枚

大判原稿をセットする

1. 給紙トレイから原稿サポートを引き出します。排紙トレイと拡張排紙トレイを引き出して、ストッパーを起
こします。

2. 給紙トレイの原稿ガイドを両端に移動します。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 大判原稿
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3. 原稿のスキャンする面が外側になるように二つ折りにします。キャリアシートの先端に絵がある面に、原稿
の「2」の面を向けて挟みます。

4. キャリアシートの先端をADFに向けてセットします。

ADFに突き当たるまで挿入してください。

5. 原稿ガイドを、キャリアシートに隙間なく合わせます。隙間があるとキャリアシートが斜めに給紙されるこ
とがあります。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 大判原稿
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L ・ 傷の付いたキャリアシートや、3,000回以上スキャンしたキャリアシートは使用しないでください。

・ 両面をスキャンして貼り合わせた画像にするには、Epson Scan 2の画面で設定が必要です。
Document Capture Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、画面を開
きます。
Epson Scan 2の画面で、［読み取り面］で［両面］を選択し、［貼り合わせ］で［左右］を選択します。詳し
くはEpson Scan 2のヘルプをご覧ください。

・ キャリアシートのスキャン時に、Epson Scan 2の［原稿サイズ］で［自動検知］を選択すると、自動で［書類
の傾き補正］の［給紙時の傾き］が適用されます。

・ 長さが297 mmに近い原稿は、先端をキャリアシートの奥までしっかり差し込んでください。Epson Scan 2
の画面で、［原稿サイズ］で［自動検知］を選択したときに、キャリアシートの全長をスキャンしてしまうこと
があります。

・ お使いのスキャナー専用のキャリアシートを使用してください。キャリアシートは先端の2つの四角い穴により
検知されます。キャリアシートの穴を塞いだり汚したりしないでください。

関連情報
& 「キャリアシートの型番」32ページ
& 「特殊な原稿をスキャンするときに必要なEpson Scan 2の設定画面」104ページ

不定形の原稿

セットできる不定形の原稿
不規則な形の原稿、しわのある原稿、カールした原稿、薄手の原稿などは、キャリアシート（別売品）に挟んでスキャン
します。

サイズ 厚さ セット可能キャリアシート枚数

A4まで 0.3 mm以下
（キャリアシートは含めず）

10枚

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 不定形の原稿
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不定形の原稿をセットする

1. 給紙トレイから原稿サポートを引き出します。排紙トレイと拡張排紙トレイを引き出して、ストッパーを起
こします。

2. 給紙トレイの原稿ガイドを両端に移動します。

3. キャリアシートの先端に絵がある面に対して、原稿のスキャンする面を伏せて、中央に挟みます。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 不定形の原稿
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4. キャリアシートの先端をADFに向けてセットします。

ADFに突き当たるまで挿入してください。

5. 原稿ガイドを、キャリアシートに隙間なく合わせます。隙間があるとキャリアシートが斜めに給紙されるこ
とがあります。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 不定形の原稿
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L ・ 傷の付いたキャリアシートや、3,000回以上スキャンしたキャリアシートは使用しないでください。

・ スキャンする原稿に合う［原稿サイズ］が見つからないときは、［自動検知］を選択してください。
Epson Scan 2をお使いの時は、［ユーザー定義サイズ］を選択すると手動でサイズを作成できます。

・ キャリアシートのスキャン時に、Epson Scan 2の［原稿サイズ］で［自動検知］を選択すると、自動で［書類
の傾き補正］の［給紙時の傾き］が適用されます。

・ お使いのスキャナー専用のキャリアシートを使用してください。キャリアシートは先端の2つの四角い穴により
検知されます。キャリアシートの穴を塞いだり汚したりしないでください。

関連情報
& 「キャリアシートの型番」32ページ
& 「特殊な原稿をスキャンするときに必要なEpson Scan 2の設定画面」104ページ

写真原稿

セットできる写真
貴重な作品や写真、重要な書類など、傷つけたり汚したりしてはいけない原稿は、キャリアシート（別売品）に挟んでス
キャンします。

サイズ 厚さ セット可能キャリアシート枚数

A4まで 0.3 mm以下
（キャリアシートは含めず）

10枚

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 写真原稿
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写真をセットする

1. 給紙トレイから原稿サポートを引き出します。排紙トレイと拡張排紙トレイを引き出して、ストッパーを起
こします。

2. 給紙トレイの原稿ガイドを両端に移動します。

3. キャリアシートの先端に絵がある面に対して、原稿のスキャンする面を伏せて、中央に挟みます。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 写真原稿
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4. キャリアシートの先端をADFに向けてセットします。

ADFに突き当たるまで挿入してください。

5. 原稿ガイドを、キャリアシートに隙間なく合わせます。隙間があるとキャリアシートが斜めに給紙されるこ
とがあります。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 写真原稿
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L ・ 傷の付いたキャリアシートや、3,000回以上スキャンしたキャリアシートは使用しないでください。

・ スキャンする原稿に合う［原稿サイズ］が見つからないときは、［自動検知］を選択してください。
Epson Scan 2をお使いの時は、［ユーザー定義サイズ］を選択すると手動でサイズを作成できます。

・ キャリアシートのスキャン時に、Epson Scan 2の［原稿サイズ］で［自動検知］を選択すると、自動で［書類
の傾き補正］の［給紙時の傾き］が適用されます。

・ 写真をキャリアシートに挟んだまま放置しないでください。

・ お使いのスキャナー専用のキャリアシートを使用してください。キャリアシートは先端の2つの四角い穴により
検知されます。キャリアシートの穴を塞いだり汚したりしないでください。

関連情報
& 「キャリアシートの型番」32ページ
& 「特殊な原稿をスキャンするときに必要なEpson Scan 2の設定画面」104ページ

封筒

セットできる封筒
セットできる封筒は以下のとおりです。

規格 サイズ 厚さ セット可能枚数

長形3号 120×235 mm 0.38 mm以下 10枚

長形4号 90×205 mm

洋形2号 114×162 mm

洋形4号 105×235 mm

洋形7号 92×165 mm

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 封筒
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封筒をセットする

1. 給紙トレイから原稿サポートを引き出します。排紙トレイと拡張排紙トレイを引き出して、ストッパーを起
こします。

2. 給紙トレイの原稿ガイドを両端に移動します。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 封筒
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3. 封筒のスキャンする面を伏せて、縦長方向にセットします。封筒の短辺に開封部（フラップ部）がある場合
は、開封部を上にします。
ADFに突き当たるまで挿入してください。

K 接着剤が付いている封筒はセットしないでください。

L ・ 開封時にフラップ上端部がきれいにカットされていない場合は、うまくスキャンできないことがあります。

・ 封をする前の封筒は、フラップを開いた状態で、フラップ部を上にしてセットしてください。

4. 原稿ガイドを、封筒に隙間なく合わせます。隙間があると封筒が斜めに給紙されることがあります。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 封筒
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L ・ スキャンするソフトウェアの設定で、適切な回転角度を選択するか、［回転］で［文字の向きに合わせる］を選
択してください。

・ 封筒のスキャン時は、Epson Scan 2の画面で設定が必要です。
Document Capture Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、画面を開
きます。
［基本設定］タブ -［重送検知］-［なし］の順に選択します。詳しくはEpson Scan 2のヘルプをご覧くださ
い。
Epson Scan 2の画面で［重送検知］を無効にせず重送エラーになったときは、ADFから封筒を取り出してセッ
トし直し、操作パネルで［重送検知スキップ］を［オン］にして、次のスキャンだけ［重送検知］を無効にして
からスキャンしてください。［重送検知スキップ］は1枚分のスキャンだけ［重送検知］を無効にできます。

関連情報
& 「特殊な原稿をスキャンするときに必要なEpson Scan 2の設定画面」104ページ

用紙の種類やサイズの異なる原稿

用紙の種類やサイズの異なる原稿のスキャン
50.8×50.8 mmからA4またはレターサイズまでのサイズの異なる原稿を、一度にセットしてスキャンできます。用紙
の種類や厚さが異なる原稿もまとめてセットできます。

K ・ サイズの異なる原稿を一度にセットしてスキャンするときは、全ての原稿が原稿ガイドでサポートされないため、
傾いて給紙されることがあります。

・ 以下の例のように、種類の異なる原稿や、サイズに大きな差がある原稿をセットしてスキャンするときは、原稿が
詰まったり傾いて給紙されたりすることがあります。
・薄い紙と厚い紙の組み合わせ
・A4サイズの紙とカードサイズの紙の組み合わせ
原稿が傾いて給紙されたときは、スキャンした画像を確認してください。

L ・ 原稿が詰まったり、正しく給紙されなかったりしたときは、［低速モード］を有効にすると改善することがあります。

・ 用紙の種類やサイズの異なる原稿をスキャンするには、［原稿待ち受けモード］で1枚ずつ給紙することもできます。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 用紙の種類やサイズの異なる原稿
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用紙の種類やサイズの異なる原稿をセットする

1. 給紙トレイから原稿サポートを引き出します。排紙トレイと拡張排紙トレイを引き出して、ストッパーを起
こします。

L 厚い原稿が混在している場合は、排紙トレイを使わず、スキャナーが置かれている台の上に直接排出させてくださ
い。原稿が跳ねて排紙トレイから飛び出してしまうことを防ぎます。

2. 給紙トレイの原稿ガイドを両端に移動します。

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 用紙の種類やサイズの異なる原稿
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3. 原稿のスキャンする面を伏せ、幅の広い原稿から順に重ねて、給紙トレイの中央にセットします。

K サイズの異なる原稿をセットするときは、以下の点にご注意ください。

・ 原稿の先端を確実にそろえて、ADFに突き当たるまで挿入してください。

・ 各原稿を給紙トレイの中心にセットしてください。スキャナーの u マークを中心の目安にしてください。

・ 原稿をまっすぐセットしてください。

原稿が正しくセットされていないと、斜めに給紙されたり、詰まったりすることがあります。

L 原稿のスキャンする面を伏せた状態で、先端を少し斜めにずらして角度を付けてADFにセットします。

4. 原稿ガイドを最も幅の広い原稿に合わせます。

関連情報
& 「原稿待ち受けモードでスキャンする」108ページ

セットできる原稿とセット方法 > 原稿のセット方法 > 用紙の種類やサイズの異なる原稿
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スキャン
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お気に入りに登録した設定でスキャンする ................................................................88
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操作パネルからスキャンする
スキャナーの操作パネルからは、以下の項目を宛先にしてスキャンできます。

コンピューター

スキャンした画像を接続しているコンピューターに保存できます。

ネットワークフォルダー

事前に作成したネットワーク上のフォルダーに、スキャンした画像を保存できます。

メール

事前に設定したEメールサーバーを使用して、スキャンした画像をスキャナーから直接メールで送信できます。

クラウド

事前に設定したクラウドサービスに、スキャンした画像をそのまま転送できます。

USBドライブ

スキャナーにUSBドライブを接続して、スキャンした画像を直接保存できます。

関連情報
& 「コンピューターにスキャンして保存する」69ページ
& 「ネットワークフォルダーにスキャンして保存する」70ページ
& 「メールに添付して送付する」75ページ
& 「クラウドにスキャンして保存する」79ページ
& 「USBドライブにスキャンする」82ページ

コンピューターにスキャンして保存する
Document Capture Pro（Windows）/Document Capture（Mac OS）で作成したジョブを使用して、操作パネル
からスキャンできます。

L ・ スキャンする前に、お使いのコンピューターにDocument Capture Pro/Document Captureをインストールし、
ジョブを作成して、操作パネルにジョブを割り当てておいてください。スキャンした画像をPDFにして保存するジョブ
が初期設定されています。

・ スキャンする前に、スキャナーとコンピューターが正しく接続されていることを確認しておいてください。

1. 原稿をセットします。

2. 操作パネルのホーム画面で［コンピューター］を選択します。

3. ［コンピューターを選択］画面が表示された場合は、コンピューターを選択します。

L ・ 操作パネルには、Document Capture Proがインストールされたコンピューターが最大111台表示されます。

・ 動作モードを［サーバーモード］にしているときは、この手順は必要ありません。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > コンピューターにスキャンして保存する
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4. ［ジョブを選択］画面が表示された場合はジョブを選択します。

L ジョブを1つしか登録していないときは、ジョブを選択する必要はありません。次の手順に進みます。

5. 選択したコンピューターとジョブを確認します。

L を選択すると、ここで設定した内容をお気に入りに登録できます。

6. x をタップします。

コンピューターが自動でDocument Capture Proを起動して、スキャンが始まります。

関連情報
& 「ジョブを登録する」107ページ
& 「ジョブを作成し、操作パネルに割り当てる（Windows）」107ページ
& 「操作パネルにジョブを割り当てる（Mac OS）」108ページ

ネットワークフォルダーにスキャンして保存する
スキャンした画像をネットワーク上の指定フォルダーに保存できます。保存先を直接指定することもできますが、事前に
アドレス帳にフォルダー情報を登録しておくと便利です。
事前にネットワークフォルダーまたはFTPサーバーの設定が必要です。

L ・ 事前にスキャナーの［日付/時刻］と［時差］が正しく設定されていることを確認してください。操作パネルで［設定］-
［基本設定］-［日付/時刻設定］の順に選択します。

・ スキャンする前に送信先を確認できます。［設定］-［スキャン動作設定］の順に選択し、［読み取り前宛先確認］を有
効にしてください。

1. 原稿をセットします。

2. 操作パネルのホーム画面で［ネットワークフォルダー］を選択します。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > ネットワークフォルダーにスキャンして保存する
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3. 保存先を指定します。

・ 常用登録した宛先を選択する：表示されているアイコンを選択します。

・ キーボードで入力する：［直接入力］を選択します。［通信モード］を選択し、［保存先(必須項目)］に保存先
を入力します。必要に応じてその他を設定します。

・ アドレス帳から選択する：［アドレス帳］を選択し、宛先を選択して、［閉じる］を選択します。
アドレス帳からフォルダーを検索できます。画面上部の検索ボックスに検索ワードを入れてください。

4. ［スキャン設定］を選択して保存形式などの設定を確認し、必要に応じて変更します。

L を選択すると、ここで設定した内容をお気に入りに登録できます。

5. を選択して［スキャン動作設定］の設定を確認し、必要に応じて変更します。

［低速モード］や［重送検知スキップ］などの設定を変更できます。

6. xをタップします。

関連情報
& 「共有フォルダーを設定する」119ページ

スキャン > 操作パネルからスキャンする > ネットワークフォルダーにスキャンして保存する

71



フォルダー保存の宛先設定項目

直接入力：

［保存先編集］画面を開きます。保存先フォルダーのパスおよびその他の項目を設定します。

・ 通信モード
フォルダーの通信モードを選択します。

・ 保存先(必須項目)
スキャンした画像を保存するフォルダーのパスを入力します。保存先は、以下の書式で入力します。
SMBの場合（コンピューター上の共有フォルダーを使用）：\\ホスト名（コンピューター名）\フォル
ダーパス
通信モードがFTPの場合：ftp://ホスト名（サーバー名）/フォルダーパス
通信モードがFTPSの場合：ftps://ホスト名（サーバー名）/フォルダーパス
WebDAV（HTTP）*の場合：http://ホスト名/フォルダーパス
WebDAV（HTTPS）*の場合：https://ホスト名/フォルダーパス
アルファベット、数字、記号を入力するときは、半角文字と全角文字を正しく指定してください。半角
文字と全角文字の設定が間違っていると、共有フォルダーに保存できません。

* スキャナーの操作パネルからの［ネットワークフォルダー］へのスキャンは、SharePoint Onlineに

対応していません。
スキャンした画像をSharePoint Onlineに保存したいときは、Document Capture Proに
SharePoint Online Connectorをインストールしてお使いください。詳しくはDocument
Capture Proのマニュアルをご覧ください。

https://support.epson.net/dcp/

・ ユーザー名
指定したフォルダーにログオンするユーザー名を入力します。

・ パスワード
ユーザー名に対応するパスワードを入力します。

・ 接続モード
フォルダーの接続モードを選択します。

・ ポート番号
フォルダーのポート番号を入力します。

・ プロキシサーバー使用設定：
プロキシサーバーを使うかどうかを選択します。

アドレス帳：

スキャンした画像を保存するフォルダーをアドレス帳から選択します。

フォルダー保存のスキャン設定項目

L 他の項目の設定内容によっては、これらの設定ができないことがあります。

イメージタイプ：

スキャンした画像を保存するときの色を選択します。（購入時の設定は［モノクロ］）
以下を選択すると、スキャナーが自動で原稿の色を検出し、検出した色を使用して画像を保存します。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > ネットワークフォルダーにスキャンして保存する
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・ カラー/グレー/モノクロ
スキャンした画像を24 bitカラー、8 bitグレー、またはモノクロ（白黒2値）に変換します。この項
目を選択した場合、カラー以外の原稿をスキャンするときに、原稿がグレーかモノクロかを判別するた
めの感度を設定してください。

・ カラー/グレー：
スキャンした画像を24 bitカラーまたは8 bitグレーに変換します。

・ カラー/モノクロ：
スキャンした画像を24 bitカラーまたはモノクロ（白黒2値）に変換します。

使用できるイメージタイプは選択したファイル形式によって異なる場合があります。詳しくは以下を参照
してください。
「使用できるファイル形式とイメージタイプの組み合わせ」87ページ

L e-文書のカラーモードについて、詳しくは以下を参照してください。
「e-文書法および電子帳簿保存法に適合したスキャン」110ページ

ファイル形式：

スキャンした画像の保存形式を選択します。（購入時の設定は［PDF(マルチページ)］）
保存形式にPDF、PDF/A、またはTIFFを指定するときは、全ての原稿を1つのファイルに保存するか（マ
ルチページ）、それぞれ別のファイルに保存するか（シングルページ）を選択します。

・ 圧縮率：
スキャン画像の圧縮率を選択します。

・ PDF設定：
保存形式をPDFにすると、PDFのセキュリティーが設定できます。
開くときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、文書を開くパスワードを設定します。印
刷したり編集したりするときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、権限パスワードを設
定します。

解像度：

スキャン解像度を選択します。（購入時の設定は200 dpi、最大値は600 dpi）

読み取り面：

スキャンしたい原稿の面を選択します。（購入時の設定は［両面］）

・ 開き方向(原稿)：
原稿のとじ位置を選択します。

原稿サイズ：

セットした原稿のサイズを選択します。（購入時の設定は［自動検知］）

・ 自動(サイズ)選択時の切出し位置調整：
［自動検知］を選択している場合に、トリミング領域を調整します。

・ ラミネートカード優先：
ラミネート加工された原稿をスキャンするときに、フチの透明な部分もスキャンします。

L 原稿によっては適切な効果が出ないことがあります。

回転：

スキャンした画像を時計回りに回転します。スキャンする原稿に合わせて、画像を回転する角度を設定し
ます。（購入時の設定は0°）
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濃度：

スキャン画像の濃度を選択します。（購入時の設定は±0、最大値は±4）

背景除去：

スキャンした画像から原稿の背景色を削除します。（購入時の設定は［オフ］）
この機能は、背景色が原稿の中で最も明るく均一な色である場合に使用できます。背景色よりも明るい文
字やイラストがあったり、背景に模様があったりすると、正しく適用されません。

文字くっきり：

ぼやけている書類の文字をくっきりとさせます。（購入時の設定は［オフ］）

・ 輪郭強調：
文字のへり（文字と背景の境目）をくっきりさせることができます。
値を大きくすると細い文字のへりが黒くなります。
スキャンした画像にノイズが多い場合は、値を小さくしてください。

・ しきい値：
モノクロ2値（白または黒）の境を調整できます。
値を大きくすると黒い範囲が大きくなり、値を小さくすると白い範囲が大きくなります。

・ ノイズ除去レベル：
ノイズ（黒い斑点）の除去レベルを調整できます。
レベルを上げると、よりしっかりとノイズ除去されます。

影消し：

スキャンした画像から影を除去します。（購入時の設定は［オフ］）

・ 枠幅：
スキャンした画像から、原稿のフチの影を除去します。

書類の傾き補正：

スキャンした画像の傾きを補正します。（購入時の設定は［オン］）
傾きすぎている原稿は補正できません。

白紙ページ除去：

原稿の中に白紙ページがある場合、白紙ページをスキップしてスキャンします。（購入時の設定は［オフ］）
思った通りの結果にならない場合は、検知レベルを調整します。

L ・ 白紙ページとして誤ってスキップされる場合があります。

・ この機能は、貼り合わせた両面原稿をスキャンするときには使用できません。

原稿待ち受けモード：

原稿待ち受けモードを設定します。この機能を使うと、原稿をスキャンした後に自動で連続してスキャン
できます。異なるサイズや種類の原稿を1枚ずつスキャンするときに便利です。（購入時の設定は［オフ］）
各原稿をセットする前に原稿ガイドを調整してください。

・ オン(自動)：継続確認メッセージ表示中に原稿をセットするとスキャンを開始します。

・ オン(手動)：継続確認メッセージ表示中に［読み取り開始］ボタンを押すとスキャンを開始します。

重送検知：

複数枚の原稿が同時に給紙されたときにエラーを表示します。
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・ 超音波で検知：超音波センサーで重送を検知します。検知する範囲を指定できます。（購入時の設定は
［オン］）

・ 長さで検知：原稿の長さで重送を検知します。2番目の原稿の長さが最初の原稿と異なる場合に、重送
とみなします。検知する長さの差を指定できます。（購入時の設定は［オフ］）

ファイル名：

・ ファイルヘッダー：
画像のファイル名の先頭部分を、半角英数字および記号で入力します。（購入時の設定は［未入力］）

・ 日付を入れる：
ファイル名に日付を追加します。（購入時の設定は［オン］）

・ 時刻を入れる：
ファイル名に時間を追加します。（購入時の設定は［オン］）

設定クリア

スキャン設定を購入時の状態に戻します。

メールに添付して送付する
スキャンしたデータをスキャナーから直接メールで送信できます。事前にメールサーバーの登録と設定が必要です。
メールアドレスは直接入力できますが、頻繁に使用するものは事前にアドレス帳に登録しておくと、素早く指定できま
す。

L ・ 事前にスキャナーの［日付/時刻］と［時差］が正しく設定されていることを確認してください。操作パネルで［設定］-
［基本設定］-［日付/時刻設定］の順に選択します。

・ スキャンする前に送信先を確認できます。［設定］-［スキャン動作設定］の順に選択し、［読み取り前宛先確認］を有
効にしてください。

1. 原稿をセットします。

2. 操作パネルのホーム画面で［メール］を選択します。

3. 宛先を指定します。

・ 常用登録した宛先を選択する：表示されているアイコンを選択します。

・ キーボードで入力する：［直接入力］を選択して宛先を入力し、［OK］を選択します。
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・ アドレス帳から選択する：［アドレス帳］を選択し、宛先またはグループを選択して、［閉じる］を選択しま
す。
アドレス帳から宛先を検索できます。画面上部の検索ボックスに検索ワードを入れてください。

・ 履歴から選択：［履歴］を選択し、宛先を選択して、［閉じる］を選択します。

L ・ 選択した宛先の数が画面の右側に表示されます。メールは最大10件の宛先（アドレスまたはグループ）に送信で
きます。
宛先にグループが含まれるときは、グループ内のアドレスも合計して最大200件のアドレスに送信できます。

・ 画面上部のボックスを選択すると、選択したアドレスの一覧を確認できます。

4. ［スキャン設定］を選択して保存形式などの設定を確認し、必要に応じて変更します。

L を選択すると、ここで設定した内容をお気に入りに登録できます。

5. を選択して［スキャン動作設定］の設定を確認し、必要に応じて変更します。

［低速モード］や［重送検知スキップ］などの設定を変更できます。

6. xをタップします。

関連情報
& 「メールサーバーを登録する」114ページ

メール添付のスキャン設定項目

L 他の項目の設定内容によっては、これらの設定ができないことがあります。

イメージタイプ：

スキャンした画像を保存するときの色を選択します。（購入時の設定は［モノクロ］）
以下を選択すると、スキャナーが自動で原稿の色を検出し、検出した色を使用して画像を保存します。

・ カラー/グレー/モノクロ
スキャンした画像を24 bitカラー、8 bitグレー、またはモノクロ（白黒2値）に変換します。この項
目を選択した場合、カラー以外の原稿をスキャンするときに、原稿がグレーかモノクロかを判別するた
めの感度を設定してください。
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・ カラー/グレー：
スキャンした画像を24 bitカラーまたは8 bitグレーに変換します。

・ カラー/モノクロ：
スキャンした画像を24 bitカラーまたはモノクロ（白黒2値）に変換します。

使用できるイメージタイプは選択したファイル形式によって異なる場合があります。詳しくは以下を参照
してください。
「使用できるファイル形式とイメージタイプの組み合わせ」87ページ

L e-文書のカラーモードについて、詳しくは以下を参照してください。
「e-文書法および電子帳簿保存法に適合したスキャン」110ページ

ファイル形式：

スキャンした画像の保存形式を選択します。（購入時の設定は［PDF(マルチページ)］）
保存形式にPDF、PDF/A、またはTIFFを指定するときは、全ての原稿を1つのファイルに保存するか（マ
ルチページ）、それぞれ別のファイルに保存するか（シングルページ）を選択します。

・ 圧縮率：
スキャン画像の圧縮率を選択します。

・ PDF設定：
保存形式をPDFにすると、PDFのセキュリティーが設定できます。
開くときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、文書を開くパスワードを設定します。印
刷したり編集したりするときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、権限パスワードを設
定します。

解像度：

スキャン解像度を選択します。（購入時の設定は200 dpi、最大値は600 dpi）

読み取り面：

スキャンしたい原稿の面を選択します。（購入時の設定は［両面］）

・ 開き方向(原稿)：
原稿のとじ位置を選択します。

原稿サイズ：

セットした原稿のサイズを選択します。（購入時の設定は［自動検知］）

・ 自動(サイズ)選択時の切出し位置調整：
［自動検知］を選択している場合に、トリミング領域を調整します。

・ ラミネートカード優先：
ラミネート加工された原稿をスキャンするときに、フチの透明な部分もスキャンします。

L 原稿によっては適切な効果が出ないことがあります。

回転：

スキャンした画像を時計回りに回転します。スキャンする原稿に合わせて、画像を回転する角度を設定し
ます。（購入時の設定は0°）

濃度：

スキャン画像の濃度を選択します。（購入時の設定は±0、最大値は±4）

スキャン > 操作パネルからスキャンする > メールに添付して送付する
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背景除去：

スキャンした画像から原稿の背景色を削除します。（購入時の設定は［オフ］）
この機能は、背景色が原稿の中で最も明るく均一な色である場合に使用できます。背景色よりも明るい文
字やイラストがあったり、背景に模様があったりすると、正しく適用されません。

文字くっきり：

ぼやけている書類の文字をくっきりとさせます。（購入時の設定は［オフ］）

・ 輪郭強調：
文字のへり（文字と背景の境目）をくっきりさせることができます。
値を大きくすると細い文字のへりが黒くなります。
スキャンした画像にノイズが多い場合は、値を小さくしてください。

・ しきい値：
モノクロ2値（白または黒）の境を調整できます。
値を大きくすると黒い範囲が大きくなり、値を小さくすると白い範囲が大きくなります。

・ ノイズ除去レベル：
ノイズ（黒い斑点）の除去レベルを調整できます。
レベルを上げると、よりしっかりとノイズ除去されます。

影消し：

スキャンした画像から影を除去します。（購入時の設定は［オフ］）

・ 枠幅：
スキャンした画像から、原稿のフチの影を除去します。

書類の傾き補正：

スキャンした画像の傾きを補正します。（購入時の設定は［オン］）
傾きすぎている原稿は補正できません。

白紙ページ除去：

原稿の中に白紙ページがある場合、白紙ページをスキップしてスキャンします。（購入時の設定は［オフ］）
思った通りの結果にならない場合は、検知レベルを調整します。

L ・ 白紙ページとして誤ってスキップされる場合があります。

・ この機能は、貼り合わせた両面原稿をスキャンするときには使用できません。

原稿待ち受けモード：

原稿待ち受けモードを設定します。この機能を使うと、原稿をスキャンした後に自動で連続してスキャン
できます。異なるサイズや種類の原稿を1枚ずつスキャンするときに便利です。（購入時の設定は［オフ］）
各原稿をセットする前に原稿ガイドを調整してください。

・ オン(自動)：継続確認メッセージ表示中に原稿をセットするとスキャンを開始します。

・ オン(手動)：継続確認メッセージ表示中に［読み取り開始］ボタンを押すとスキャンを開始します。

重送検知：

複数枚の原稿が同時に給紙されたときにエラーを表示します。

・ 超音波で検知：超音波センサーで重送を検知します。検知する範囲を指定できます。（購入時の設定は
［オン］）
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・ 長さで検知：原稿の長さで重送を検知します。2番目の原稿の長さが最初の原稿と異なる場合に、重送
とみなします。検知する長さの差を指定できます。（購入時の設定は［オフ］）

件名：

メールの件名を半角英数字または記号で入力します。

添付最大ファイルサイズ：

メールに添付するファイルの最大サイズを選択します。（購入時の設定は5 MB、最大値は30 MB）

ファイル名：

・ ファイルヘッダー：
画像のファイル名の先頭部分を、半角英数字および記号で入力します。（購入時の設定は［未入力］）

・ 日付を入れる：
ファイル名に日付を追加します。（購入時の設定は［オン］）

・ 時刻を入れる：
ファイル名に時間を追加します。（購入時の設定は［オン］）

設定クリア

スキャン設定を購入時の状態に戻します。

クラウドにスキャンして保存する
スキャンした画像をクラウドサービスに保存できます。この機能を使う前に、Epson Connectの設定をしておいてくだ
さい。詳しくはEpson Connectのポータルサイトをご覧ください。

https://www.epsonconnect.com/

1. 原稿をセットします。

2. 操作パネルのホーム画面で［クラウド］を選択します。

3. 画面上部の  を選択して、宛先を選択します。

4. ［基本設定］タブで保存形式などを設定します。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > クラウドにスキャンして保存する
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5. ［応用設定］タブをタップして設定を確認し、必要に応じて変更します。

L  を選択すると、ここで設定した内容をお気に入りに登録できます。

6.  を選択して［スキャン動作設定］の設定を確認し、必要に応じて変更します。

［低速モード］や［重送検知スキップ］などの設定を変更できます。

7. xをタップします。

クラウド保存の基本設定項目

L 他の項目の設定内容によっては、これらの設定ができないことがあります。

イメージタイプ：

スキャンした画像を保存するときの色を選択します。（購入時の設定は［モノクロ］）
以下を選択すると、スキャナーが自動で原稿の色を検出し、検出した色を使用して画像を保存します。

・ カラー/グレー：
スキャンした画像を24 bitカラーまたは8 bitグレーに変換します。

使用できるイメージタイプは選択したファイル形式によって異なる場合があります。詳しくは以下を参照
してください。
「使用できるファイル形式とイメージタイプの組み合わせ」87ページ

ファイル形式：

スキャンした画像の保存形式を選択します。（購入時の設定は［PDF(マルチページ)］）
PDF形式で保存したい場合は、全ての原稿を1つのファイルに保存するか（マルチページ）、それぞれ別
のファイルに保存するか（シングルページ）を選択できます。

読み取り面：

スキャンしたい原稿の面を選択します。（購入時の設定は［両面］）

・ 開き方向(原稿)：
原稿のとじ位置を選択します。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > クラウドにスキャンして保存する
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原稿サイズ：

セットした原稿のサイズを選択します。（購入時の設定は［自動検知］）

・ 自動(サイズ)選択時の切出し位置調整：
［自動検知］を選択している場合に、トリミング領域を調整します。

・ ラミネートカード優先：
ラミネート加工された原稿をスキャンするときに、フチの透明な部分もスキャンします。

L 原稿によっては適切な効果が出ないことがあります。

クラウド保存の応用設定項目

L 他の項目の設定内容によっては、これらの設定ができないことがあります。

解像度：

スキャン解像度を選択します。（購入時の設定は200 dpi、最大値は300 dpi）

回転：

スキャンした画像を時計回りに回転します。スキャンする原稿に合わせて、画像を回転する角度を設定し
ます。（購入時の設定は0°）

濃度：

スキャン画像の濃度を選択します。（購入時の設定は±0、最大値は±4）

背景除去：

スキャンした画像から原稿の背景色を削除します。（購入時の設定は［オフ］）
この機能は、背景色が原稿の中で最も明るく均一な色である場合に使用できます。背景色よりも明るい文
字やイラストがあったり、背景に模様があったりすると、正しく適用されません。

文字くっきり：

ぼやけている書類の文字をくっきりとさせます。（購入時の設定は［オフ］）

・ 輪郭強調：
文字のへり（文字と背景の境目）をくっきりさせることができます。
値を大きくすると細い文字のへりが黒くなります。
スキャンした画像にノイズが多い場合は、値を小さくしてください。

・ しきい値：
モノクロ2値（白または黒）の境を調整できます。
値を大きくすると黒い範囲が大きくなり、値を小さくすると白い範囲が大きくなります。

・ ノイズ除去レベル：
ノイズ（黒い斑点）の除去レベルを調整できます。
レベルを上げると、よりしっかりとノイズ除去されます。

影消し：

スキャンした画像から影を除去します。（購入時の設定は［オフ］）

・ 枠幅：
スキャンした画像から、原稿のフチの影を除去します。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > クラウドにスキャンして保存する
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書類の傾き補正：

スキャンした画像の傾きを補正します。（購入時の設定は［オン］）
傾きすぎている原稿は補正できません。

白紙ページ除去：

原稿の中に白紙ページがある場合、白紙ページをスキップしてスキャンします。（購入時の設定は［オフ］）
思った通りの結果にならない場合は、検知レベルを調整します。

L ・ 白紙ページとして誤ってスキップされる場合があります。

・ この機能は、貼り合わせた両面原稿をスキャンするときには使用できません。

原稿待ち受けモード：

原稿待ち受けモードを設定します。この機能を使うと、原稿をスキャンした後に自動で連続してスキャン
できます。異なるサイズや種類の原稿を1枚ずつスキャンするときに便利です。（購入時の設定は［オフ］）
各原稿をセットする前に原稿ガイドを調整してください。

・ オン(自動)：継続確認メッセージ表示中に原稿をセットするとスキャンを開始します。

・ オン(手動)：継続確認メッセージ表示中に［読み取り開始］ボタンを押すとスキャンを開始します。

重送検知：

複数枚の原稿が同時に給紙されたときにエラーを表示します。

・ 超音波で検知：超音波センサーで重送を検知します。検知する範囲を指定できます。（購入時の設定は
［オン］）

・ 長さで検知：原稿の長さで重送を検知します。2番目の原稿の長さが最初の原稿と異なる場合に、重送
とみなします。検知する長さの差を指定できます。（購入時の設定は［オフ］）

設定クリア

スキャン設定を購入時の状態に戻します。

USBドライブにスキャンする
スキャンした画像をUSBドライブに保存できます。

1. 原稿をセットします。

2. スキャナーの外部機器接続用USBポートにUSBドライブを挿入します。

3. 操作パネルのホーム画面で［USBドライブ］を選択します。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > USBドライブにスキャンする
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4. ［基本設定］タブで保存形式などを設定します。

5. ［応用設定］タブをタップして設定を確認し、必要に応じて変更します。

L を選択すると、ここで設定した内容をお気に入りに登録できます。

6. を選択して［スキャン動作設定］の設定を確認し、必要に応じて変更します。

［低速モード］や［重送検知スキップ］などの設定を変更できます。

7. xをタップします。

関連情報
& 「USBドライブの挿入と取り出し」21ページ

USBドライブ保存の基本設定項目

L 他の項目の設定内容によっては、これらの設定ができないことがあります。

イメージタイプ：

スキャンした画像を保存するときの色を選択します。（購入時の設定は［モノクロ］）
以下を選択すると、スキャナーが自動で原稿の色を検出し、検出した色を使用して画像を保存します。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > USBドライブにスキャンする
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・ カラー/グレー/モノクロ
スキャンした画像を24 bitカラー、8 bitグレー、またはモノクロ（白黒2値）に変換します。この項
目を選択した場合、カラー以外の原稿をスキャンするときに、原稿がグレーかモノクロかを判別するた
めの感度を設定してください。

・ カラー/グレー：
スキャンした画像を24 bitカラーまたは8 bitグレーに変換します。

・ カラー/モノクロ：
スキャンした画像を24 bitカラーまたはモノクロ（白黒2値）に変換します。

使用できるイメージタイプは選択したファイル形式によって異なる場合があります。詳しくは以下を参照
してください。
「使用できるファイル形式とイメージタイプの組み合わせ」87ページ

L e-文書のカラーモードについて、詳しくは以下を参照してください。
「e-文書法および電子帳簿保存法に適合したスキャン」110ページ

ファイル形式：

スキャンした画像の保存形式を選択します。（購入時の設定は［PDF(マルチページ)］）
保存形式にPDF、PDF/A、またはTIFFを指定するときは、全ての原稿を1つのファイルに保存するか（マ
ルチページ）、それぞれ別のファイルに保存するか（シングルページ）を選択します。

・ 圧縮率：
スキャン画像の圧縮率を選択します。

・ PDF設定：
保存形式をPDFにすると、PDFのセキュリティーが設定できます。
開くときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、文書を開くパスワードを設定します。印
刷したり編集したりするときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、権限パスワードを設
定します。

解像度：

スキャン解像度を選択します。（購入時の設定は200 dpi、最大値は600 dpi）

読み取り面：

スキャンしたい原稿の面を選択します。（購入時の設定は［両面］）

・ 開き方向(原稿)：
原稿のとじ位置を選択します。

原稿サイズ：

セットした原稿のサイズを選択します。（購入時の設定は［自動検知］）

・ 自動(サイズ)選択時の切出し位置調整：
［自動検知］を選択している場合に、トリミング領域を調整します。

・ ラミネートカード優先：
ラミネート加工された原稿をスキャンするときに、フチの透明な部分もスキャンします。

L 原稿によっては適切な効果が出ないことがあります。

回転：

スキャンした画像を時計回りに回転します。スキャンする原稿に合わせて、画像を回転する角度を設定し
ます。（購入時の設定は0°）

スキャン > 操作パネルからスキャンする > USBドライブにスキャンする

84



USBドライブ保存の応用設定項目

L 他の項目の設定内容によっては、これらの設定ができないことがあります。

濃度：

スキャン画像の濃度を選択します。（購入時の設定は±0、最大値は±4）

背景除去：

スキャンした画像から原稿の背景色を削除します。（購入時の設定は［オフ］）
この機能は、背景色が原稿の中で最も明るく均一な色である場合に使用できます。背景色よりも明るい文
字やイラストがあったり、背景に模様があったりすると、正しく適用されません。

文字くっきり：

ぼやけている書類の文字をくっきりとさせます。（購入時の設定は［オフ］）

・ 輪郭強調：
文字のへり（文字と背景の境目）をくっきりさせることができます。
値を大きくすると細い文字のへりが黒くなります。
スキャンした画像にノイズが多い場合は、値を小さくしてください。

・ しきい値：
モノクロ2値（白または黒）の境を調整できます。
値を大きくすると黒い範囲が大きくなり、値を小さくすると白い範囲が大きくなります。

・ ノイズ除去レベル：
ノイズ（黒い斑点）の除去レベルを調整できます。
レベルを上げると、よりしっかりとノイズ除去されます。

影消し：

スキャンした画像から影を除去します。（購入時の設定は［オフ］）

・ 枠幅：
スキャンした画像から、原稿のフチの影を除去します。

書類の傾き補正：

スキャンした画像の傾きを補正します。（購入時の設定は［オン］）
傾きすぎている原稿は補正できません。

白紙ページ除去：

原稿の中に白紙ページがある場合、白紙ページをスキップしてスキャンします。（購入時の設定は［オフ］）
思った通りの結果にならない場合は、検知レベルを調整します。

L ・ 白紙ページとして誤ってスキップされる場合があります。

・ この機能は、貼り合わせた両面原稿をスキャンするときには使用できません。

原稿待ち受けモード：

原稿待ち受けモードを設定します。この機能を使うと、原稿をスキャンした後に自動で連続してスキャン
できます。異なるサイズや種類の原稿を1枚ずつスキャンするときに便利です。（購入時の設定は［オフ］）
各原稿をセットする前に原稿ガイドを調整してください。

・ オン(自動)：継続確認メッセージ表示中に原稿をセットするとスキャンを開始します。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > USBドライブにスキャンする
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・ オン(手動)：継続確認メッセージ表示中に［読み取り開始］ボタンを押すとスキャンを開始します。

重送検知：

複数枚の原稿が同時に給紙されたときにエラーを表示します。

・ 超音波で検知：超音波センサーで重送を検知します。検知する範囲を指定できます。（購入時の設定は
［オン］）

・ 長さで検知：原稿の長さで重送を検知します。2番目の原稿の長さが最初の原稿と異なる場合に、重送
とみなします。検知する長さの差を指定できます。（購入時の設定は［オフ］）

ファイル名：

・ ファイルヘッダー：
画像のファイル名の先頭部分を、半角英数字および記号で入力します。（購入時の設定は［未入力］）

・ 日付を入れる：
ファイル名に日付を追加します。（購入時の設定は［オン］）

・ 時刻を入れる：
ファイル名に時間を追加します。（購入時の設定は［オン］）

設定クリア

スキャン設定を購入時の状態に戻します。

WSD機能を使ってスキャンする

L この機能は、Windows Vista以降で使用できます。
宛先のコンピューターが表示されないときは、以下の手順を参考にしてWSDスキャンデバイスを追加してください。
「WSDスキャンデバイスを追加する」86ページ

1. 原稿をセットします。

2. 操作パネルのホーム画面で［WSD］を選択します。

3. 宛先を選択します。

4. x をタップします。

5. コンピューターに［WSD スキャン デバイス］の画面が表示されたときは、画面の指示に従って操作してく
ださい。

WSDスキャンデバイスを追加する
お使いの環境によっては、コンピューターでWSDスキャンデバイスの追加が必要です。
以下の設定はWindows 10での例です。お使いの環境により、設定方法が異なることがあります。

1. デバイスの一覧を表示します。

スタートボタンをクリックし、［設定］-［デバイス］-［プリンターとスキャナー］の順に選択します。

スキャン > 操作パネルからスキャンする > WSD機能を使ってスキャンする

86



2. ［プリンターまたはスキャナーを追加します］をクリックします。

3. お使いのスキャナーを選択し、［デバイスの追加］をクリックします。

L スキャナーのデバイス名がわからないときは、スキャナーの操作パネルで確認できます。
［設定］-［ネットワーク設定］-［ネットワーク情報］の順に選択し、実行中の接続状態を選択して、［デバイス名］
を確認してください。

一覧にスキャナーが追加されたら設定完了です。

L ・ WSDスキャンの動作を変更できます。追加されたスキャナーをクリックして、［管理］-［スキャナーのプロパティ］-
［プロパティ］-［イベント］の順にクリックします。

・ WSDスキャンデバイスは、Windowsのコントロールパネルからも追加できます。
［コントロールパネル］-［ハードウェアとサウンド］の［デバイスとプリンターの表示］の順に選択して、［デバイス
の追加］をクリックします。

使用できるファイル形式とイメージタイプの組み合わせ
ファイル形式と送信先によって以下のイメージタイプが選択できます。

転送先 ファイル形式

JPEG PDF(シングル
ページ)

PDF/A(シング
ルページ)

PDF(マルチ
ページ)

PDF/A(マルチ
ページ)

TIFF(シングル
ページ)

TIFF(マルチ
ページ)

ネットワークフォ
ルダー
スキャン to マイ
フォルダー機能

・ カラー

・ グレー

・ カラー/グレー

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

・ カラー/モノク
ロ

・ カラー/グ
レー/モノクロ

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

・ カラー/モノク
ロ

・ カラー/グ
レー/モノクロ

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

・ カラー/モノク
ロ

・ カラー/グ
レー/モノクロ

・ モノクロ

メール
スキャン to マイ
メール 機能

・ カラー

・ グレー

・ カラー/グレー

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

・ カラー/モノク
ロ

・ カラー/グ
レー/モノクロ

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

・ カラー/モノク
ロ

・ カラー/グ
レー/モノクロ

・ モノクロ ・ モノクロ

クラウド ・ カラー

・ グレー

・ カラー/グレー

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

- -

スキャン > 操作パネルからスキャンする > 使用できるファイル形式とイメージタイプの組み合わせ

87



転送先 ファイル形式

JPEG PDF(シングル
ページ)

PDF/A(シング
ルページ)

PDF(マルチ
ページ)

PDF/A(マルチ
ページ)

TIFF(シングル
ページ)

TIFF(マルチ
ページ)

USBドライブ ・ カラー

・ グレー

・ カラー/グレー

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

・ カラー/モノク
ロ

・ カラー/グ
レー/モノクロ

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

・ カラー/モノク
ロ

・ カラー/グ
レー/モノクロ

・ カラー

・ グレー

・ モノクロ

・ カラー/グレー

・ カラー/モノク
ロ

・ カラー/グ
レー/モノクロ

・ モノクロ

お気に入りに登録した設定でスキャンする
事前に［お気に入り］に登録した使いたい設定を呼び出してスキャンします。

1. 以下のいずれかの方法で［お気に入り］を呼び出します。

・ 操作パネルのホーム画面で［お気に入り］を選択して、一覧から設定を選択します。

・ スキャンメニューの画面で を選択し、［お気に入りの呼び出し］を選択して、一覧から設定を選択します。

・ ホーム画面に［お気に入り］アイコンを追加済みの場合は、ホーム画面からアイコンを選択します。

L お気に入りの設定で［クイック送信］を有効にしているときは、すぐにスキャンが始まります。

2. 呼び出しの確認画面が表示されたときは、［閉じる］を選択して画面を閉じます。

3. 呼び出した［お気に入り］設定を確認します。

4. xをタップします。

関連情報
& 「お気に入りを登録する」150ページ

コンピューターからスキャンする

Document Capture Proでスキャンする（Windows）
Document Capture Pro（ドキュメント キャプチャー プロ）は、書類や帳票などの原稿を目的に合わせて簡単に効率
よく電子化して整理できるソフトウェアです。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Capture Proでスキャンする（Windows）
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Document Capture Proには以下の機能があります。

・ スキャンして、保存するという一連の作業を「ジョブ」として管理、実行できます

・ スキャンした画像をさまざまな形式（PDF/BMP/JPEG/JPEG2000/TIFF/Multi-TIFF/PNG/DOCX/XLSX/
PPTX）で保存するよう「ジョブ」を設定できます

・ 仕切り紙を原稿の間に挟んだり、原稿のバーコード情報を利用したりして、自動で仕分け処理ができます

・ スキャン時の情報、またはスキャンした内容について必要な項目を、インデックスデータとして出力できます

・ 複数の転送先を設定できます

・ ジョブを作成せずに簡単な操作でスキャンを実行できます

これらの機能を活用することにより、大量の文書の読み取りや、ネットワークでの利用など、紙文書の電子化業務をより
効率化できます。

L ・ 詳しいDocument Capture Proの使い方は、こちらのURLからご覧ください。

https://support.epson.net/dcp/

・ Document Capture ProはWindows Serverには対応していません。

ジョブスキャンとは
事前に、よく使う一連の動作をジョブとして登録しておくことで、ジョブを選ぶだけで一連の動作を実行できます。
ジョブをスキャナーの操作パネルに割り当てれば、操作パネルからジョブを実行することもできます。

ジョブスキャンを実行する
ここでは既存のジョブを使ってスキャンする流れを説明します。

1. Document Capture Proのトップ画面で、使用するスキャナーを選択します。起動時は、前回使用したス
キャナーに自動で接続します。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Capture Proでスキャンする（Windows）
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2. ［ジョブスキャン］タブをクリックして、実行したいジョブのアイコンをクリックします。

選択したジョブが実行されます。
スキャン設定で［スキャン中にプレビューを表示する］にチェックが入っているジョブの実行時は、スキャン中に
プレビュー画面が表示されます。

3. 保存設定のファイル名設定や仕分け機能、ユーザー定義インデックスに以下の要素が入っているジョブを実
行し、スキャンしたページ内にその要素が含まれているときは、画像上にマーキーで検出領域が表示されま
す。必要に応じて、認識結果を手動で修正したり、領域を変更したりして再度認識します。

・ OCR

・ バーコード

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Capture Proでスキャンする（Windows）
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・ 帳票

4. 保存設定で、［保存前にページの編集画面を表示する］にチェックが入っているジョブでは、スキャン終了
後に［スキャン結果の編集］画面でスキャン結果を確認し、必要に応じて編集をします。
［スキャン結果の編集］画面では以下の確認と編集ができます。

・ 仕分け結果

・ スキャン画像

・ インデックスデータ

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Capture Proでスキャンする（Windows）
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5. ［完了］をクリックしてジョブスキャンの実行を終了します。

シンプルスキャンとは
ジョブを作成せずにスキャンできます。スキャン後に結果を確認し、保存または転送先を指定します。
シンプルスキャン設定をスキャナーの操作パネルに割り当てれば、操作パネルからシンプルスキャンを実行することもで
きます。

シンプルスキャンを実行する
ここではジョブを使わずにスキャンする流れを説明します。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Capture Proでスキャンする（Windows）
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1. Document Capture Proのトップ画面で、使用するスキャナーを選択します。起動時は、前回使用したス
キャナーに自動で接続します。

2. ［シンプルスキャン］タブをクリックし、［原稿サイズ］を選択して、［スキャン両面］か［スキャン片面］
のアイコンをクリックします。

L ［スキャン設定］をクリックすると、解像度などを設定できます。Epson Scan 2でより詳細な設定ができます。

スキャン中のスキャン画像が表示されます。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Capture Proでスキャンする（Windows）
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3. ［スキャン結果の編集］画面でスキャン結果を確認し、必要に応じて編集を行い、［次へ］をクリックしま
す。

4. ［転送先選択］画面でスキャンデータの転送先を選択します。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Capture Proでスキャンする（Windows）
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5. ［転送先の詳細設定］画面で、保存するファイルや保存形式を設定します。あわせて、転送先に応じた詳細
な設定を行います。
表示される項目は転送先によって異なります。以下の画面は［保存］を選択したときの画面です。

6. ［完了］をクリックして、シンプルスキャンの手順を終了します。

Document Captureでスキャンする（Mac OS）
このソフトウェアは、スキャンした画像をメールに添付したり、プリンターで印刷したり、サーバーやクラウドサービス
などに転送したりすることができます。また、スキャン処理の設定をジョブとして登録して使うことができます。
詳しくはDocument Captureのヘルプをご覧ください。

L ファストユーザスイッチ機能には対応していません。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Captureでスキャンする（Mac OS）
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1. Document Captureを起動します。

［Finder］-［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［Document Capture］の順に選択します。

L スキャナーのリストが表示されたら、使いたいスキャナーを選択してください。

2.  をクリックします。

［ジョブリスト］画面が表示されます。

L スキャンした画像をPDF形式で保存するジョブが、あらかじめ用意されています。このジョブを使うときは、この手
順を飛ばして手順10に進みます。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Captureでスキャンする（Mac OS）
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3. +アイコンをクリックします。

ジョブ設定の画面が表示されます。

4. ［ジョブ名］を設定します。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Captureでスキャンする（Mac OS）
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5. ［スキャン］タブでスキャン設定をします。

・ ［取込装置］：原稿をセットした装置を選択します。原稿の両面をスキャンするときは、両面スキャンを選択
します。

・ ［原稿サイズ］：セットした原稿のサイズを選択します。

・ ［イメージタイプ］：スキャンした画像を保存するときの色を選択します。

・ ［回転］：スキャンする原稿に合わせて、画像を回転する角度を設定します。

・ ［解像度］：解像度を設定します。

L 以下の画像調整ができます。

・ ［文字くっきり］：薄い文字や、網掛けや背景色の影響で見づらい文字を見やすくスキャンします。

・ ［傾き補正］：原稿の傾きを補正してスキャンします。

・ ［白紙ページ除去］：原稿の中に白紙ページがある場合、白紙ページをスキップしてスキャンします。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Captureでスキャンする（Mac OS）
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6. ［保存設定］をクリックして、保存設定をします。

・ ［保存フォルダー］：スキャンした画像の保存場所を選択します。

・ ［ファイル名(例)］：現在の設定での、ファイル名の例が表示されます。

・ ［先頭文字を使用する］：ファイル名の先頭部分の文字を設定します。

・ ［日付］：ファイル名に日付を追加します。

・ ［時刻］：ファイル名に時間を追加します。

・ ［ページカウンター］：ファイル名にページ数を追加します。

・ ［保存形式］：スキャンした画像の保存形式を選択します。詳細な設定をするときは、［オプション］をクリッ
クします。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Captureでスキャンする（Mac OS）
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7. ［転送先］をクリックして、［転送先］を選択します。

転送先に応じた設定項目が表示されます。必要な設定をします。各項目の詳細は、?（ヘルプ）アイコンをクリッ
クして説明をご覧ください。

L ・ クラウドサービスにアップロードするには、事前にクラウドサービスのアカウントを作成しておいてください。

・ Evernoteにアップロードするには、事前にEvernote社のウェブサイトからEvernoteアプリケーションをダウ
ンロードし、インストールしておいてください。

8. ［OK］をクリックして、ジョブの設定画面を閉じます。

9. ［OK］をクリックして、［ジョブリスト］画面を閉じます。

10. 原稿をセットします。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Document Captureでスキャンする（Mac OS）
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11. リストからジョブを選択して、  アイコンをクリックします。

選択したジョブが実行されます。

12. 画面の指示に従って操作します。

ジョブの設定に従ってスキャンした画像が保存されます。

L ジョブを使用しなくても、原稿をスキャンして転送できます。 をクリックしスキャン設定をして、［スキャン］
をクリックします。次に、スキャンした画像の転送先アイコンをクリックします。

Epson Scan 2でスキャンする
書類に適した画質調整機能を使って原稿をスキャンできます。

1. 原稿をセットします。

2. Epson Scan 2を起動します。

・ Windows 10/Windows Server 2016
スタートボタンをクリックして、［EPSON］-［Epson Scan 2 ］の順に選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8/Windows Server 2012 R2/Windows Server 2012
検索チャームでソフトウェア名を入力して、表示されたアイコンを選択します。

・ Windows 7/Windows Vista/Windows XP/Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008/
Windows Server 2003 R2/Windows Server 2003
スタートボタンをクリックして、［すべてのプログラム］または［プログラム］-［EPSON］-［Epson Scan
2］-［Epson Scan 2］の順に選択します。

・ Mac OS
［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［Epson Scan 2］の順に選択します。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Epson Scan 2でスキャンする
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3. ［基本設定］タブで以下の設定をします。

・ ［読み取り面］：スキャンしたい原稿の面を選択します。原稿の両面をスキャンするときは、［両面］を選択
します。

・ ［原稿サイズ］：セットした原稿のサイズを選択します。

・  / （原稿のセット方向）ボタン：原稿のセット方向を選択します。原稿のサイズによっては自動的
に選択され、変更できません。

・ ［イメージタイプ］：スキャンした画像を保存するときの色を選択します。

・ ［解像度］：解像度を設定します。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Epson Scan 2でスキャンする
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L ・ ［取り込み装置］は［ADF］に設定されます。

・ ［基本設定］タブでは以下の設定もできます。

・ ［貼り合わせ］：両面スキャンをするときに、表面と裏面の画像を貼り合わせます。

・ ［回転］：原稿を時計回りに回転させてスキャンします。

・ ［書類の傾き補正］：原稿の傾きを補正してスキャンします。

・ ［スキャン後にページを追加・編集］：一度スキャンした後に別の原稿を追加してスキャンした
り、スキャンしたページを編集（回転・移動・削除）したりします。

・ ［白紙ページ除去］：原稿の中に白紙ページがある場合、白紙ページをスキップしてスキャンし
ます。

・ ［重送検知］：複数枚の原稿が同時に給紙されたときに重送エラーを表示します。

4. 必要に応じて、その他のスキャン設定をします。

・ 原稿の1枚目の表面をプレビューできます。原稿の1枚目だけをADFにセットして、［プレビュー］ボタンを押
してください。スキャン後にプレビュー画像が表示されてから、原稿が排紙されます。
排紙された原稿を残りの原稿と一緒にセットし直してください。

・ ［拡張設定］タブでは、書類に適した以下のような画像調整ができます。

・ ［背景除去］：原稿の背景を除去します。

・ ［文字くっきり］：ぼやけている書類の文字をくっきりとさせます。

・ ［画像はっきり］：画像付きの書類をモノクロでスキャンするときに、文字部分をくっきりとした白黒に、
画像部分をなめらかな白黒にします。

・ ［ドロップアウト］：スキャンした画像から指定の色を消去して、グレーまたはモノクロで保存します。例
えば、マーカーの色や余白に色ペンで書いた文字を消去してスキャンできます。

・ ［色強調］：スキャンした画像を指定の色だけ強調して、グレーまたはモノクロで保存します。例えば、薄
い色の文字や罫線をくっきりとさせることができます。

L 他の項目の設定内容によっては、これらの設定ができないことがあります。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Epson Scan 2でスキャンする
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5. ファイルの保存設定をします。

・ ［保存形式］：スキャンした画像の保存形式を選択します。
BITMAPとPNG以外は、詳細な設定ができます。保存形式を選択した後に、リストから［詳細設定］を選択し
てください。

・ ［保存ファイル名］：表示されているファイル名を確認します。
［設定］を選択すると、ファイル名の設定を変更できます。

・ ［保存場所］：スキャンした画像の保存場所を選択します。
［その他］を選択すると、別のフォルダーの選択や新しいフォルダーの作成ができます。

6. ［スキャン］をクリックします。

L ・ 操作パネルでxボタンを押してもスキャンを開始できます。

・ 薄い紙など紙詰まりしやすい原稿をスキャンするときは、操作パネルで［低速モード］を有効にして給紙速度を
遅くします。

スキャンした画像が指定したフォルダーに保存されます。

特殊な原稿をスキャンするときに必要なEpson Scan 2の設定画面
特殊な原稿をスキャンするときは、Epson Scan 2の［基本設定］タブで原稿に合わせた設定が必要です。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Epson Scan 2でスキャンする
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Document Capture Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、画面を開きます。

原稿の種類 必要な設定

封筒 ［重送検知］で［なし］を選択してください。

プラスチックカード ［原稿サイズ］で［プラスチックカード］を選択するか、［重送検知］で［なし］を選択してください。

キャリアシート ・ ［原稿サイズ］で［自動検知］を選択した場合、［書類の傾き補正］で［なし］を選択していても、
紙の傾きが自動で補正されます。

・ ［原稿サイズ］で［自動検知］以外を選択した場合、［書類の傾き補正］で補正できるのは［原稿内
容の傾き］だけです。
［給紙時の傾き］を選択しても適用されません。［給紙時と原稿内容の傾き］を選択したときは、原
稿内容だけが補正されます。

大きなサイズの原稿 ［原稿サイズ］にスキャンしたい原稿のサイズがない場合は、［ユーザー定義サイズ］を選択します。ス
キャンしたい原稿のサイズを手動で作成してください。

長尺紙 ［原稿サイズ］に原稿のサイズがない場合は、［自動検知（長尺）］を選択するか、［ユーザー定義サイ
ズ］を選択して手動でサイズを作成してください。

ラミネート加工された
カード

原稿のフチにある透明な部分をスキャンしたい場合は、［原稿サイズ］で［設定］を選択して［原稿サイ
ズの設定］画面を表示します。表示された画面で［ラミネートカード優先］を選択してください。

L 原稿によっては適切な効果が出ないことがあります。原稿のフチにある透明な部分がスキャ
ンできないときは、［原稿サイズ］で［ユーザー定義サイズ］を選択して、手動でサイズを
作成してください。

目的に合わせた解像度の設定

解像度を上げるメリットとデメリット

解像度とは、1インチ（25.4mm）あたりの画素（画像を構成する最小要素）の密度を表す数値で、「dpi」（dot per
inch）という単位で表します。解像度を上げると、画像がきめ細やかになるメリットがあります。一方でファイルサイ
ズが大きくなるデメリットもあります。

・ ファイルサイズが大きくなる
（解像度を2倍にすると、ファイルサイズは約4倍になります）

・ 画像のスキャン、保存、読み込み、印刷に時間がかかる

・ メールやファクスの送受信に時間がかかる

・ 画像がディスプレイや印刷用紙からはみ出る

目的別推奨解像度一覧

表を参考にして、スキャン画像の用途に合う適切な解像度を設定してください。

用途 解像度（目安）

ディスプレイ上に表示させる
Eメールで送信する

～200 dpi

スキャン > コンピューターからスキャンする > Epson Scan 2でスキャンする
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用途 解像度（目安）

OCR（光学文字認識）を使用する
テキスト検索可能なPDFを作成する

200～300 dpi

プリンターで印刷する
ファクスで送信する

200～300 dpi

AirPrintを使う
AirPrintを使うと、ドライバーのインストールやソフトウェアのダウンロードをしなくてもMacから簡単にスキャンで
きます。

1. 原稿をセットします。

2. Macが接続されているネットワークにスキャナーを接続するか、USBケーブルでMacとスキャナーを接続し
ます。

3. Macの［システム環境設定］画面で、［プリンタとスキャナ］をクリックします。

4. スキャナーを選択して、［スキャナを開く］をクリックします。

5. 必要に応じて項目を設定してスキャンします。

L 詳細は、macOSのユーザガイドを参照してください。

Chromebookを使ってスキャンする
Chromebookを使ってスキャンすることができます。

1. 原稿をセットします。

2. Chromebookが接続されているネットワークにスキャナーを接続するか、USBケーブルでChromebookと
接続します。

3. Chromebookでスキャンアプリを開きます。

4. スキャナーを選択して、必要に応じて他の項目を設定します。

5. Chromebookからスキャンします。

L 詳しくは、https://www.google.com/chromebook/で使い方をご覧ください。

スキャン > コンピューターからスキャンする > Chromebookを使ってスキャンする
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ジョブを登録する
スキャン - 保存 - 送信の一連の動作を、「ジョブ」としてソフトウェアに登録できます。
事前に、Document Capture Pro（Windows）またはDocument Capture（Mac OS）、Document Capture Pro
Server（Windows Server）で、よく使う一連の動作をジョブとして登録しておくことで、ジョブを選ぶだけで一連の
動作を実行できます。

L 登録したジョブは、［お気に入り］としてスキャナーの操作パネルで使用できます。コンピューターがネットワークに接続
されているときのみ利用できます。

ジョブを作成し、操作パネルに割り当てる（Windows）
詳しくはDocument Capture Proのマニュアルをご覧ください。以下のURLから最新のマニュアルをご覧ください。

https://support.epson.net/dcp/

L スキャンした画像をPDFにして保存するジョブが初期設定されています。

関連情報
& 「コンピューターにスキャンして保存する」69ページ

ジョブを作成、登録する（Mac OS）
Document Captureでジョブを設定する手順を説明します。詳しくはDocument Captureのヘルプをご覧くださ
い。

1. Document Captureを起動します。

2. メイン画面で  アイコンをクリックします。

［ジョブリスト］画面が表示されます。

スキャン > ジョブを登録する > ジョブを作成、登録する（Mac OS）
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3. +アイコンをクリックします。

［ジョブ設定］画面が表示されます。

4. ［ジョブ設定］画面でジョブを作成します。

・ ［ジョブ名］：登録するジョブの名前を入力します。

・ ［スキャン］：原稿サイズや解像度など、スキャンの設定をします。

・ ［保存設定］：保存場所や保存形式の指定、ファイル名の付け方などを設定します。

・ ［転送先］：スキャンした画像の転送先を選択します。メールに添付して送信したり、FTPサーバーやWebサー
バーに転送したりできます。

5. ［OK］をクリックして［ジョブリスト］画面に戻ります。

作成したジョブが［ジョブリスト］に登録されます。

6. ［OK］をクリックして、メイン画面に戻ります。

操作パネルにジョブを割り当てる（Mac OS）
Document Captureで、スキャナーの操作パネルにジョブを割り当てる手順を説明します。詳しくはDocument
Captureのヘルプをご覧ください。

1. Document Captureを起動します。

2. メイン画面で  アイコンをクリックします。

［ジョブリスト］画面が表示されます。

3.  アイコンから［ジョブの割り当て］を選択します。

4. プルダウンメニューから、スキャナーの操作パネルから実行したいジョブを選択します。

5. ［OK］をクリックして［ジョブリスト］画面に戻ります。

スキャナーの操作パネルにジョブが割り当てられます。

6. ［OK］をクリックして、メイン画面に戻ります。

関連情報
& 「コンピューターにスキャンして保存する」69ページ

原稿待ち受けモードでスキャンする
原稿待ち受けモードでは、ADFに原稿をセットすると自動でスキャンが始まります。原稿を1枚ずつスキャンしたり、継
ぎ足しながらスキャンしたりするときに便利です。
Document Capture Proをお使いの時も、原稿待ち受けモードを使用できます。

スキャン > 原稿待ち受けモードでスキャンする
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1. Epson Scan 2を起動します。

L Document Capture Proをお使いのときは、スキャン設定画面で［詳細設定］ボタンをクリックして、Epson Scan
2の画面を開きます。

2. ［原稿待ち受けモード］タブで［基本設定］を選択します。

3. Epson Scan 2のメイン画面で、その他のスキャン設定をします。

4. ［スキャン］をクリックします。

L Document Capture Proをお使いのときは、［保存］をクリックしてスキャン設定を保存します。スキャンを開始
したときに、原稿待ち受けモードに入ります。

原稿待ち受けモードが開始します。
［原稿待ち受けモード］画面がコンピューターとスキャナーに表示されます。
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5. 原稿ガイドを調整してから、ADFに原稿をセットします。

自動的にスキャンが始まります。

6. スキャンが終了したら、次の原稿をADFにセットします。

全ての原稿をスキャンするまで、この手順を繰り返します。

L スキャナーの操作パネルで［スキャン動作設定］を設定できます。
・［低速モード］：スキャンする速度を遅くします。薄い紙など、詰まりしやすい原稿をスキャンするときに使いま
す。
・［重送検知時動作］：重送を検知したときの動作を設定します。
・［重送検知スキップ］：次のスキャンだけ重送検知を無効にして、スキャンを継続します。プラスチックカードや
封筒など、重送と検知される原稿をスキャンするときに使います。
・［原稿保護］：給紙エラーが起きたときにすぐにスキャンを停止して、原稿の破損を軽減します。
・［ガラス面汚れ検知］：スキャナー内部のガラス面の汚れを検知します。

7. 全ての原稿をスキャンしたら、原稿待ち受けモードを終了します。

スキャナーの操作パネルで ［終了］を選択するか、コンピューターに表示された［原稿待ち受けモード］画面の
［終了］を押します。

L ［原稿待ち受けモード］を終了するタイムアウト時間を設定できます。
［取り込み装置］で［設定］を選択し、［取り込み装置の設定］画面を開きます。表示された画面でタイムアウト時
間を設定します。

スキャンした画像が指定したフォルダーに保存されます。

関連情報
& 「原稿のセット方法」40ページ

e-文書法および電子帳簿保存法に適合したスキャン
本製品では、以下のe-文書法および電子帳簿保存法の要件を満たした設定でスキャンできます。

解像度 200 dpi以上

階調 重要書類 24 bit （RGB各色8 bit）

一般書類 24 bit （RGB各色8 bit）または8 bitグレースケール

保存形式 PDF、JPEG、TIFF、BMP

画質 ・ 改ざん痕を検出できる階調

・ 4ポイントの文字を認識できる

スキャンの設定方法
操作パネルからスキャンする場合：
［イメージタイプ］で、［e-文書(カラー)］または［e-文書(グレー)］を選択してからスキャンしてください。

スキャン > e-文書法および電子帳簿保存法に適合したスキャン
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L 操作パネルの各スキャンメニューで  を選択し、［e-文書(カラー)の呼び出し］または［e-文書(グレー)の呼び出し］を
選択して、スキャン設定を呼び出すこともできます。

コンピューターからスキャンする場合：
Epson Scan 2 の画面の［お気に入り設定］で、［e-文書（カラー）］または［e-文書（グレー）］を選択してからス
キャンしてください。
Document Capture Proをお使いのときは、［シンプルスキャン］の［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押
して、Epson Scan 2の画面を開きます。

L 保存形式などを変更するときは、e-文書法または電子帳簿保存法の要件を満たしていることを確認してください。

電子化文書作成時の注意
電子化文書作成時には、以下の点を必ずご確認ください。

・ 本製品は、e-文書法および電子帳簿保存法に適合した設定でスキャンできますが、スキャンしただけでは適正な電子
化文書として認められません。必ず各法令およびガイドラインに従ってスキャンしたデータを管理、運用してくださ
い。

・ スキャンした画像を必ず目視で確認してください。

・ 文字や画像などが欠けたりぼやけたりしていないこと

・ ページ抜けがないこと

・ スキャンした画像データの加工・修正は行わないでください。

・ 国税関係書類を電子化文書として保存して紙原本を廃棄するためには、法令に従い、対応するシステム、業務規程作
成、運用管理などの法的要件を満たした上で、事前に所轄税務署の承認を得る必要があります。

・ 法令などは予告なく変更される場合があります。必ず事前にご自身で確認してください。

スマートデバイスからスキャンする

Epson Smart Panelでスキャンする
お使いのスマートデバイスからスキャンするには、App Store か Google PlayからEpson Smart Panelを検索して、
インストールします。

L スキャンする前に、スキャナーをスマートデバイスに接続してください。

1. 原稿をセットします。

2. Epson Smart Panelを起動します。

3. 画面の指示に従ってスキャンします。

スキャンした画像をお使いのスマートデバイスに保存したり、クラウドサービスにアップロードしたり、メールで送信し
たりします。
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Mopria Scanでスキャンする
Mopria Scanを使うと、Androidスマートフォンやタブレットから簡単にネットワークでスキャンできます。

1. Google PlayからMopria Scanをインストールします。

2. 原稿をセットします。

3. スキャナーをネットワークに接続します。以下のリンクをご覧ください。

http://epson.sn

4. お使いの機器を無線LAN（Wi-Fi）でスキャナーと同じネットワークに接続します。

5. 機器からスキャンします。

L 詳しくはhttps://mopria.orgの使い方のページをご覧ください。

スキャン > スマートデバイスからスキャンする > Mopria Scanでスキャンする
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スキャナーをネットワークに接続する
スキャナーがネットワークに接続されていないときは、インストーラーを使用してスキャナーをネットワークに接続しま
す。
以下の方法でインストーラーを起動できます。

・ ウェブサイトから起動する
以下のウェブサイトへアクセスし、製品名を入力してください。［セットアップ］に進んで作業を開始します。

http://epson.sn

・ ソフトウェアディスクを使って設定する（ソフトウェアディスクが同梱されている機種で、お使いのコンピューター
がディスクドライブを搭載したWindowsの場合）
コンピューターにソフトウェアディスクを挿入し、画面の指示に従ってください。

関連情報
& 「ネットワーク接続状態の確認」236ページ

メールサーバーを登録する
設定の前に以下を確認してください。

・ スキャナーがネットワークに接続されているか

・ メールサーバーの設定情報
インターネット上のメールサーバーを利用する場合は、サービスを提供しているプロバイダーやウェブサイトから設
定情報を確認してください。

登録方法
WebConfigを起動し、［ネットワーク］タブ -［メールサーバー］-［基本］の順に選択します。
「ブラウザーでWeb Configを起動する」29ページ
スキャナーの操作パネルでも設定できます。［設定］-［ネットワーク設定］-［応用設定］-［メールサーバー］-［サー
バー設定］の順に選択します。
メールサーバーの設定項目

項目 設定値と説明

認証方式 スキャナーがメールサーバーにアクセスする際の認証方式を指定します。
Microsoft Exchange Onlineをお使いのとき：
Microsoft Exchange Onlineのセキュリティー強化により、従来の「Basic認証」方式が廃止さ
れ、SMTP認証（SMTP AUTH）が初期設定で無効化されました。そのため、今後メールサービ
スを利用するには、［OAuth2］の認証方式を使う必要があります。スキャナーのメール送信/メー
ル通知機能等を利用される場合は、メールサーバー設定を［OAuth2］認証で設定してください。
また、Exchange OnlineでSMTP AUTHを有効にしてください。
「Exchange OnlineでのSMTP AUTHを有効にする」115ページ

認証しない（オフ） メールサーバーとの通信時に認証をしません。

SMTP認証 メールサーバーがSMTP認証に対応している必要があります。

POP before SMTP 選択した場合はPOP3サーバーの設定をしてください。

OAuth2 選択した場合はメールサービスの設定をしてください。

スキャンに必要な設定 > メールサーバーを登録する
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項目 設定値と説明

メールサービス ［認証方式］で［OAuth2］を選択した場合、リストからメールサービスを選択します。［サイン
イン］をクリックし、画面の指示に従ってメールサービスにサインインしてください。
「メールサーバーのOAuth 2.0認証を設定する」116ページ

L 個人でご利用の場合は［Outlook.com］を選択します。

認証用アカウント ［認証方式］で［SMTP認証］または［POP before SMTP］を選択した場合、認証用のアカウ
ント名を入力します。入力できる文字は、ASCII（0x20-0x7E）の255文字以内です。

認証用パスワード ［認証方式］で［SMTP認証］または［POP before SMTP］を選択した場合、認証用のパスワー
ドを入力します。入力できる文字はASCII（0x20-0x7E）の70文字以内です。

送信元アドレス スキャナーからメールを送信する際、送信者となるメールアドレスを設定します。既存のメールア
ドレスも設定可能ですが、スキャナーから送信されたメールと判別できるように、専用のメールア
ドレスを取得して設定することをお勧めします。
入力できる文字は、: ( ) < > [ ] ; ¥ を除くASCII (0x20-0x7E)で表せる255文字以内です。た
だし、ピリオド（.）は先頭文字にできません。

SMTPサーバーアドレス A～Z a～z 0～9 . - を使用し、255文字以内で入力します。IPv4形式とFQDN形式での入力が可
能です。

SMTPサーバー ポート番号 1～65535までの範囲で、半角数字で入力します。

セキュア接続 メールサーバーのセキュア接続方式を指定します。

なし ［認証方式］で［POP before SMTP］を選択した場合は［な
し］になります。

SSL/TLS ［認証方式］で［認証しない］または［SMTP認証］を選択し
たときに選択できます。

STARTTLS ［認証方式］で［認証しない］または［SMTP認証］を選択し
たときに選択できます。

証明書の検証（Web Configの
み）

有効にするとメールサーバーの証明書の正当性をチェックします。［セキュア接続］で［なし］以
外を選択したときは、［有効］にすることをお勧めします。

POP3サーバーアドレス ［認証方式］で［POP before SMTP］を選択した場合、POP3サーバーアドレスを入力します。
入力できる文字は、A～Z a～z 0～9 . - で、255文字以内です。IPv4形式とFQDN形式での入力
が可能です。

POP3サーバー ポート番号 ［認証方式］で［POP before SMTP］を選択した場合にポート番号を指定します。入力できる
文字は、1～65535の範囲で、半角数字で入力します。

Exchange OnlineでのSMTP AUTHを有効にする
本製品はSMTPのプロトコルを使用してメール送信するため、Exchange OnlineのSMTP AUTHを有効にする必要が
あります。
詳細の手順は、「Microsoft Learn」サイトをご覧ください。
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設定手順

・ ［Exchange 管理センター］で、組織全体の［セキュリティの既定値群］を無効にして、SMTP AUTHを有効にし
てください。

・ ［Microsoft365管理センター］で、製品の管理者用のメールボックスに対してSMTP AUTHを有効にしてくださ
い。

メールサーバーのOAuth 2.0認証を設定する
Web Configを使ってメールサーバーにOAuth 2.0認証を設定します。

1. Web Configを起動します。

「ブラウザーでWeb Configを起動する」29ページ

2. ［ネットワーク］タブ-［メールサーバー］-［基本］の順に選択します。

3. ［認証方式］で［OAuth２］を選択します。

4. ［メールサービス］で［Microsoft Exchange Online］を選択します。

L 個人でご利用の場合は［Outlook.com］を選択します。

5. サインインします。

［サインイン］をクリックして、表示される画面で［Microsoft アカウントでサインイン］をクリックします。

6. 画面に表示される認証コードをコピーして、表示されているURLをクリックします。

7. アクセス許可コードの入力画面で、コピーした認証コードを貼り付けて［次へ］をクリックします。
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8. Microsoft サインインの画面で、ご利用のMicrosoftアカウントを入力して［次へ］をクリックします。

サインインするためには、アカウントに最低限［クラウド アプリケーション管理者］ロールが割り当てられている
必要があります。

9. パスワードを入力して、［サインイン］をクリックします。

L 追加の手順が求められたときは、画面の指示に従ってサインインしてください。

10. 要求されているアクセス許可画面で「組織の代理として同意する」にチェックをして［承諾］をクリックし
ます。

認証が完了すると、サインインのメッセージが表示されるのでブラウザーの画面を閉じます。
Web Configの［ネットワーク］タブ-［メールサーバー］-［基本］のページでサインインの状態が確認できます。

サインインが完了すると、OAuth 2.0認証のアカウント情報等が表示されるようになります。

11. ［設定］をクリックし、設定情報を製品に送信します。

メールサーバーとの接続を確認する
メールサーバーとの接続確認ができます。

1. スキャナーのIPアドレスをブラウザーに入力して、Web Configを起動します。

2. 管理者パスワードを入力して、管理者としてログオンします。

3. 以下の順に選択します。

［ネットワーク］タブ-［メールサーバー］-［接続確認］

4. ［確認開始］を選択します。

メールサーバーとの接続診断が開始されます。テストが終了すると結果が表示されます。

L 操作パネルを使ってもメールサーバーとの接続を確認できます。メニューは以下の通りです。
［設定］-［ネットワーク設定］-［詳細設定］-［メールサーバー］-［コネクションテスト］
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メールサーバー接続確認結果

メッセージ 原因

接続に成功しました。 サーバーとの接続に成功した場合に表示されます。

SMTPサーバーとの通信でエラーが発生
しました。以下を確認してください。 ・
ネットワーク設定

以下のような場合に通信エラーが表示されます。

・ スキャナーがネットワークに接続されていない

・ SMTPサーバーがダウンしている

・ 通信中にネットワークが切断された

・ 異常なデータを受信した

POP3サーバーとの通信でエラーが発生
しました。以下を確認してください。 ・
ネットワーク設定

以下のような場合に通信エラーが表示されます。

・ スキャナーがネットワークに接続されていない

・ POP3サーバーがダウンしている

・ 通信中にネットワークが切断された

・ 異常なデータを受信した

SMTPサーバーとの接続に問題がありま
す。以下を確認してください。 ・SMTP
サーバーアドレス ・DNSサーバー

以下のような場合に通信エラーが表示されます。

・ DNSサーバーとの接続に失敗した

・ SMTPサーバーアドレスの名前解決に失敗した

POP3サーバーとの接続に問題がありま
す。以下を確認してください。 ・POP3
サーバーアドレス ・DNSサーバー

以下のような場合に通信エラーが表示されます。

・ DNSサーバーとの接続に失敗した

・ POP3サーバーアドレスの名前解決に失敗した

SMTPサーバーの認証に失敗しました。
以下を確認してください。 ・認証方式 ・
認証用アカウント ・認証用パスワード

SMTPサーバーでの認証処理に失敗したときに表示されます。

POP3サーバーの認証に失敗しました。
以下を確認してください。 ・認証方式 ・
認証用アカウント ・認証用パスワード

POP3サーバーでの認証処理に失敗したときに表示されます。

サポートしていない通信方式です。以下
を確認してください。 ・SMTPサーバー
アドレス ・SMTPサーバーポート番号

サポートしていないプロトコルで通信しようとした場合に表示されます。

SMTPサーバーとの接続に失敗しまし
た。セキュア接続をなしに変更してくだ
さい。

サーバーとクライアントでSMTPセキュア接続の設定が合っていない、またはサー
バーがSMTPセキュア接続（SSL接続）をサポートしていない場合に表示されます。

SMTPサーバーとの接続に失敗しまし
た。セキュア接続をSSL/TLSに変更し
てください。

サーバーとクライアントでSMTPセキュア接続の設定が合っていない、またはサー
バーがSMTPセキュア接続にSSL/TLS接続することを要求してきている場合に表示
されます。

SMTPサーバーとの接続に失敗しまし
た。セキュア接続をSTARTTLSに変更
してください。

サーバーとクライアントでSMTPセキュア接続の設定が合っていない、またはサー
バーがSMTPセキュア接続にSTARTTLS接続することを要求してきている場合に表
示されます。

サーバーの安全性が確認できませんでし
た。以下を確認してください。 ・日付/時
刻

スキャナーの日時設定が正しくない、またはサーバーに対応するルート証明書は保有し
ているが、期限切れの場合に表示されます。
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メッセージ 原因

サーバーの安全性が確認できませんでし
た。以下を確認してください。 ・相手
サーバー検証用CA証明書

サーバーに対応するルート証明書をスキャナーが保有していない、または相手サーバー
検証用CA証明書がインポートされていない場合に表示されます。

サーバーの安全性が確認できませんでし
た。

サーバーから取得した証明書が壊れている場合などに表示されます。

SMTPサーバーの認証に失敗しました。
認証方式をSMTP認証に変更してくださ
い。

サーバーとクライアントで認証方式が一致していない場合に表示されます。サーバー
はSMTP認証をサポートしているのに、製品はSMTP認証を実行していません。

SMTPサーバーの認証に失敗しました。
認証方式をPOP before SMTPに変更し
てください。

サーバーとクライアントで認証方式が一致していない場合に表示されます。サーバー
はSMTP認証をしていないのに、製品はSMTP認証を実行しようとしています。

送信元アドレスが正しくありません。お
使いのメールサービスで取得したアドレ
スに変更してください。

送信元アドレスの指定が間違っていた場合に表示されます。

製品は処理動作中のためアクセスできま
せん。

スキャナーが動作中で接続設定ができなかったときに表示されます。

共有フォルダーを設定する
スキャンした画像を保存するための共有フォルダーを設定します。
ファイルを保存するとき、スキャナーは共有フォルダーのあるコンピューターに、コンピューターのユーザーとしてログ
オンします。

共有フォルダーの作成

関連情報
& 「共有フォルダーを作成する前に」119ページ
& 「ネットワークプロファイルの確認」120ページ
& 「共有フォルダーの作成場所とセキュリティーの例」120ページ
& 「アクセス許可をするグループやユーザーを追加する」133ページ

共有フォルダーを作成する前に
共有フォルダーの作成前に以下を確認してください。

・ スキャナーが共有フォルダーを作成するコンピューターにアクセスできるネットワークに接続されているか

・ 共有フォルダーを作成するコンピューターの名前にマルチバイト文字が使用されていないか
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K コンピューター名にマルチバイト文字が含まれていると、共有フォルダーへのファイル保存が失敗する可能性がありま
す。
その場合、コンピューター名にマルチバイト文字が含まれていないコンピューターに変更するか、コンピューター名を
変更してください。
コンピューター名を変更する場合、コンピューターの管理やリソースへのアクセスに影響が出る可能性がありますの
で、必ずシステムの管理者に確認してから行ってください。

ネットワークプロファイルの確認
共有フォルダーを作成するコンピューターで、フォルダーの共有が可能かどうか確認します。

1. 共有フォルダーを作成するコンピューターへ管理者権限のユーザーアカウントでログオンします。

2. ［コントロール パネル］ - ［ネットワークとインターネット］ - ［ネットワークと共有センター］を選択し
ます。

3. ［共有の詳細設定の変更］をクリックし、表示されたネットワークプロファイルから［（現在のプロファイ

ル）］とあるプロファイルの  をクリックします。

4. ［ファイルとプリンターの共有］で［ファイルとプリンターの共有を有効にする］が選択されているか確認
します。
選択されている場合は、［キャンセル］をクリックして画面を閉じます。
変更した場合は、［変更の保存］をクリックして画面を閉じます。

共有フォルダーの作成場所とセキュリティーの例
共有フォルダーを作成する場所によって、セキュリティーや利便性が変わります。
スキャナーや他のコンピューターから共有フォルダーを扱うには、以下の両方でフォルダーの読み取りや変更の権限が必
要です。

・ ［共有］タブ - ［詳細な共有］ - ［アクセス許可］の共有アクセス許可
ネットワーク経由のアクセスを制御します。

・ ［セキュリティ］タブのアクセス許可
ネットワークとローカルからのアクセスを制御します。

以下のデスクトップに共有フォルダーを作成した例で、共有フォルダーの［共有アクセス許可］に［Everyone］を設定
すると、ネットワーク経由で共有フォルダーにアクセスできる全てのユーザーにアクセス許可を与えることになります。
しかし、デスクトップはユーザーフォルダーの配下にあるフォルダーのため、ユーザーフォルダーのローカルアクセスの
セキュリティー設定が継承されて、ユーザーフォルダーにアクセス許可のないユーザーはアクセスできません。［セキュ
リティ］でアクセス許可が設定されているユーザーやグループ（この場合はコンピューターのログオンユーザーと
Administrator）がフォルダーにアクセスできます。
以下の例を参考に適切な場所に共有フォルダーを作成してください。
ここでは「scan_folder」というフォルダーの作成を例に説明します。

関連情報
& 「ファイルサーバー向けの設定例」121ページ
& 「個人のコンピューター向けの設定例」127ページ
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ファイルサーバー向けの設定例

ここでは、以下の環境条件でファイルサーバーなど共有コンピューターのドライブのルートに共有フォルダーを作成する
ことを例に説明します。
共有フォルダーを作成するコンピューターと同じドメインなどアクセス制御できるユーザーがアクセスできます。
ファイルサーバーや共有のコンピューターなどを設置していて、組織内の誰にでも自由な読み書きを許可する場合に設定
してください。

・ フォルダー作成場所：ドライブ直下

・ フォルダーパス：C:￥scan_folder

・ ネットワーク経由のアクセス設定（共有アクセス許可）：Everyone

・ ファイルシステムのアクセス設定（セキュリティ）：Authenticated Users

1. 共有フォルダーを作成するコンピューターへ管理者権限のユーザーアカウントでログオンします。

2. エクスプローラーを起動します。

3. Cドライブのルートにフォルダーを作成し「scan_folder」と名前を付けます。

フォルダー名は、半角英数字12文字以内で入力してください。文字数を超えると、お使いの環境によっては正常に
アクセスできないことがあります。

4. フォルダーを右クリックして［プロパティ］を選択します。
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5. ［共有］タブで［詳細な共有］をクリックします。
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6. ［このフォルダーを共有する］にチェックを入れ、［アクセス許可］をクリックします。
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7. ［グループ名またはユーザー名］の［Everyone］グループを選択し、［変更］ の［許可］にチェックを入
れて［OK］をクリックします。

8. ［OK］をクリックします。
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9. ［セキュリティ］タブを選択し、［グループ名またはユーザー名］にある［Authenticated Users］を選択
します。

「Authenticated Users」はドメインやコンピューターにログオンできる全てのユーザーが含まれるグループで
す。ドライブ直下にフォルダーを作成した場合に表示される特殊グループです。
表示されていない場合は［編集］から追加できます。詳しくは「関連情報」にあるトピックをご覧ください。
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10. ［Authenticated Usersのアクセス許可］にある［変更］の［許可］にチェックがあることを確認します。

チェックがない場合は［Authenticated Users］を選択して［編集］をクリックし、［アクセス許可］で［変更］
の［許可］にチェックを入れ、［OK］をクリックします。
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11. ［共有］タブを選択します。

共有フォルダーのネットワークパスが表示されます。このパスをスキャナーのアドレス帳の登録で使用します。メ
モやコピーをしておいてください。

12. ［OK］または［閉じる］をクリックして、画面を閉じます。

同じドメインネットワークのコンピューターから、共有フォルダーにファイルが読み書きできるか確認してくださ
い。

関連情報
& 「アクセス許可をするグループやユーザーを追加する」133ページ
& 「Web Configで宛先を登録する」138ページ

個人のコンピューター向けの設定例

ここでは、ログオンしているユーザーのデスクトップに共有フォルダーを作成することを例に説明します。
デスクトップやドキュメントフォルダーなどユーザーフォルダー配下のフォルダーは、ログオンしたユーザーとコン
ピューターの管理者権限を持つユーザーがアクセスできます。
個人のコンピューターにスキャン結果を保存し、ネットワーク経由で他のユーザーに閲覧やコピー、削除などを許可しな
い場合に設定してください。

・ フォルダー作成場所：デスクトップ
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・ フォルダーパス：C:￥Users￥xxxx￥Desktop￥scan_folder

・ ネットワーク経由のアクセス設定（共有アクセス許可）：Everyone

・ ファイルシステムのアクセス設定（セキュリティ）：追加しない、または個別にアクセスを許可するユーザーまたは
グループ

1. 共有フォルダーを作成するコンピューターへ管理者権限のユーザーアカウントでログオンします。

2. エクスプローラーを起動します。

3. デスクトップにフォルダーを作成し「scan_folder」と名前を付けます。

フォルダー名は、半角英数字12文字以内で入力してください。文字数を超えると、お使いの環境によっては正常に
アクセスできないことがあります。

4. フォルダーを右クリックして［プロパティ］を選択します。
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5. ［共有］タブの画面で［詳細な共有］をクリックします。
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6. ［このフォルダーを共有する］にチェックを入れ、［アクセス許可］をクリックします。
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7. ［グループ名またはユーザー名］の［Everyone］グループを選択し、［変更］ の［許可］にチェックを入
れて［OK］をクリックします。

8. ［OK］をクリックします。

9. ［セキュリティ］タブを選択します。

10. ［グループ名またはユーザー名］にあるグループまたはユーザーを確認します。

ここに表示されているグループまたはユーザーが共有フォルダーにアクセスできます。
この場合はこのコンピューターにログオンしているユーザーとAdministratorが共有フォルダーにアクセスできま
す。
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必要に応じてアクセス許可を追加してください。アクセス許可は［編集］から追加できます。詳しくは「関連情報」
にあるトピックをご覧ください。
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11. ［共有］タブを選択します。

共有フォルダーのネットワークパスが表示されます。このパスをスキャナーのアドレス帳の登録で使用します。メ
モやコピーをしておいてください。

12. ［OK］または［閉じる］をクリックして、画面を閉じます。

アクセスを許可したユーザーまたはグループのコンピューターから、共有フォルダーにファイルが読み書きできる
か確認してください。

関連情報
& 「アクセス許可をするグループやユーザーを追加する」133ページ
& 「Web Configで宛先を登録する」138ページ

アクセス許可をするグループやユーザーを追加する
以下の手順で共有フォルダーにアクセスを許可するグループやユーザーを追加できます。

1. フォルダーを右クリックして［プロパティ］を選択します。

2. ［セキュリティ］タブを選択します。
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3. ［編集］をクリックします。
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4. ［グループ名またはユーザー名］の下の［追加］をクリックします。

5. アクセスを許可したいグループやユーザー名を入力し、［名前の確認］をクリックします。

名前に下線が入ります。
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L グループやユーザーの完全な名前がわからない場合は、名前の一部を入力して［名前の確認］をクリックしてくださ
い。名前の一部が合致するグループやユーザー名が一覧表示され、そこから選択することができます。
一つだけ合致した場合は、［選択するオブジェクト名を入力してください］に下線が入った完全な名前が表示されま
す。

6. ［OK］をクリックします。
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7. アクセス許可の画面で、［グループ名またはユーザー名］に入力したユーザー名を選択して［変更］のアク
セス許可にチェックを入れ、［OK］をクリックします。

8. ［OK］または［閉じる］をクリックして、画面を閉じます。

アクセスを許可したユーザーまたはグループのコンピューターから、共有フォルダーにファイルが読み書きできる
か確認してください。

アドレス帳を使えるようにする
スキャンの宛先をスキャナーのアドレス帳に登録しておくと、簡単に宛先を入力できます。
アドレス帳には以下の送信先を登録できます。300件まで登録できます。

L また、LDAPサーバーで管理しているアドレスを利用（LDAP検索）して宛先を入力することもできます。

メール メールの送信先です。
メールサーバーの設定が必要です。

ネットワークフォルダー スキャンデータの保存先
あらかじめネットワークフォルダーの準備が必要です。
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関連情報
& 「LDAPサーバーと利用者を連携する」144ページ

設定ツールによる宛先設定機能差
スキャナーのアドレス帳を設定する機能は3種類あります：Web Config、Epson Device Admin、操作パネルの3つ
です。ただし、設定できる項目が異なります。

機能 Web Config* Epson Device Admin 操作パネル

宛先登録 ○ ○ ○

宛先編集 ○ ○ ○

グループ登録 ○ ○ ○

グループ編集 ○ ○ ○

宛先やグループの削除 ○ ○ ○

宛先の一括削除 ○ ○ –

ファイルのインポート ○ ○ –

ファイルへエクスポート ○ ○ –

* 設定には管理者ログオンが必要です。

Web Configで宛先を登録する

L スキャナーの操作パネルからも登録できます。

1. Web Configで［スキャン］タブ -［アドレス帳］を選択します。

2. 登録したい番号を選択して［編集］をクリックします。

3. ［登録名］と［検索名］を入力します。

4. 設定したい宛先の［種別］を選択します。

L 登録した後は［種別］を変更できません。登録した後に種別を変更したいときは、宛先を削除して再登録してくださ
い。

5. 必要な項目を設定して、［適用］をクリックします。

関連情報
& 「ブラウザーでWeb Configを起動する」29ページ
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宛先の設定項目

項目 設定値と説明

共通設定

登録名 操作パネルでアドレス帳を検索するときに使う名称を、Unicode（UTF-16）で表せ
る30文字以内で入力します。指定しない場合は空白にします。

検索名 スキャナーのアドレス帳の検索に使われる名称を、Unicode（UTF-16）で表せる30
文字以内で入力します。指定しない場合は空白にします。

種別 登録する宛先の種類を選択します。

常用指定 宛先を常用登録します。
常用に設定するとスキャンのトップ画面に表示され、アドレス帳を開かなくても宛先を
指定できるようになります。

メール

メールアドレス A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' * + - . / = ? ^ _ { | } ~ @を使用し、1～255文字以内

の半角で入力します。

ネットワークフォルダー (SMB)

保存先 ￥￥“フォルダーパス”
保存先フォルダーのパスを、Unicode（UTF-16）で表せる1～253文字以内（"￥￥"
を除く）で入力します。
ブラウザーによっては、円マークがバックスラッシュで表示されることがあります。
フォルダーのプロパティ画面に表示されるネットワークパスを入力します。ネット
ワークパスの設定の詳細は、以下をご覧ください。
「個人のコンピューター向けの設定例」127ページ

ユーザー名 ネットワークフォルダーにアクセスするためのユーザー名をUnicode（UTF-16）で
表せる30文字以内で入力します。ただし、制御文字（0x00～0x1f、0x7F）は除き
ます。

パスワード ネットワークフォルダーのパスワードを、Unicode（UTF-16）で表せる0～20文字
以内で入力します。ただし、制御文字（0x00～0x1f、0x7F）は除きます。

FTP

セキュア接続 FTPサーバーがサポートしているプロトコルに従って、FTPまたはFTPSを選択しま
す。［FTPS］を選択するとセキュアで通信します。

保存先 サーバー名を、Unicode（UTF-16）で表せる1～253文字以内（"ftp://"や"ftps://"を
除く）で入力します。

ユーザー名 FTPサーバーにアクセスするユーザー名を、Unicode（UTF-16）で表せる30文字以
内で入力します。ただし、制御文字（0x00～0x1f、0x7F）は除きます。匿名による
接続を認めているサーバーでは、AnonymousやFTPなどを入力します。指定しない
場合は空白にします。

パスワード FTPサーバーにアクセスするパスワードを、Unicode（UTF-16）で表せる0～20文
字以内で入力します。ただし、制御文字（0x00～0x1f、0x7F）は除きます。指定し
ない場合は空白にします。
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項目 設定値と説明

接続モード メニューから接続モードを選択します。スキャナーとFTPサーバーの間にファイア
ウォールがある場合は、［パッシブモード］を選択します。

ポート番号 FTPサーバーのポート番号を1～65535以内の数字で入力します。

証明書の検証 有効にするとFTPサーバーの証明書の正当性をチェックします。［セキュア接続］が
［FTPS］のときに選択できます。
設定の前に相手サーバー検証用CA証明書をスキャナーにインポートしておいてくださ
い。

SharePoint(WebDAV)*

セキュア接続 サーバーがサポートしているプロトコルに従って、HTTPまたはHTTPSを選択しま
す。［HTTPS］を選択するとセキュアで通信します。

保存先 サーバー名を、Unicode（UTF-16）で表せる1～253文字以内
（"http://"や"https://"を除く）で入力します。

ユーザー名 サーバーにアクセスするユーザー名を、Unicode（UTF-16）で表せる30文字以内で
入力します。ただし、制御文字（0x00～0x1f、0x7F）は除きます。指定しない場合
は空白にします。

パスワード サーバーにアクセスするパスワードを、Unicode（UTF-16）で表せる0～20文字以
内で入力します。ただし、制御文字（0x00～0x1f、0x7F）は除きます。指定しない
場合は空白にします。

証明書の検証 有効にするとサーバーの証明書の正当性をチェックします。［セキュア接続］が
［HTTPS］のときに選択できます。
設定の前に相手サーバー検証用CA証明書をスキャナーにインポートしておいてくださ
い。

プロキシサーバー プロキシサーバーを使うかどうかを選択します。

* スキャナーの操作パネルからのネットワークフォルダーへのスキャンは、SharePoint Onlineに対応していません。

スキャンした画像をSharePoint Onlineに保存したいときは、Document Capture ProにSharePoint Online
Connectorをインストールしてお使いください。詳しくはDocument Capture Proのマニュアルをご覧ください。

https://support.epson.net/dcp/

Web Configで宛先をグループに登録する
種別が［メール］の場合、複数の宛先をまとめてグループとして登録できます。

1. Web Configで［スキャン］タブ -［アドレス帳］を選択します。

2. 登録したい番号を選択して［編集］をクリックします。

3. ［種別］で登録したいグループを選択します。

4. ［グループに入れる宛先］の［選択］をクリックします。

登録できる宛先が一覧表示されます。
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5. グループに登録する宛先を選択して、［選択］をクリックします。

6. ［登録名］と［検索名］を入力します。

7. グループを常用登録するかを選択します。

L アドレスは複数のグループに登録できます。

8. ［適用］をクリックします。

関連情報
& 「ブラウザーでWeb Configを起動する」29ページ

アドレス帳のバックアップとインポート
アドレス帳は、Web Configやツールを使用してバックアップやインポートができます。
Web Configの場合、アドレス帳を含めてスキャナー設定をエクスポートするとバックアップできます。バイナリーファ
イルでエクスポートされるので編集できません。
アドレス帳を含めてスキャナー設定をインポートすると、アドレス帳を上書きします。
Epson Device Adminを使うと、デバイスのプロパティー画面からアドレス帳だけをエクスポートできます。また、パ
スワードなどセキュリティー項目を含めずにエクスポートするとSYLK形式やCSV形式に保存できるので、編集してか
らインポートできます。

Web Configからアドレス帳をインポートする
本スキャナーにインポートできるアドレス帳を持った別のスキャナーをお持ちの場合、そのスキャナーのバックアップ
データをインポートすることで、アドレス帳に登録できます。

L 別のスキャナーのアドレス帳からバックアップデータを作成するには、そのスキャナーのマニュアルをご覧ください。

バックアップデータからインポートする手順は以下です。

1. Web Configで［デバイス管理］タブ　-［設定のエクスポート/インポート］-［インポート］の順に選択し
ます。

2. ［ファイル］でバックアップデータファイルを選択し、暗号化パスワードを入力して、［次へ］をクリック
します。

3. ［アドレス帳］を選択して、［次へ］をクリックします。

Web Configからアドレス帳をバックアップする
スキャナーの故障などでアドレス帳のデータが消失する可能性があります。アドレス帳の更新時にバックアップするこ
とをお勧めします。本製品の保証期間内であっても、データの消失または破損について弊社はいかなる責も負いません。
スキャナーに登録されているアドレス帳は、Web Configでコンピューターにバックアップできます。
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1. Web Configを起動し、［デバイス管理］タブ -［設定のエクスポート/インポート］-［エクスポート］の順
に選択します。

2. ［スキャン］カテゴリーの［アドレス帳］にチェックを付けます。

3. エクスポートするファイルを暗号化するための、任意のパスワードを入力します。

ここで指定したパスワードはインポートするときに必要になります。パスワードを指定しない場合は空白にしま
す。

4. ［エクスポート］をクリックします。

ツールを使ったアドレス帳のエクスポートや一括登録
Epson Device Adminを使うと、アドレス帳だけをバックアップしたり、エクスポートしたファイルを編集して一括で
登録したりできます。
アドレス帳だけをバックアップする場合や、スキャナーの置き替え時に置き替え前のスキャナーからアドレス帳を引き継
ぐような場合に役立ちます。

アドレス帳をエクスポートする
アドレス帳の情報をファイルに保存します。
SYLK形式やcsv形式で保存したファイルは表計算ソフトやテキストエディターなどで編集できます。情報の削除や追
加などをしてから一括で登録できます。
パスワードや個人情報などセキュリティー項目を含む情報は、パスワードを設定したバイナリー形式で保存できます。こ
のファイルは編集できません。セキュリティー項目を含む情報のバックアップとして活用できます。

1. Epson Device Adminを起動します。

2. サイドバータスクメニューで［デバイス］を選択します。

3. デバイスリストで設定するデバイスを選択します。

4. リボンメニューの［ホーム］タブから［デバイスの設定］をクリックします。

管理者パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して［OK］をクリックします。

5. ［共通］-［アドレス帳］をクリックします。

6. ［エクスポート］-［エクスポートする項目］からエクスポート形式を選択します。

・ 全ての項目
暗号化したバイナリーファイルをエクスポートします。パスワードや個人情報などセキュリティー項目を含め
たい場合に選択します。このファイルは編集できません。こちらを選択した場合はパスワードの設定が必要で
す。［設定］をクリックしてパスワードをASCII文字（8～63文字）で設定します。このパスワードはバイナ
リーファイルのインポート時に入力が求められます。

・ セキュリティー情報を除く項目
SYLK形式またはcsv形式のファイルをエクスポートします。エクスポートした情報を編集したい場合に選択
します。
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7. ［エクスポート］をクリックします。

8. ファイルを保存する場所を指定し、ファイルの種類を選択して［保存］をクリックします。

パスワード変更の完了メッセージが表示されます。

9. ［OK］をクリックします。

指定した場所にファイルが保存されていることを確認してください。

アドレス帳をインポートする
アドレス帳の情報をファイルからインポートします。
SYLK形式やcsv形式で保存したファイルや、セキュリティー項目を含む情報をバックアップしたバイナリーファイルを
インポートできます。

1. Epson Device Adminを起動します。

2. サイドバータスクメニューで［デバイス］を選択します。

3. デバイスリストで設定するデバイスを選択します。

4. リボンメニューの［ホーム］タブから［デバイスの設定］をクリックします。

管理者パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して［OK］をクリックします。

5. ［共通］-［アドレス帳］をクリックします。

6. ［インポート］の［参照］をクリックします。

7. インポートするファイルを選択して［開く］をクリックします。

バイナリーファイルを選択した場合、［パスワード］にファイルをエクスポートしたときに設定したパスワードを
入力します。

8. ［インポート］をクリックします。

確認画面が表示されます。

9. ［OK］をクリックします。

読み込み内容の検証が始まり、結果を表示します。

・ 読み込んだ情報を編集する
読み込んだ情報を個別に編集したい場合にクリックします。

・ 更にファイルを読み込む
複数のファイルをインポートしたい場合にクリックします。

10. ［インポート］をクリックし、インポート完了画面で［OK］をクリックします。

デバイスのプロパティ画面に戻ります。

11. ［送信］をクリックします。
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12. 確認メッセージで［OK］をクリックします。

設定がスキャナーに送信されます。

13. 送信完了画面で［OK］をクリックします。

スキャナーの情報が更新されます。
Web Configや操作パネルからアドレス帳を開き、更新されていることを確認してください。

LDAPサーバーと利用者を連携する
LDAPサーバーと連携すると、LDAPサーバーに登録されているアドレス情報をメールの宛先に利用できます。

LDAPサーバーを設定する
LDAPサーバーの情報を登録して、LDAPサーバーの情報を利用できるようにします。

1. Web Configで［ネットワーク］タブ　-［LDAPサーバー］-［基本］を選択します。

2. 各項目に値を入力します。

3. ［設定］を選択します。

設定結果が表示されます。

LDAPサーバーの設定項目

項目 設定値と説明

LDAPサーバーを使用する ［使用する］または［使用しない］を選択します。

LDAPサーバーアドレス LDAPサーバーのアドレスを入力します。IPv4、IPv6、FQDNのいずれかの形式で、
1～255文字以内で指定します。FQDN形式では、ASCII（0x20-0x7E）の英数字と
ハイフン（アドレスの先頭と末尾以外）が使用できます。

LDAPサーバーポート番号 LDAPサーバーのポート番号を、1～65535以内の半角数字で入力します。

セキュア接続 スキャナーがLDAPサーバーにアクセスする際の認証方式を指定します。

証明書の検証 有効にするとLDAPサーバーの証明書の正当性をチェックします。［有効］にすること
をお勧めします。
設定するには、スキャナーに［相手サーバー検証用CA証明書］のインポートが必要で
す。

検索タイムアウト（秒） 検索を開始してからタイムアウトするまでの時間（秒）を5～300までの半角数字で入
力します。
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項目 設定値と説明

認証方式 認証方式を選択します。
［Kerberos認証］を選択する場合は、［Kerberos設定］を選択し、Kerberos設定を
してください。
Kerberos認証を行うには以下の環境が必要です。

・ スキャナーとDNSサーバーが通信できること

・ スキャナーとKDCサーバー、認証が必要なサービスを提供するサーバー（LDAP
サーバー、SMTPサーバー、ファイルサーバー）の時刻の同期が取れていること

・ サービスサーバーをIPアドレスで指定している場合、DNSサーバーの逆引き参照
ゾーンにサービスサーバーのFQDNが登録されていること

使用するKerberosレルム ［認証方式］で［Kerberos認証］を選択した場合に、使用するKerberosレルムを選
択します。

管理者DN / ユーザー名 Unicode（UTF-8）で、LDAPサーバーのユーザー名を128文字以内で入力します。
制御文字（0x00～0x1F、0X7F）は使用できません。この項目は［認証方式］を
［Anonymous認証］にすると無効になります。指定しない場合は空白にします。

パスワード Unicode（UTF-8）で表せる128文字以内で、LDAPサーバー認証のパスワードを入
力します。制御文字（0x00～0x1F、0X7F）は使用できません。この項目は［認証
方式］を［Anonymous認証］にすると無効になります。指定しない場合は空白にしま
す。

Kerberos設定

［LDAPサーバー］-［基本］の［認証方式］で［Kerberos認証］を選択する場合は、［ネットワーク］タブ　-［Kerberos
設定］から、以下のKerberos設定をしてください。Kerberos設定は10個まで登録できます。

項目 設定値と説明

レルム(ドメイン) Kerberos認証のレルムを、ASCII（0x20-0x7E）で表せる255文字以内で指定しま
す。登録しない場合は空白にします。

KDCアドレス Kerberos認証サーバーのアドレスを入力します。IPv4、IPv6、FQDNのいずれかの
形式で、255文字以内で指定します。登録しない場合は空白にします。

ポート番号(Kerberos) Kerberosサーバーのポート番号を、1～65535以内の半角数字で入力します。

LDAPサーバーの検索属性を設定する
検索属性を設定すると、LDAPサーバーに登録されているユーザーのメールアドレスなどを利用できます。

1. Web Configで［ネットワーク］タブ　-［LDAPサーバー］-［検索設定］を選択します。

2. 各項目に値を入力します。

3. ［設定］をクリックして、設定結果を表示します。

設定結果が表示されます。
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LDAPサーバー検索の設定項目

項目 設定値と説明

検索開始位置(DN) データベースの任意の領域など、特定の場所から検索するときに指定します。
Unicode（UTF-8）で表せる0～128文字以内で入力します。任意の属性で検索しな
いときは空白にします。
設定例：localのserverディレクトリー：dc=server,dc=local

検索件数上限数（5-500） 検索される数の上限を5～500以内で設定します。検索によって取得した上限値まで
の件数を、一時的に保存して表示します。上限値を超えると警告メッセージが表示され
ますが、検索は続行できます。

ユーザー名属性 登録名として検索するLDAPサーバーの属性名を指定します。Unicode（UTF-8）で
表せる1～255文字以内で入力します。先頭はアルファベットのA～Z、a～zにしてく
ださい。
設定例：cn、uid

ユーザー表示名属性 表示名として表示する属性名を指定します。Unicode（UTF-8）で表せる0～255文
字以内で入力します。先頭はアルファベットのA～Z、a～zにしてください。
設定例：cn、sn

メールアドレス属性 メールアドレスを検索結果として表示する属性名を指定します。半角英数字、ハイフン
を組み合わせて、1～255文字以内で入力します。先頭はアルファベットのA～Z、a
～zにしてください。
設定例：mail

任意情報属性1～任意情報属性4 LDAPサーバーにエントリーしている他の任意属性を指定します。Unicode
（UTF-8）で表せる0～255文字以内で入力します。先頭はアルファベットのA～Z、
a～zにしてください。任意属性でのデータ取得を行わない場合は空白にします。
設定例：o、ou

LDAPサーバーとの接続を確認する
［LDAPサーバー］-［検索設定］で設定した値でLDAPサーバーとの接続テストを行います。

1. Web Configで［ネットワーク］タブ　-［LDAPサーバー］-［接続確認］を選択します。

2. ［確認開始］を選択します。

LDAPサーバーとの接続テストが開始されます。テストが終了すると結果が表示されます。

LDAPサーバー接続確認結果

メッセージ 説明

接続に成功しました。 サーバーとの接続に成功した場合に表示されます。
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メッセージ 説明

接続に失敗しました。
設定を確認してください。

以下の理由によってサーバーへの接続に失敗した場合に表示されます。

・ LDAPサーバーアドレス、ポート番号などが間違っている

・ 通信タイムアウトが発生した

・ ［LDAPサーバーを使用する］が［使用しない］に設定されている

・ ［認証方式］を［Kerberos認証］に設定した場合に、［レルム(ドメイン)］、
［KDCアドレス］、または［ポート番号(Kerberos)］の設定が間違っている

接続に失敗しました。
製品、またはサーバーの日付/時刻設定を
確認してください。

スキャナーとLDAPサーバーの時刻設定の不一致によって接続に失敗した場合に表示
されます。

サーバーの認証に失敗しました。
設定を確認してください。

以下の理由によってサーバーへの接続に失敗した場合に表示されます。

・ ［ユーザー名］または［パスワード］が間違っている

・ ［認証方式］を［Kerberos認証］に設定した場合に、時刻設定がされていない

製品は処理動作中のためアクセスできま
せん。

スキャナーが動作中で接続設定ができなかったときに表示されます。

Document Capture Pro Serverを使う
Document Capture Pro Serverを使うと、スキャナーの操作パネルからスキャンした結果の仕分けや保存形式、転送
先などの処理を登録、管理できます。スキャナーの操作パネルからサーバーに登録されているジョブを呼び出して実行し
ます。
サーバーにするコンピューターにインストールします。
Document Capture Pro Serverの詳細はエプソンの問い合わせ窓口にお問い合わせください。

サーバーモードを設定する
Document Capture Pro Serverを使用するには以下の設定をします。

1. Web Configで［スキャン］タブ -［Document Capture Pro］を選択します。

2. ［動作モード］で［サーバーモード］を選択します。

3. ［サーバーアドレス］にDocument Capture Pro Serverをインストールしているサーバーを指定します。

IPv4、IPv6、ホスト名、FQDNのいずれかの形式で2～255文字以内で指定します。FQDN形式ではUS-ASCII
文字の数字とアルファベット、ハイフン（先頭と末尾以外）が使用できます。

4. ［設定］をクリックします。

ネットワークが再起動し、設定が有効になります。

スキャンに必要な設定 > Document Capture Pro Serverを使う > サーバーモードを設定する
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AirPrintを設定する
Web Configで［ネットワーク］タブ -［AirPrint設定］の順に選択します。

項目 説明

Bonjourサービス名 Bonjourのサービス名をASCII （0x20-0x7E）で表せる41文字以内で入力します。

ロケーション スキャナーの設定場所など任意のロケーション情報を、UTF-8で表せる127バイト以
内の文字列で入力します。

Wide-Area Bonjour Wide-Area Bonjourを使用するかどうか設定します。使用する場合、セグメントを越
えた検索ができるように、スキャナーがDNSサーバーに登録されている必要がありま
す。

AirPrintを有効にする BonjourとAirPrint（Scan Service）が有効になります。

スキャンに必要な設定 > AirPrintを設定する
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お気に入りを登録する
よく使うスキャン設定を［お気に入り］として登録できます。お気に入りは48件まで登録できます。

L ・ スキャン開始画面で を選択して、現在の宛先や設定をお気に入りに登録できます。

・ Web Configからも［お気に入り］を登録できます。
［スキャン］タブ -［お気に入り］の順に選択します。

・ 登録時に［スキャン to コンピューター］を選択すると、Document Capture Proで作成したジョブを［お気に入り］
として登録できます。コンピューターがネットワークに接続されているときのみ利用できます。事前にDocument
Capture Proでジョブを登録しておいてください。

・ 操作パネルの［管理者ロック］が有効になっているときは、管理者のみが［お気に入り］を登録できます。

1. 操作パネルのホーム画面で［お気に入り］を選択します。

2.  を選択します。

操作パネルをカスタマイズする > お気に入りを登録する
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3. お気に入りとして登録したい機能を選択します。

4. 各項目を設定し、  を選択します。

L ［スキャン to コンピューター］を選択したときは、Document Capture Proがインストールされているコンピュー
ター、および登録済みのジョブを選択します。ネットワークに接続されたコンピューターのみ選択できます。

5. お気に入りの設定項目を設定します。

・ ［登録名称］：名前を設定します。

・ ［登録アイコン］：表示するアイコンのデザインと色を設定します。

・ ［クイック送信設定］：お気に入りを選択するとすぐにスキャンを開始するようにします。
Document Capture Pro Serverを使用している場合、スキャンする前にジョブの内容を確認する設定にして
いても、スキャナー本体のお気に入りで設定する［クイック送信設定］が優先されます。

・ ［登録内容］：スキャン設定を確認します。

6. ［OK］を選択します。

関連情報
& 「ジョブを登録する」107ページ

お気に入りメニューの説明

各お気に入りの を選択すると、お気に入りの設定を変更できます。

操作パネルをカスタマイズする > お気に入りを登録する > お気に入りメニューの説明
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登録名称の変更：

お気に入りの名前を変更します。

アイコンの変更：

アイコンのデザインと色を変更します。

クイック送信設定：

お気に入りを選択するとすぐにスキャンを開始するようにします。

配置変更：

お気に入りの表示順を変更します。

削除：

登録したお気に入りを削除します。

ホームに追加/削除：

登録したお気に入りを、ショートカットとしてホーム画面に追加したり削除したりできます。

詳細確認：

お気に入りの設定を表示します。［この設定を使用する］を選択してお気に入りを呼び出します。

操作パネルからホーム画面を編集する
操作パネルで［設定］-［ホーム画面編集］を選択すると、ホーム画面のカスタマイズができます。

・ レイアウト：アイコン一覧の表示方法を変更します。
「ホーム画面のレイアウトを変更する」152ページ

・ アイコンの追加：作成した［お気に入り］設定のアイコンを追加したり、ホーム画面から削除したアイコンを元に戻
したりします。
「アイコンの追加」153ページ

・ アイコンの消去：ホーム画面からアイコンを削除します。
「アイコンの消去」154ページ

・ アイコンの移動：アイコンの表示順を変更します。
「アイコンの移動」155ページ

・ アイコン表示を初期状態に戻す：ホーム画面の表示を購入時の状態に戻します。

・ ホーム背景色設定：ホーム画面の背景色を変更します。

ホーム画面のレイアウトを変更する

1. スキャナーの操作パネルで、［設定］-［ホーム画面編集］-［レイアウト］の順に選択します。

操作パネルをカスタマイズする > 操作パネルからホーム画面を編集する > ホーム画面のレイアウトを変更する…
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2. ［1行］または［2行］を選択します。

［1行］：

［2行］：

3. を選択して、ホーム画面を確認します。

アイコンの追加

1. スキャナーの操作パネルで、［設定］-［ホーム画面編集］-［アイコンの追加］の順に選択します。

2. ［機能］または［お気に入り］を選択します。

・ 機能：ホーム画面に表示されるデフォルトの機能を表示します。

操作パネルをカスタマイズする > 操作パネルからホーム画面を編集する > アイコンの追加
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・ お気に入り：登録したお気に入りを表示します。

3. ホーム画面に追加したい項目を選択します。

4. 項目を追加したい空のフレームを選択します。

複数のアイコンを追加したい場合は、手順3から4を繰り返します。

5. を選択して、ホーム画面を確認します。

アイコンの消去

1. スキャナーの操作パネルで、［設定］-［ホーム画面編集］-［アイコンの消去］の順に選択します。

操作パネルをカスタマイズする > 操作パネルからホーム画面を編集する > アイコンの消去
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2. 削除したいアイコンを選択します。

3. ［はい］を選択して終了します。

複数のアイコンを削除したい場合は、手順2と3を繰り返します。

4. を選択して、ホーム画面を確認します。

アイコンの移動

1. スキャナーの操作パネルで、［設定］-［ホーム画面編集］-［アイコンの移動］の順に選択します。

2. 移動したいアイコンを選択します。

操作パネルをカスタマイズする > 操作パネルからホーム画面を編集する > アイコンの移動
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3. 移動先のフレームを選択します。

すでに他のアイコンが移動先に設定されている場合は、アイコンが入れ替わります。

4. を選択して、ホーム画面を確認します。

操作パネルをカスタマイズする > 操作パネルからホーム画面を編集する > アイコンの移動
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認証設定有効時のスキャンについて

認証設定が有効になったスキャナーでは、スキャンを開始するときにユーザー認証が必要です。ユーザーごとに利用でき
るスキャン方法を設定でき、宛先間違いを防止できます。
認証設定を有効にする方法については、『システム管理者ガイド』をご覧ください。

L ・ 認証設定が有効なときは、コンピューターおよびスマートデバイスからスキャンすることはできません。

・ Document Capture Pro Server Authentication Editionを使ってスキャンするときは、Document Capture Pro
Server Authentication Editionのマニュアルをご覧ください。

利用できるスキャン方法
認証設定が有効になったスキャナーでは、以下の方法でスキャンできます。利用できる機能は、管理者によって制限され
ていることがあります。詳しくは管理者にお問い合わせください。

お気に入り

事前に登録された設定を使ってスキャンします。［お気に入り］がスキャナーに設定されている場合、ロ
グオン後にお気に入りの一覧が表示されます。

L ［お気に入り］機能は、管理者によって以下の設定設定がされていることがあります。

・ 認証ユーザーごとに、異なる［お気に入り］を表示する

・ 認証後に確認画面を表示せず、すぐにスキャンを開始する

スキャン to マイメール 機能

スキャンした画像を、ユーザー自身のメールアドレスに送信します。

認証設定有効時のスキャン > 認証設定有効時のスキャンについて > 利用できるスキャン方法
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スキャン to マイフォルダー機能

スキャンした画像を、各ユーザーに割り当てられたフォルダーに保存します。保存するフォルダーは、以
下の設定ができます。

・ 認証設定全体で一つのネットワークフォルダーを指定して、その中にユーザーID名の個人フォルダーを
自動的に作成する

・ ユーザーごとに別々のネットワークフォルダーを指定する

ネットワークフォルダー*
事前に作成したネットワーク上のフォルダーに、スキャンした画像を保存できます。

メール*
事前に設定したEメールサーバーを使用して、スキャンした画像をスキャナーから直接メールで送信できま
す。

クラウド*
事前に設定したクラウドサービスに、スキャンした画像をそのまま転送できます。

USBドライブ*
スキャナーに認証装置が接続されていないときのみ使用できます。
スキャナーにUSBドライブを接続して、スキャンした画像を直接保存できます。

*：ログオンした後のスキャン手順は、認証設定を有効にしていない場合と同じです。詳しくは関連情報のリンクをご覧

ください。

関連情報
& 「スキャン to マイメール 機能を使用する」164ページ
& 「スキャン to マイフォルダー機能を使用する」168ページ
& 「ネットワークフォルダーにスキャンして保存する」70ページ
& 「メールに添付して送付する」75ページ
& 「クラウドにスキャンして保存する」79ページ
& 「USBドライブにスキャンする」82ページ

スキャンの準備
認証設定が有効になったスキャナーでスキャンするための準備をします。認証方法や認証装置の有無で、作業が異なりま
す。

認証カードを登録する
認証カードを使用する認証方法が設定されているときは、ユーザーの認証カードを登録します。

認証設定有効時のスキャン > スキャンの準備 > 認証カードを登録する
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L ・ システム管理者が登録している場合もあります。詳しくはシステム管理者の指示に従ってください。

・ 無線LANで接続されているスキャナーの場合、画面がスリープ（省電力）モードになっていると、認証カードを認識す
るまでに時間がかかることがあります。その場合は、再度認証カードをかざしてください。

1. スキャナーに接続されている認証装置に認証カードをかざします。

ユーザー IDとパスワードの入力メッセージが表示されます。

2. ［登録する］をタップします。

3. 操作パネルからユーザー IDとパスワードを入力します。

ユーザー ID とパスワードが不明の場合は、システム管理者に確認してください。

4. ［登録する］をタップします。

登録完了のメッセージが表示されます。
ログオンすると画面右上に氏名が表示されます。

認証設定有効時のスキャン > スキャンの準備 > 認証カードを登録する
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5. をタップしてログオフします。

認証画面に戻ります。次回以降は、認証カードをかざすだけでユーザー認証されます。

ID番号の確認
ID番号で認証する場合、ユーザー固有のID番号が発行されます。ID番号をスキャナーの操作パネルから入力してログオ
ンします。ID番号はシステム管理者にお問い合わせください。

スキャナーへのログオン・ログオフ
認証機能が有効になったスキャナーでスキャンするには、スキャナーにログオンする必要があります。

ログオンする
スキャナーの操作パネルからログオンします。

認証装置が接続されている場合
認証装置に認証カードをかざすとログオンできます。

L 操作パネルに以下の項目が表示されているときは、項目をタップしユーザー情報を入力してログオンすることもできます。

・ ［ユーザーIDとパスワード］

・ ［ID番号］

関連情報
& 「認証カードを登録する」159ページ
& 「スキャン to マイメール 機能を使用する」164ページ
& 「スキャン to マイメール 機能を使用する」164ページ
& 「ネットワークフォルダーにスキャンして保存する」70ページ

認証設定有効時のスキャン > スキャナーへのログオン・ログオフ > ログオンする
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& 「メールに添付して送付する」75ページ
& 「クラウドにスキャンして保存する」79ページ

認証装置が接続されていない場合
操作パネルからユーザー情報を入力してログオンします。

1. 操作パネルに表示されている内容に合わせて、以下のいずれかの情報を入力します。

・ ［ユーザーID］と［パスワード］

・ ［ユーザーID］

・ ［ID番号］

2. ［ログオン］をタップします。

関連情報
& 「スキャン to マイメール 機能を使用する」164ページ
& 「スキャン to マイメール 機能を使用する」164ページ
& 「ネットワークフォルダーにスキャンして保存する」70ページ
& 「メールに添付して送付する」75ページ
& 「クラウドにスキャンして保存する」79ページ

ログオフする
以下のいずれかの方法でログオフします。

・ 操作パネルで  をタップする

・ ログオンに使った認証カードを認証装置にかざす

L 無操作状態で、システム管理者によって設定されている時間を経過すると、自動でログオフされます。

認証設定有効時のスキャン > スキャナーへのログオン・ログオフ > ログオフする

162



ユーザー情報の変更

パスワードを変更する

パスワードが認証手段として使われており、スキャナーの操作パネルに が表示されている場合、ユーザーがパスワード
を変更できます。

1. ログオンします。

ユーザーに許可されているメニューが表示されます。

2. ホーム画面で をタップします。

L ログオン後に［お気に入り］画面が表示された場合、 をタップしてホーム画面を表示させます。

3. ［OK］をタップします。

4. 現在のパスワード、新しいパスワード、新しいパスワードの確認を入力します。

パスワード変更の完了メッセージが表示されます。

ID番号を変更する

ID番号が認証手段として使われており、スキャナーの操作パネルに が表示されている場合、ユーザーがID番号を変更
できます。

1. ログオンします。

ユーザーに許可されているメニューが表示されます。

認証設定有効時のスキャン > ユーザー情報の変更 > ID番号を変更する
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2. をタップします。

L ログオン後に［お気に入り］画面が表示された場合、 をタップしてホーム画面を表示させます。

3. ［OK］をタップします。

4. 現在のID番号、新しいID番号、確認用の新しいID番号を、4～8桁の数字で入力します。

L システム管理者によって、ID番号の最小桁数が設定されています。詳しくはシステム管理者に確認してください。

ID番号変更の完了メッセージが表示されます。

スキャン to マイメール 機能を使用する
スキャンしたデータを、登録されているユーザー自身のメールアドレスに送信します。

L この機能を利用するには事前の設定が必要です。詳しくは、『システム管理者ガイド』をご覧ください。

1. ログオンします。

ユーザーに許可されているメニューが表示されます。

2. 原稿をセットします。

認証設定有効時のスキャン > スキャン to マイメール 機能を使用する
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3. 操作パネルのホーム画面で［スキャン to マイメール 機能］を選択します。

L ログオン後に［お気に入り］画面が表示された場合、 をタップしてホーム画面を表示させます。

4. 保存形式などの設定を確認して、必要に応じて変更します。

5. をタップします。

スキャンが始まります。

6. スキャンが完了したら、スキャナーからログオフします。

認証画面に戻ります。

関連情報
& 「ログオンする」161ページ
& 「ログオフする」162ページ

スキャン to マイメール 機能のスキャン設定項目

L 他の項目の設定内容によっては、これらの設定ができないことがあります。

イメージタイプ：

スキャンした画像を保存するときの色を選択します。（購入時の設定は［モノクロ］）

認証設定有効時のスキャン > スキャン to マイメール 機能を使用する > スキャン to マイメール 機能のスキャン設定項目…

165



以下を選択すると、スキャナーが自動で原稿の色を検出し、検出した色を使用して画像を保存します。

・ カラー/グレー/モノクロ
スキャンした画像を24 bitカラー、8 bitグレー、またはモノクロ（白黒2値）に変換します。この項
目を選択した場合、カラー以外の原稿をスキャンするときに、原稿がグレーかモノクロかを判別するた
めの感度を設定してください。

・ カラー/グレー：
スキャンした画像を24 bitカラーまたは8 bitグレーに変換します。

・ カラー/モノクロ：
スキャンした画像を24 bitカラーまたはモノクロ（白黒2値）に変換します。

使用できるイメージタイプは選択したファイル形式によって異なる場合があります。詳しくは以下を参照
してください。
「使用できるファイル形式とイメージタイプの組み合わせ」87ページ

L e-文書のカラーモードについて、詳しくは以下を参照してください。
「e-文書法および電子帳簿保存法に適合したスキャン」110ページ

ファイル形式：

スキャンした画像の保存形式を選択します。（購入時の設定は［PDF(マルチページ)］）
保存形式にPDF、PDF/A、またはTIFFを指定するときは、全ての原稿を1つのファイルに保存するか（マ
ルチページ）、それぞれ別のファイルに保存するか（シングルページ）を選択します。

・ 圧縮率：
スキャン画像の圧縮率を選択します。

・ PDF設定：
保存形式をPDFにすると、PDFのセキュリティーが設定できます。
開くときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、文書を開くパスワードを設定します。印
刷したり編集したりするときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、権限パスワードを設
定します。

解像度：

スキャン解像度を選択します。（購入時の設定は200 dpi、最大値は600 dpi）

読み取り面：

スキャンしたい原稿の面を選択します。（購入時の設定は［両面］）

・ 開き方向(原稿)：
原稿のとじ位置を選択します。

原稿サイズ：

セットした原稿のサイズを選択します。（購入時の設定は［自動検知］）

・ 自動(サイズ)選択時の切出し位置調整：
［自動検知］を選択している場合に、トリミング領域を調整します。

・ ラミネートカード優先：
ラミネート加工された原稿をスキャンするときに、フチの透明な部分もスキャンします。

L 原稿によっては適切な効果が出ないことがあります。
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回転：

スキャンした画像を時計回りに回転します。スキャンする原稿に合わせて、画像を回転する角度を設定し
ます。（購入時の設定は0°）

濃度：

スキャン画像の濃度を選択します。（購入時の設定は±0、最大値は±4）

背景除去：

スキャンした画像から原稿の背景色を削除します。（購入時の設定は［オフ］）
この機能は、背景色が原稿の中で最も明るく均一な色である場合に使用できます。背景色よりも明るい文
字やイラストがあったり、背景に模様があったりすると、正しく適用されません。

文字くっきり：

ぼやけている書類の文字をくっきりとさせます。（購入時の設定は［オフ］）

・ 輪郭強調：
文字のへり（文字と背景の境目）をくっきりさせることができます。
値を大きくすると細い文字のへりが黒くなります。
スキャンした画像にノイズが多い場合は、値を小さくしてください。

・ しきい値：
モノクロ2値（白または黒）の境を調整できます。
値を大きくすると黒い範囲が大きくなり、値を小さくすると白い範囲が大きくなります。

・ ノイズ除去レベル：
ノイズ（黒い斑点）の除去レベルを調整できます。
レベルを上げると、よりしっかりとノイズ除去されます。

影消し：

スキャンした画像から影を除去します。（購入時の設定は［オフ］）

・ 枠幅：
スキャンした画像から、原稿のフチの影を除去します。

書類の傾き補正：

スキャンした画像の傾きを補正します。（購入時の設定は［オン］）
傾きすぎている原稿は補正できません。

白紙ページ除去：

原稿の中に白紙ページがある場合、白紙ページをスキップしてスキャンします。（購入時の設定は［オフ］）
思った通りの結果にならない場合は、検知レベルを調整します。

L ・ 白紙ページとして誤ってスキップされる場合があります。

・ この機能は、貼り合わせた両面原稿をスキャンするときには使用できません。

原稿待ち受けモード：

原稿待ち受けモードを設定します。この機能を使うと、原稿をスキャンした後に自動で連続してスキャン
できます。異なるサイズや種類の原稿を1枚ずつスキャンするときに便利です。（購入時の設定は［オフ］）
各原稿をセットする前に原稿ガイドを調整してください。

・ オン(自動)：継続確認メッセージ表示中に原稿をセットするとスキャンを開始します。
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・ オン(手動)：継続確認メッセージ表示中に［読み取り開始］ボタンを押すとスキャンを開始します。

重送検知：

複数枚の原稿が同時に給紙されたときにエラーを表示します。

・ 超音波で検知：超音波センサーで重送を検知します。検知する範囲を指定できます。（購入時の設定は
［オン］）

・ 長さで検知：原稿の長さで重送を検知します。2番目の原稿の長さが最初の原稿と異なる場合に、重送
とみなします。検知する長さの差を指定できます。（購入時の設定は［オフ］）

件名：

メールの件名を半角英数字または記号で入力します。

添付最大ファイルサイズ：

メールに添付するファイルの最大サイズを選択します。（購入時の設定は5 MB、最大値は30 MB）

ファイル名：

・ ファイルヘッダー：
画像のファイル名の先頭部分を、半角英数字および記号で入力します。（購入時の設定は［未入力］）

・ 日付を入れる：
ファイル名に日付を追加します。（購入時の設定は［オン］）

・ 時刻を入れる：
ファイル名に時間を追加します。（購入時の設定は［オン］）

設定クリア

スキャン設定を購入時の状態に戻します。

スキャン to マイフォルダー機能を使用する
スキャンしたデータを、個人用の保存フォルダーに保存します。登録されている保存先フォルダーが不明の場合は、シス
テム管理者に確認してください。

L この機能を利用するには事前の設定が必要です。詳しくは、『システム管理者ガイド』をご覧ください。

1. ログオンします。

ユーザーに許可されているメニューが表示されます。

2. 原稿をセットします。
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3. 操作パネルのホーム画面で［スキャン to マイフォルダー機能］を選択します。

L ログオン後に［お気に入り］画面が表示された場合、 をタップしてホーム画面を表示させます。

4. 保存形式などの設定を確認して、必要に応じて変更します。

5. をタップします。

パスワードの入力を求められた場合、個人用フォルダーにアクセスするためのパスワードを入力してください。認
証が成功するとそのパスワードが保存されて、次回からは不要になります。

スキャンが始まります。

6. スキャンが完了したら、スキャナーからログオフします。

認証画面に戻ります。

関連情報
& 「ログオンする」161ページ
& 「ログオフする」162ページ

スキャン to マイフォルダー機能のスキャン設定項目

L 他の項目の設定内容によっては、これらの設定ができないことがあります。
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イメージタイプ：

スキャンした画像を保存するときの色を選択します。（購入時の設定は［モノクロ］）
以下を選択すると、スキャナーが自動で原稿の色を検出し、検出した色を使用して画像を保存します。

・ カラー/グレー/モノクロ
スキャンした画像を24 bitカラー、8 bitグレー、またはモノクロ（白黒2値）に変換します。この項
目を選択した場合、カラー以外の原稿をスキャンするときに、原稿がグレーかモノクロかを判別するた
めの感度を設定してください。

・ カラー/グレー：
スキャンした画像を24 bitカラーまたは8 bitグレーに変換します。

・ カラー/モノクロ：
スキャンした画像を24 bitカラーまたはモノクロ（白黒2値）に変換します。

使用できるイメージタイプは選択したファイル形式によって異なる場合があります。詳しくは以下を参照
してください。
「使用できるファイル形式とイメージタイプの組み合わせ」87ページ

L e-文書のカラーモードについて、詳しくは以下を参照してください。
「e-文書法および電子帳簿保存法に適合したスキャン」110ページ

ファイル形式：

スキャンした画像の保存形式を選択します。（購入時の設定は［PDF(マルチページ)］）
保存形式にPDF、PDF/A、またはTIFFを指定するときは、全ての原稿を1つのファイルに保存するか（マ
ルチページ）、それぞれ別のファイルに保存するか（シングルページ）を選択します。

・ 圧縮率：
スキャン画像の圧縮率を選択します。

・ PDF設定：
保存形式をPDFにすると、PDFのセキュリティーが設定できます。
開くときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、文書を開くパスワードを設定します。印
刷したり編集したりするときにパスワードが必要なPDFファイルを作成するには、権限パスワードを設
定します。

解像度：

スキャン解像度を選択します。（購入時の設定は200 dpi、最大値は600 dpi）

読み取り面：

スキャンしたい原稿の面を選択します。（購入時の設定は［両面］）

・ 開き方向(原稿)：
原稿のとじ位置を選択します。

原稿サイズ：

セットした原稿のサイズを選択します。（購入時の設定は［自動検知］）

・ 自動(サイズ)選択時の切出し位置調整：
［自動検知］を選択している場合に、トリミング領域を調整します。

・ ラミネートカード優先：
ラミネート加工された原稿をスキャンするときに、フチの透明な部分もスキャンします。

L 原稿によっては適切な効果が出ないことがあります。
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回転：

スキャンした画像を時計回りに回転します。スキャンする原稿に合わせて、画像を回転する角度を設定し
ます。（購入時の設定は0°）

濃度：

スキャン画像の濃度を選択します。（購入時の設定は±0、最大値は±4）

背景除去：

スキャンした画像から原稿の背景色を削除します。（購入時の設定は［オフ］）
この機能は、背景色が原稿の中で最も明るく均一な色である場合に使用できます。背景色よりも明るい文
字やイラストがあったり、背景に模様があったりすると、正しく適用されません。

文字くっきり：

ぼやけている書類の文字をくっきりとさせます。（購入時の設定は［オフ］）

・ 輪郭強調：
文字のへり（文字と背景の境目）をくっきりさせることができます。
値を大きくすると細い文字のへりが黒くなります。
スキャンした画像にノイズが多い場合は、値を小さくしてください。

・ しきい値：
モノクロ2値（白または黒）の境を調整できます。
値を大きくすると黒い範囲が大きくなり、値を小さくすると白い範囲が大きくなります。

・ ノイズ除去レベル：
ノイズ（黒い斑点）の除去レベルを調整できます。
レベルを上げると、よりしっかりとノイズ除去されます。

影消し：

スキャンした画像から影を除去します。（購入時の設定は［オフ］）

・ 枠幅：
スキャンした画像から、原稿のフチの影を除去します。

書類の傾き補正：

スキャンした画像の傾きを補正します。（購入時の設定は［オン］）
傾きすぎている原稿は補正できません。

白紙ページ除去：

原稿の中に白紙ページがある場合、白紙ページをスキップしてスキャンします。（購入時の設定は［オフ］）
思った通りの結果にならない場合は、検知レベルを調整します。

L ・ 白紙ページとして誤ってスキップされる場合があります。

・ この機能は、貼り合わせた両面原稿をスキャンするときには使用できません。

原稿待ち受けモード：

原稿待ち受けモードを設定します。この機能を使うと、原稿をスキャンした後に自動で連続してスキャン
できます。異なるサイズや種類の原稿を1枚ずつスキャンするときに便利です。（購入時の設定は［オフ］）
各原稿をセットする前に原稿ガイドを調整してください。

・ オン(自動)：継続確認メッセージ表示中に原稿をセットするとスキャンを開始します。
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・ オン(手動)：継続確認メッセージ表示中に［読み取り開始］ボタンを押すとスキャンを開始します。

重送検知：

複数枚の原稿が同時に給紙されたときにエラーを表示します。

・ 超音波で検知：超音波センサーで重送を検知します。検知する範囲を指定できます。（購入時の設定は
［オン］）

・ 長さで検知：原稿の長さで重送を検知します。2番目の原稿の長さが最初の原稿と異なる場合に、重送
とみなします。検知する長さの差を指定できます。（購入時の設定は［オフ］）

ファイル名：

・ ファイルヘッダー：
画像のファイル名の先頭部分を、半角英数字および記号で入力します。（購入時の設定は［未入力］）

・ 日付を入れる：
ファイル名に日付を追加します。（購入時の設定は［オン］）

・ 時刻を入れる：
ファイル名に時間を追加します。（購入時の設定は［オン］）

設定クリア

スキャン設定を購入時の状態に戻します。
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基本設定
画面の明るさ設定

画面の明るさを調整します。（購入時の設定は9）

音の設定

・ 操作音：操作パネルをタップしたときや、ログオン画面で認証に成功したときの音量を設定します。
（購入時の設定は［中］）

・ エラー音：エラーが発生したときや、ログオン画面で認証に失敗したときの音量を設定します。（購入
時の設定は［中］）

スリープ移行時間設定

スキャナーが動作していない状態が続いたときに、自動でスリープ（省電力）モードに移行する時間を設
定します。設定した時間が過ぎると液晶ディスプレイが暗くなります。（購入時の設定は10分）
操作パネルに管理者としてログオンしているときは、スキャナーがスリープモードに移行した時にログオ
フします。

自動電源オフ

自動的にスキャナーの電源を切ります。（購入時の設定は［設定しない］）

日付/時刻設定

・ 日付/時刻：現在の日時と時間を入力します。

・ 時差：協定世界時（UTC）との時差を設定します。

言語選択/Language

画面に表示する言語を選択します。

無操作タイマー設定

［オン］にすると、何も操作しない状態で設定時間が経過したときにホーム画面に戻します。この設定は、
ホーム画面以外の画面が表示されている時に適用されます。（購入時の設定は［オン］、設定時間は
3:00）
操作パネルに管理者としてログオンしているときは、無操作タイマー設定でホーム画面に戻った時にログ
オフします。

コンピューターのUSB接続

コンピューターからのUSB接続を制限できます。制限する場合は［無効］に設定します。（購入時の設定
は［有効］）

ダイレクトパワーオン

スキャナーが電源に接続されたときに、電源ボタンを押さなくともスキャナーをオンにします。（購入時
の設定は［オフ］）

設定メニューの説明 > 基本設定
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スキャン動作設定
低速モード

常に給紙速度を落としてスキャンします。［オン］になっているときは、アイコンが  に変わります。
（購入時の設定は［オフ］）
以下のような場合に有効に設定してください。

・ 原稿が頻繁に詰まるとき

・ 薄手の原稿を給紙するとき

・ 異なる種類やサイズの原稿を一度にスキャンするとき

・ スキャナーの音が大きいと感じたとき

重送検知時動作

重送を検知したときの動作を設定します。（購入時の設定は［即時］）
宛先で［コンピューター］を選択したときのみ設定できます。それ以外のときは、即時に停止します。

・ 即時：重送を検知したとき、ただちに給紙を停止します。

・ 原稿排出後：重送と検知された原稿はそのままスキャンして、次の原稿の給紙を一時的に停止します。
スキャンした画像に問題がなければ、そのままスキャンを再開できます。

重送検知スキップ

次のスキャンだけ重送検知を無効にして、スキャンを継続します。［オン］になっているときは、アイコ

ンが［ ］に変わります。（購入時の設定は［オフ］）
プラスチックカードや封筒など、重送と検知される原稿をスキャンするときに使います。

原稿保護

以下の状態を検知したときにすぐにスキャンを停止して、原稿の破損を軽減します。

・ 給紙エラーが発生した

・ 原稿が傾いて給紙された

この機能を有効にするには、検知のレベルを選択します。各レベルの詳細は、以下の表をご覧ください。
（購入時の設定は［オン(中感度)］）

レベル 説明

オン(低感度) 感度を下げて原稿の傾きを検知します。

オン(中感度) ステープラーで留めたままの原稿の傾きや、［オン(低感度)］で検知できなかった傾き
を検知します。

オン(高感度) 感度を上げて原稿の傾きを検知します。

K ・ この機能は全ての原稿の破損を防止できるものではありません。

・ 給紙の状態によっては、給紙エラーを検知できないことがあります。

設定メニューの説明 > スキャン動作設定
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L 原稿、給紙の状態、およびセットしたレベルによっては、この機能は正しく動作しないことがあります。

・ プラスチックカードや厚紙をスキャンするときは、［オフ］を選択してこの機能を無効にしてください。

・ 誤検知が頻繁に起こるときは、レベルを下げてください。

・ 原稿が不定形だったり、斜めにスキャンされたりした場合は、給紙エラーと誤って検知することがあります。

・ 複数枚の原稿をセットする場合は、原稿の先端を確実にそろえてください。原稿の先端がそろっていないと、正しくス
キャンされていても、給紙エラーと誤って検知することがあります。

・ 原稿が斜めにスキャンされないように、必ず原稿ガイドを原稿に合わせてください。

ガラス面汚れ検知

スキャナー内部のガラス面の汚れを検知します。検知のレベルを選択できます。（購入時の設定は［オ
フ］）
汚れによっては、この機能は正しく動作しないことがあります。

超音波重送検知

原稿が重なって給紙されたときに、重送エラーを検知してスキャンを中止します。（購入時の設定は［オ
フ］）
封筒、プラスチックカード、ラベルまたはシールが貼り付けられた原稿など、原稿によってはこの機能は
正しく動作しないことがあります。

原稿待ち受けモードのタイムアウト時間

原稿待ち受けモードを使用するときのタイムアウト時間を設定します。（購入時の設定は180秒）
[ネットワークフォルダー]、[メール]、[クラウド]、[USBドライブ]からスキャンするときだけ有効な設定
です。 [原稿待ち受けモード]が[オン]のときに、自動でスキャンを終了する時間を設定できます。

読み取り前宛先確認

スキャンする前に宛先を確認します。（購入時の設定は［オフ］）

ホーム画面編集
ホーム画面の表示を編集できます。

・ レイアウト
アイコン一覧の表示方法を変更します。

・ アイコンの追加
設定した［お気に入り］のアイコンの追加や、以前ホーム画面から削除したアイコンを戻します。

・ アイコンの消去
ホーム画面からアイコンを削除します。削除したアイコンを再表示させたいときは、［アイコンの追加］または［ア
イコン表示を初期状態に戻す］を選択します。

・ アイコンの移動
アイコンの表示順を変更します。

・ アイコン表示を初期状態に戻す
ホーム画面の表示を購入時の状態に戻します。

・ ホーム背景色設定
画面の背景色を変更します。

設定メニューの説明 > ホーム画面編集
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ユーザー設定
以下の項目の、読み取り設定の初期値を変更することができます。

・ スキャン to ネットワークフォルダー機能

・ スキャン to メール機能

・ スキャン to USBドライブ 機能機能

・ スキャン to クラウド機能

ネットワーク設定
無線LAN接続設定：

無線LANでスキャナーをネットワークに接続します。接続方法を選択し、画面の指示に従って設定してく
ださい。

ルーター：

・ 無線LANルーターを検索

・ プッシュボタンで設定(AOSS/WPS)

・ その他

・ PINコード自動設定(WPS)

・ カンタン自動設定

・ 無線LANを無効にする
Wi-Fiの設定を無効または再設定することで、ネットワークエラーなどが解消できる場合があ

ります。 -［ルーター］-［設定を変更する］-［その他］-［無線LANを無効に
する］ - ［設定を開始する］の順にタップします。

Wi-Fi Direct：

スマートデバイスと接続するための情報を表示します。
設定を変更する場合は［設定を変更する］をタップします。

・ 接続名を変更する

・ パスワードを変更する

・ 周波数帯を変更する
地域によっては、この設定が表示されないことがあります。

・ Wi-Fi Directを無効にする

・ 初期設定に戻す

有線LAN接続設定：

LANケーブルでスキャナーとハブを接続してネットワークに接続します。このとき、無線LAN接続は無効
になります。

設定メニューの説明 > ネットワーク設定
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ネットワーク情報

以下の項目の、現在のネットワーク設定を表示します。

・ 有線・無線接続状態

・ Wi-Fi Direct接続状態

・ メールサーバー設定情報

詳細設定

設定項目は次の通りです。

・ デバイス名

・ TCP/IP

・ プロキシサーバー

・ メールサーバー

・ サーバー設定

・ コネクションテスト

・ IPv6アドレス

・ Link Speed & Duplex

・ HTTPをHTTPSにリダイレクト

・ IPsec/IPフィルタリングの無効化

・ IEEE802.1Xの無効化

Webサービス設定
Epson Connect設定：

Epson Connectサービスへの登録状態を表示します。
［登録する］を選択すると表示される画面の指示に従って登録できます。
登録すると以下の設定ができます。

・ サービスの一時停止/再開

・ 登録削除

詳細は、以下のサイトをご覧ください。

https://www.epsonconnect.com/

Document Capture Pro設定
動作モード

スキャンする前に、Document Capture Proのインストールされたコンピューターに合わせ、操作パネ
ルで動作モードを設定します。

・ クライアントモード
WindowsまたはMac OSにDocument Capture Proがインストールされているときに選択します。

設定メニューの説明 > Document Capture Pro設定
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・ サーバーモード
Windows ServerにDocument Capture Proがインストールされているときに選択します。続い
て、サーバーアドレスを入力します。

グループ設定

スキャナーのグループ設定を有効にします。Document Capture Proでグループ設定を有効にしたとき
に設定します。

グループ

［グループ設定］が有効のとき、グループ番号を入力します。

アドレス帳管理
アドレス帳登録・変更：

スキャン to メール、スキャン to ネットワークフォルダーで使うアドレスを登録、削除します。

常用管理：

頻繁に使うアドレスを登録して簡単にアクセスできるようにします。また、アドレスの並び順を変えるこ
とができます。

アドレス帳表示方法設定：

アドレス帳の表示方法を変更します。

アドレス帳検索設定：

アドレス帳の検索方法を変更します。

管理者用設定
アドレス帳管理

アドレス帳登録・変更：

スキャン to メール、スキャン to ネットワークフォルダーで使うアドレスを登録、削除します。

常用管理：

頻繁に使うアドレスを登録して簡単にアクセスできるようにします。また、アドレスの並び順を変
えることができます。

アドレス帳表示方法設定：

アドレス帳の表示方法を変更します。

アドレス帳検索設定：

アドレス帳の検索方法を変更します。

設定メニューの説明 > 管理者用設定

179



管理者設定

・ 管理者パスワード：管理者だけがスキャナーの設定を変更できるように、管理者用のパスワードを設定
します。パスワードは20文字以内で設定してください。

・ 管理者ロック：管理者以外のユーザーがスキャナーの設定を変更できないように、ロックを掛けます。

機能制限

パネルロックが有効な場合、以下の項目の設定を変更できます。

・ アドレス帳の登録・変更許可

・ スキャン to メール機能 宛先履歴表示

・ 言語選択の変更許可

・ 宛先情報の保護

パスワード暗号化

パスワードを暗号化します。（購入時の設定は［オフ］）
再起動中に電源を切ると、データが損傷して、スキャナーの設定が初期化されるおそれがあります。その
場合は、パスワードを再設定してください。

お客様利用情報

［許可］を選択するとスキャン枚数など製品の利用情報をセイコーエプソン株式会社に提供します。（購
入時の設定は［拒否］）

WSD設定

WSD（Web Service for Devices）機能の有効、無効を設定します。（購入時の設定は［有効］）

購入時の設定に戻す

・ ネットワーク設定：ネットワークに関する設定を購入時の状態に戻します。

・ ネットワーク設定以外：ネットワークに関する設定を除いて、その他の設定を購入時の状態に戻しま
す。

・ 全ての設定：全ての設定を購入時の状態に戻します。

K ［全ての設定］を選択した場合、スキャナーに登録されたアドレス帳および認証設定のユーザー情報も
全て消去されます。削除した設定情報は元に戻せません。

ファームウェアのアップデート：

現在のバージョンやアップデート可能なファームウェアなど、スキャナーのファームウェア情報を確認で
きます。

アップデート：

ネットワーク上に最新のファームウェアがあるか確認します。ファームウェアのアップデートが可
能なときは、アップデートをするかどうか選択できます。

定期通知設定：

［オン］にすると、最新のファームウェアがあるかどうか定期的に確認してお知らせします。（購
入時の設定は［オン］）

設定メニューの説明 > 管理者用設定
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機器情報
製造番号

スキャナーの製造番号を表示します。

現在のバージョン

スキャナーのファームウェアのバージョンを表示します。

総スキャン枚数

総スキャン枚数を表示します。

片面スキャン枚数

片面スキャンの枚数を表示します。

両面スキャン枚数

両面スキャンの枚数を表示します。

キャリアシートのスキャン枚数

キャリアシートを使用してスキャンした枚数を表示します。

ローラー交換後のスキャン枚数

給紙ローラーキットを交換した後のスキャン枚数を表示します。

定期清掃後のスキャン枚数

クリーニング（定期清掃）後のスキャンの枚数を表示します。

認証装置ステータス

認証装置の状態を表示します。

スキャン枚数リセット

スキャン枚数をリセットします。［ローラー交換後のスキャン枚数］または［定期清掃後のスキャン枚数］
からリセットしたい機能を選択して、［はい］を選択します。

スキャナーのお手入れ
ローラークリーニング

スキャナー内部のローラーのクリーニング方法を表示します。

ローラー交換

給紙ローラーキットを交換する方法を表示します。給紙ローラーキットを交換した後、スキャン枚数をリ
セットできます。

設定メニューの説明 > スキャナーのお手入れ
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定期清掃

スキャナー内部の定期的なクリーニング方法を表示します。クリーニングした後、スキャン枚数をリセッ
トできます。

ガラス面清掃

スキャナー内部のガラス面の清掃方法を表示します。

ローラー交換通知設定
通知枚数設定

ローラー交換の時期をお知らせするスキャン枚数を変更します。（購入時の設定は200,000シート）

定期清掃通知設定
ワーニング通知設定

スキャナー内部のクリーニング時期をお知らせします。（購入時の設定は［オン］）

通知枚数設定

クリーニング時期をお知らせするスキャン枚数を変更します。（購入時の設定は5,000シート）

設定メニューの説明 > 定期清掃通知設定
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スキャナーの外部をクリーニングする
スキャナーの外側のケースが汚れたときは、乾いた布や、中性洗剤や水に浸してよく絞った布で拭き取ります。

K ・ アルコールやシンナーなどの揮発性薬品は使用しないでください。変形や変色のおそれがあります。

・ スキャナーの内部に水分が入らないように注意してください。正常に動作しなくなるおそれがあります。

・ スキャナーを絶対に分解しないでください。

1. Pボタンを押してスキャナーの電源を切ります。

2. スキャナーからACアダプターを取り外します。

3. 中性洗剤や水に浸してよく絞った布で、外側のケースの汚れを拭き取ります。

L タッチパネルは乾いた柔らかい布でから拭きしてください。

スキャナーの内部をクリーニングする
スキャンを繰り返していると、スキャナー内部のローラーやガラス部品などに紙粉やホコリが付着して、給紙不良やス
キャン品質不良の原因となります。5,000枚のスキャンを目安に、スキャナー内部をクリーニングしてください。
現在のスキャン枚数は、操作パネルまたはEpson Scan 2ユーティリティーで確認できます。
汚れがひどいときは、専用のクリーニングキットを使用してください。クリーニングクロスに少量のクリーナーを含ませ
て汚れを拭き取ります。

K ・ アルコールやシンナーなどの揮発性薬品は使用しないでください。変形や変色のおそれがあります。

・ スキャナーに液体をかけたり、潤滑剤などを直接スプレーしたりしないでください。装置や回路が損傷して、正常
に動作しなくなるおそれがあります。

・ スキャナーを絶対に分解しないでください。

1. Pボタンを押してスキャナーの電源を切ります。

2. スキャナーからACアダプターを取り外します。

メンテナンス > スキャナーの内部をクリーニングする
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3. レバーを引いてスキャナーカバーを開けます。

4. 柔らかい布または専用のクリーニングキットで、スキャナーカバー内側のプラスチックローラーおよび底部
のガラス面の汚れを拭き取ります。

K ・ ガラス面に強い力をかけないでください。

・ ブラシや硬いものを使用しないでください。ガラス面に傷が付くと、スキャン品質に影響します。

・ ガラス面にクリーナーを直接スプレーしないでください。

5. 綿棒で、センサーの汚れやホコリを拭き取ります。

K 綿棒にはクリーナーなどの液体を染み込ませないでください。

メンテナンス > スキャナーの内部をクリーニングする

185



6. 分離ローラーのカバーを開けて、分離ローラーを取り外します。

取り外し方は、給紙ローラーキットの交換手順のページをご覧ください。

7. 専用のクリーニングキットまたは水を少し含ませた柔らかい布で、分離ローラーの汚れを拭き取ります。

K 乾いた布でローラーを拭かないでください。ローラーの表面を傷めることがあります。

メンテナンス > スキャナーの内部をクリーニングする

186



8. 給紙ローラーのカバーを取り外して、給紙ローラーを取り外します。

取り外し方は、給紙ローラーキットの交換手順のページをご覧ください。

9. 専用のクリーニングキットまたは水を少し含ませた柔らかい布で、給紙ローラーの汚れを拭き取ります。

K 乾いた布でローラーを拭かないでください。ローラーの表面を傷めることがあります。

10. スキャナーカバーを閉めます。

11. ACアダプターを接続し、スキャナーの電源を入れます。

12. ホーム画面で［スキャナーのお手入れ］を選択します。

13. ［スキャナーのお手入れ］画面で［ローラークリーニング］を選択します。

14. レバーを引いてスキャナーカバーを開けます。

ローラークリーニングモードに入ります。

メンテナンス > スキャナーの内部をクリーニングする
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15. 画面の任意の場所をタップして、底部のゴムローラーを少しずつ回転させます。専用のクリーニングキット
または水を少し含ませた柔らかい布で、ローラーの表面を拭きます。ローラーがきれいになるまで、この作
業を繰り返します。

B ローラーの動作中は、手や髪の毛などが巻き込まれないように注意してください。けがをするおそれがありま
す。

16. スキャナーカバーを閉めます。

ローラークリーニングモードが終了します。

関連情報
& 「クリーニングキットの型番」33ページ
& 「給紙ローラーキットを交換する」189ページ

メンテナンス > スキャナーの内部をクリーニングする
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給紙ローラーキットを交換する
スキャン枚数が耐用枚数を超えると、給紙ローラーキット（給紙ローラーと分離ローラー）の交換が必要になります。操
作パネルまたはコンピューターの画面に交換のメッセージが表示されたら、以下の手順で交換してください。

A：給紙ローラー、B：分離ローラー

1. Pボタンを押してスキャナーの電源を切ります。

2. スキャナーからACアダプターを取り外します。

3. レバーを引いてスキャナーカバーを開けます。

メンテナンス > 給紙ローラーキットを交換する
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4. 給紙ローラーのカバーを開け、スライドして取り外します。

5. ローラー軸の固定具を手前に倒し、給紙ローラーをスライドして取り外します。

K 給紙ローラーを無理に引き抜かないでください。スキャナー内部が破損するおそれがあります。

メンテナンス > 給紙ローラーキットを交換する
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6. 新しい給紙ローラーを、固定具を手前に倒した状態で左側にスライドし、本体の穴に差し込みます。固定具
を奥に戻して固定します。

7. 給紙ローラーのカバーの先端を溝に入れてスライドします。カバーをしっかり閉めます。

メンテナンス > 給紙ローラーキットを交換する
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K ・ カバーは必ず取り付けてください。

・ カバーが閉まりにくい場合は、給紙ローラーが正しく装着されているか確認してください。

・ カバーは浮いた状態で取り付けないでください。

8. 分離ローラーのカバー両端のフックを押して、カバーを開けます。

メンテナンス > 給紙ローラーキットを交換する
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9. 分離ローラーの左側を少し持ち上げ、スライドして取り外します。

10. 新しい分離ローラーの軸を右側の穴に差し込み、ローラーを落とし込みます。

11. 分離ローラーのカバーを閉めます。

K カバーが閉まりにくい場合は、分離ローラーが正しく装着されているか確認してください。

12. スキャナーカバーを閉めます。

13. ACアダプターを接続し、スキャナーの電源を入れます。

14. 操作パネルでスキャン枚数をリセットします。

L 交換後の給紙ローラーと分離ローラーは、必ず法令や地域の条例、自治体の指示に従って廃棄してください。分解はしない
でください。

関連情報
& 「給紙ローラーキットの型番」32ページ

スキャン枚数をリセットする
給紙ローラーキットを交換した後は、スキャン枚数をリセットします。

メンテナンス > スキャン枚数をリセットする
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1. ホーム画面で［設定］-［機器情報］-［スキャン枚数リセット］-［ローラー交換後のスキャン枚数］の順に
選択します。

2. ［はい］をタップします。

関連情報
& 「給紙ローラーキットを交換する」189ページ

節電の設定をする
スキャナーが動作していない状態が続いたときに、省電力のスリープモードに移行する、または自動で電源が切れる設定
にしておくと節電できます。スリープモードに移行するまでの時間、電源が切れるまでの時間も設定できます。設定に
よってエネルギー効率に影響します。環境にご配慮ください。

1. ホーム画面で［設定］を選択します。

2. ［基本設定］を選択します。

3. ［スリープ移行時間設定］または［自動電源オフ］を選択して、時間を設定します。

スキャナーを輸送する
スキャナーを修理に出すときや、引っ越しなどで輸送するときは、以下の手順で梱包します。

1. Pボタンを押してスキャナーの電源を切ります。

2. ACアダプターを取り外します。

3. 接続しているケーブルや機器を取り外します。

メンテナンス > スキャナーを輸送する

194



4. 原稿サポートと排紙トレイを収納します。

K 排紙トレイはしっかり閉めてください。輸送中に破損することがあります。

5. 給紙トレイを取り外します。

6. 保護材を取り付け、購入時の梱包箱か丈夫な箱に入れて梱包します。

ソフトウェアやファームウェアを更新する
ソフトウェアやファームウェアを更新すると、今まで起こっていたトラブルの解消、機能の改善や追加などができます。
最新版のソフトウェアやファームウェアをお使いください。

K ・ 更新中は、コンピューターやスキャナーの電源を切らないでください。
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L スキャナーがインターネットに接続できると、Web Configからファームウェアをアップデートできます。［デバイス管
理］タブ -［ファームウェアアップデート］の順に選択し、画面に表示されるメッセージを確認して、［確認開始］をクリッ
クします。

1. スキャナーとコンピューターが通信可能な状態で、コンピューターがインターネットに接続されていること
を確認します。

2. EPSON Software Updaterを起動して、ソフトウェアまたはファームウェアを更新します。

L Windows Server OSには対応していません。

・ Windows 10
スタートボタンをクリックして、［Epson Software］-［EPSON Software Updater］の順に選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8
検索チャームでソフトウェア名を入力して、表示されたアイコンを選択します。

・ Windows 7
スタートボタンをクリックして、［すべてのプログラム］（または［プログラム］）-［Epson Software］-
［EPSON Software Updater］の順に選択します。

・ Mac OS
［Finder］-［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［EPSON Software Updater］の順に選
択します。

L 一覧に表示されないソフトウェアはEPSON Software Updaterでは更新できません。エプソンのウェブサイトで最新版
のソフトウェアを確認してください。

www.epson.jp/support/

操作パネルを使ってスキャナーのファームウェアを更新する
スキャナーがインターネットに接続されていると、操作パネルでスキャナーのファームウェアを更新できます。新しい
ファームウェアがあるかどうかを定期的に確認して、ある場合には通知するようにも設定できます。

1. ホーム画面で［設定］を選択します。

2. ［管理者用設定］-［ファームウェアのアップデート］-［アップデート］の順に選択します。

L 新しいファームウェアがあるかどうか定期的に確認したいときは、［定期通知設定］-［オン］の順に選択します。

3. 画面に表示されるメッセージを確認して、利用可能なアップデートの検索を開始します。
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4. 新しいファームウェアが見つかったというメッセージが表示されたら、画面の指示に従ってファームウェア
を更新します。

K ・ 更新中はスキャナーの電源を切ったり、電源プラグをコンセントから抜いたりしないでください。スキャ
ナーが故障するおそれがあります。

・ ファームウェアの更新に失敗すると、次回電源を入れたときに「Recovery Mode」（リカバリーモード）
と表示され、スキャナーが動かなくなります。コンピューターでファームウェアの更新をし直してくださ
い。
リカバリーモードになるとネットワーク接続での更新ができないため、以下の手順で作業してください。
1.エプソンのホームページからファームウェアをダウンロードする
2.コンピューターとスキャナーをUSBケーブルで接続する
3.ファームウェアを更新する

www.epson.jp/support/

Web Configでファームウェアをアップデートする
スキャナーがインターネットに接続できると、Web Configからファームウェアをアップデートできます。

1. Web Configで［デバイス管理］タブ-［ファームウェアアップデート］を選択します。

2. ［確認開始］をクリックして、画面に従って操作します。

ファームウェアの確認が始まり、更新されたファームウェアがあるとファームの情報が表示されます。

L Epson Device Adminを使ってもファームウェアをアップデートできます。デバイス一覧でファームウェアの情報が確認
ができます。この方法は、複数のデバイスのファームウェアをアップデートするのに便利です。詳細はEpson Device
Adminのマニュアルやヘルプをご覧ください。

関連情報
& 「スキャナーを設定するソフトウェア（Web Config）」29ページ

スキャナーをインターネットに接続しないでファームウェアをアッ
プデートする
コンピューターでエプソンのウェブサイトから機種用のファームウェアをダウンロードし、USBケーブルで接続して
アップデートすることもできます。ネットワーク経由でアップアップデートができない場合に、この方法をお使いくださ
い。

L アップデートする前に、お使いのコンピューターに必ずEpson Scan 2をインストールしてください。Epson Scan 2が
インストールされていないときは、再インストールしてください。

1. エプソンのウェブサイトで最新ファームウェアのリリースを確認します。

www.epson.jp/support/

・ お使いのスキャナーのファームウェアがあれば、ダウンロードして、次の手順に進みます。

・ ウェブサイトにお使いのスキャナーのファームウェア情報がなければ、すでに最新のファームウェアになって
います。
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2. ファームウェアをダウンロードしたコンピューターとスキャナーをUSBケーブルで接続します。

3. ダウンロードしたexeファイルをダブルクリックします。

Epson Firmware Updaterが起動します。

4. 画面の指示に従って操作します。
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スキャナーのトラブル

操作パネルのエラーメッセージを確認する
操作パネルにエラーメッセージが表示されたら、画面の指示または以下の対処方法に従ってエラーを解決してください。

L ネットワークフォルダーにスキャンして保存するときにエラーメッセージが表示された場合は、以下をご覧ください。
「ネットワークフォルダーへのスキャン時に操作パネルにメッセージが表示される」212ページ

エラーメッセージ 対処方法

コンピューターが見つからないときは、以下をご確認ください。 ・
スキャナーとコンピューターの接続（USBまたはネットワー
ク） ・ 必要なソフトウェアのインストール ・ ソフトウェアの
バージョン ・ コンピューターの電源 ・ ファイアウォールなど
の設定 ・ スキャナーとDocument Capture Proのグループ設
定 ・ 再探索の実行 詳しくはマニュアルをご覧ください。

・ スキャナーがコンピューターに接続されているか確認して
ください。

・ お使いのコンピューター（サーバー）にEpson Scan 2と
Document Capture Pro（またはDocument Capture）
をインストールしてください。

・ 最新バージョンのアプリケーションソフトをインストール
してください。

・ ACアダプターがスキャナーとコンセントに接続されている
か確認してください。
コンセントが正常に使用できることを確認してください。
コンセントにほかの機器を接続し、電源が入るか確認してく
ださい。

・ エプソン製ソフトウェアに対するファイアウォール設定を
確認してください。

・ スキャナーとコンピューターを同じグループに設定してく
ださい。

・ コンピューターを再度検索してください。

アドレスとサブネットマスクの組み合わせが有効ではありませ
ん。 詳しくはマニュアルをご覧ください。

IPアドレス、またはデフォルトゲートウェイに正しい値を入力し
てください。正しい値がわからない場合は、ネットワーク設定を
した方に確認してください。

Recovery Mode ファームウェアのアップデート（更新）に失敗したため、リカバ
リーモードで起動しました。以下の手順でもう一度ファーム
ウェアをアップデートしてください。
1.コンピューターとスキャナーをUSBケーブルで接続します。
（リカバリーモード中のアップデートは、ネットワーク接続では
できません。）
2. 　エプソンのホームページから最新のファームウェアをダウ
ンロードしてアップデートを開始します。
詳しくはダウンロードページの「アップデート方法」をご覧くだ
さい。

関連情報
& 「ソフトウェアやファームウェアを更新する」195ページ
& 「ソフトウェアをインストールする」226ページ
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スキャナーの電源が入らない
・ ACアダプターがスキャナーとコンセントに接続されているか確認してください。

・ お使いのコンセントが機能しているか確認してください。別の機器をコンセントに接続し、電源が入るか確認してく
ださい。

ソフトウェアの接続が解除される
ネットワーク接続でコンピューターからスキャンするとき、15分以上操作しないと自動的に接続が解除されます。ス
キャンするときは、もう一度ソフトウェアを起動してください。
接続を解除するまでの時間は、15分から変更できません。操作パネルでの［スリープ移行時間設定］および［自動電源
オフ］の設定は適用されません。

管理者パスワードを忘れた
サービスマンによる対応が必要です。エプソンの修理窓口にご相談ください。

L Web Configの管理者の購入時の設定（初期値）は以下の通りです。

・ ユーザー名：なし（空欄）

・ パスワード：スキャナーの製造番号（シリアルナンバー）

製造番号は、スキャナー背面に貼られているラベルをご確認ください。管理者パスワードを初期化すると、購入時の設定に
戻ります。

ネットワークスキャンを設定するときのトラブル

トラブルを解決するための糸口
・ エラーメッセージの確認

何らかのトラブルが発生した場合、始めにスキャナーの操作パネルやドライバーの画面などにメッセージが出ていな
いか確認してください。通知メールを送信するように設定してあると、イベントが発生した場合に素早く状態を把握
できます。

・ 通信状態を確認する
サーバーやクライアントコンピューターの通信状態をpingやipconfigなどのコマンドを使って確認します。

・ 接続テスト
メールサーバーとの接続は、スキャナーから接続テストをすることで確認できます。また、クライアントコンピュー
ターからサーバーへのアクセステストをして通信状態を確認します。

・ 設定を初期化する
設定や通信状態に問題がない場合、スキャナーのネットワーク設定を無効にしたり、初期状態に戻して設定をやり直
したりするとトラブルが解消する場合があります。
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関連情報
& 「メールサーバーを登録する」114ページ
& 「操作パネルのエラーメッセージを確認する」200ページ

Web Configにアクセスできない

スキャナーのIPアドレスが設定されていない

対処方法
スキャナーに有効なIPアドレスが設定されていない可能性があります。スキャナーの操作パネルでIPアドレス
を設定してください。スキャナーの操作パネルから現在の設定情報が確認できます。

WebブラウザーがSSL/TLSの暗号強度に対応していない

対処方法
SSL/TLSには暗号強度があります。Web Configは以下のメッセージ暗号化をサポートしているブラウザー
で起動できます。使用しているブラウザーが対応しているか確認してください。

・ 80bit：AES256/AES128/3DES

・ 112bit：AES256/AES128/3DES

・ 128bit：AES256/AES128

・ 192bit：AES256

・ 256bit：AES256

CA署名証明書の有効期限が切れた

対処方法
証明書の有効期限に問題がある場合、Web ConfigにSSL/TLS通信（https）で接続したときに「有効期限が
切れている」と表示されます。証明書の有効期限内に表示されるときは、スキャナーの時刻が正しく設定されて
いるか確認してください。

証明書とスキャナーのコモンネームが一致していない

対処方法
コモンネームの不一致が起こると、Web ConfigにSSL/TLS通信（https）で接続したときに「セキュリティー
証明書の名前が一致しません...」と表示されます。これは以下のIPアドレスが一致していないために発生しま
す。

・ 自己署名証明書の作成や更新時、CSRの作成時にコモンネームで記述したスキャナーのIPアドレス

・ Web Configの起動時にブラウザーに入力したIPアドレス

自己署名証明書の場合は証明書を更新してください。
CA署名証明書の場合は該当のスキャナー用に証明書を取得し直してください。

困ったときは > ネットワークスキャンを設定するときのトラブル > トラブルを解決するための糸口

202



ブラウザーにローカルアドレスのプロキシサーバー設定がされていない

対処方法
スキャナーでプロキシサーバーを使用する設定にしている場合、ブラウザーでローカルアドレスへの接続にプロ
キシサーバーを経由しないよう設定します。

・ Windows：
［コントロールパネル］－［ネットワークとインターネット］－［インターネットオプション］－［接続］
－［LANの設定］の［プロキシ サーバー］で、LAN（ローカルアドレス）にプロキシサーバーを使わない
設定にします。

・ Mac OS：
［システム環境設定］－［ネットワーク］－［詳細］－［プロキシ］で［プロキシ設定を使用しないホスト
とドメイン］にローカルアドレスを登録します。
記入例：
192.168.1.*：ローカルアドレス　192.168.1.XXX、サブネットマスク　255.255.255.0の場合

192.168.*.*：ローカルアドレス　192.168.XXX.XXX、サブネットマスク　255.255.0.0の場合

コンピューターの設定でDHCPが無効になっている

対処方法
コンピューターの設定で、IPアドレスを自動的に取得するDHCPが無効になっている場合は、Web Configに
アクセスできないことがあります。DHCPを有効にしてください。
Windows 10の設定例：
コントロールパネルを開き、［ネットワークとインターネット］-［ネットワークと共有センター］-［アダプ
ターの設定の変更］の順にクリックします。お使いの接続のプロパティ画面を起動し、［インターネットプロト
コルバージョン4（TCP/IPv4）］または［インターネットプロトコルバージョン6（TCP/IPv6）］のプロパ
ティ画面を開きます。表示された画面で［IPアドレスを自動的に取得する］が選択されていることを確認しま
す。

スキャンを開始するときのトラブル

コンピューターからスキャンできない
コンピューターとスキャナーが接続できているか確認してください。
接続している場合としていない場合で原因と対処方法が異なります。

接続状態を確認する（Windows）
Epson Scan 2ユーティリティーを起動して、スキャナーとコンピューターの接続状態を確認します。

L Epson Scan 2ユーティリティーは、スキャンソフトウェアに付属してインストールされるソフトウェアです。

1. Epson Scan 2ユーティリティーを起動します。

・ Windows 10
スタートボタンをクリックして、［EPSON］-［Epson Scan 2ユーティリティー］の順に選択します。
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・ Windows 8.1/Windows 8
検索チャームでソフトウェア名を入力して、表示されたアイコンを選択します。

・ Windows 7
スタートボタンをクリックして、［すべてのプログラム］（または［プログラム］）-［EPSON］-［Epson
Scan 2］-［Epson Scan 2ユーティリティー］の順に選択します。

2. ［Epson Scan 2ユーティリティー］画面で［スキャナー］リストを開き［設定］をクリックして［スキャ
ナーの設定］画面を開きます。
すでに［Epson Scan 2ユーティリティー］画面に［スキャナーの設定］画面が表示されているときは、次の手順
に進みます。

3. お使いのスキャナーが［スキャナーの設定］画面に表示されないときは、スキャナーが検出されていません。

［追加］をクリックして、お使いのスキャナーを［ネットワークスキャナーの追加］画面に追加してください。

スキャナーを検索できないときや、正しいスキャナーを選択してもスキャンできないときは、関連情報を確認してくださ
い。

関連情報
& 「ネットワークに接続できない」205ページ
& 「USB接続できない」208ページ
& 「接続できているのにスキャンできない」209ページ

接続状態を確認する（Mac OS）
Epson Scan 2ユーティリティーを起動して、スキャナーとコンピューターの接続状態を確認します。

L Epson Scan 2ユーティリティーは、スキャンソフトウェアに付属してインストールされるソフトウェアです。

1. Epson Scan 2ユーティリティーを起動します。

［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［Epson Scan 2ユーティリティー］の順に選択します。

2. ［Epson Scan 2ユーティリティー］ 画面で［スキャナー］リストを開き［設定］をクリックして［スキャ
ナーの設定］画面を開きます。
すでに［Epson Scan 2ユーティリティー］画面に［スキャナーの設定］画面が表示されているときは、次の手順
に進みます。

3. お使いのスキャナーが［スキャナーの設定］画面に表示されないときは、スキャナーが検出されていません。

アイコンをクリックして、ソフトウェアに変更を加えることを許可してください。

4. アイコンをクリックして、お使いのスキャナーを［ネットワークスキャナーの追加］ 画面に追加してくだ
さい。

スキャナーを検索できないときや、正しいスキャナーを選択してもスキャンできないときは、関連情報を確認してくださ
い。

関連情報
& 「ネットワークに接続できない」205ページ
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& 「USB接続できない」208ページ
& 「接続できているのにスキャンできない」209ページ

ネットワークに接続できない
以下の原因が考えられます。

無線LAN接続でネットワーク機器に何らかの問題があります。

対処方法
ネットワークに接続したい各デバイスの電源を切ってください。約10秒待ってから無線LANルーター（アクセ
スポイント）、コンピューターまたはスマートデバイス、スキャナーの順に電源を入れます。電波が届きやすい
ように機器を無線LANルーター（アクセスポイント）に近づけて、設定し直してください。

機器と無線LANルーターが離れていて電波が届いていません。

対処方法
コンピューターまたはスマートデバイスとスキャナーを無線LANルーターの近くに移動して、無線LANルー
ターの電源を入れ直してください。

無線LANルーターを交換した場合、設定が新しいルーターに合っていません。

対処方法
新しい無線LANルーターに合うように、接続設定をやり直してください。

& 「無線LANルーターを交換したとき」231ページ

困ったときは > スキャンを開始するときのトラブル > コンピューターからスキャンできない
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接続しているSSIDがコンピューターやスマートデバイスとスキャナーで異なっています。

対処方法
複数の無線LANルーターを使用している場合や、1台で複数のSSIDを使用できる無線LANルーターの場合、コ
ンピューターやスマートデバイスが接続しているSSIDとスキャナーが接続しているSSIDが異なっていると接
続できません。
コンピューターやスマートデバイスをスキャナーと同じSSIDに接続してください。

ワイヤレスルーターのプライバシーセパレーター機能が有効です。

対処方法
多くの無線LANルーター（アクセスポイント）やモバイルルーターには、機器間の通信を遮断するプライバシー
セパレーター機能があります。同じSSIDに接続されていてもスキャナーとコンピューターまたはスマートデ
バイス間で通信できない場合は、無線LANルーター（アクセスポイント）のプライバシーセパレーター機能を
無効にしてください。詳しくは無線LANルーター（アクセスポイント）のマニュアルをご覧ください。

IPアドレスが正しく割り当てられていません。

対処方法
IPアドレスが「169.254.XXX.XXX」、サブネットマスクが「255.255.0.0」の場合は、IPアドレスが正し
く割り当てられていない可能性があります。
スキャナーの操作パネルで、［設定］-［ネットワーク設定］-［詳細設定］-［TCP/IP］の順に選択して、ス
キャナーに割り当てられているIPアドレスとサブネットマスクを確認してください。
ワイヤレスルーターを再起動するか、スキャナーのネットワーク設定をリセットします。

& 「ネットワークを再設定する方法」231ページ

コンピューターのネットワーク設定に問題があります。

対処方法
コンピューターからウェブサイトを閲覧できるか確認してください。閲覧できない場合はコンピューターの
ネットワーク設定に問題があります。
コンピューターのネットワーク接続を確認してください。詳しくはコンピューターのマニュアルをご覧くださ
い。
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IEEE 802.3az（省電力イーサーネット）に対応した機器を使って有線LAN接続しています。

対処方法
IEEE 802.3az（Energy Efficient Ethernet、省電力イーサネット）に対応した機器を使って有線LAN接続
する場合、一部のハブやルーターを使用したときに以下の現象が発生することがあります。

・ 接続したりしなかったりして不安定になる

・ 接続できなくなる

・ 通信速度が遅くなる

以下の手順で、スキャナーのIEEE 802.3azを無効にして接続してください。

1. コンピューターとスキャナーそれぞれにつながっているLANケーブルを外します。

2. コンピューターのIEEE 802.3azが有効になっている場合は、無効にします。

詳しくはコンピューターのマニュアルをご覧ください。

3. LANケーブルでコンピューターとスキャナーを直接接続します。

4. スキャナーでネットワーク設定を確認します。

［設定］-［ネットワーク情報］-［IPアドレス］の順に選択します。

5. スキャナーのIPアドレスを確認します。

6. コンピューターで、Web Configを起動します。

Webブラウザーを起動し、スキャナーのIPアドレスを入力してください。
「ブラウザーでWeb Configを起動する」29ページ

7. ［ネットワーク］タブ-［有線LAN］の順に選択します。

8. ［IEEE 802.3az］で［オフ］を選択します。

9. ［次へ］をクリックします。

10. ［設定］をクリックします。

11. コンピューターとスキャナーそれぞれにつながっているLANケーブルを外します。

12. 手順2でコンピューターのIEEE 802.3azを無効にした場合は、有効にします。

13. 手順1で外したLANケーブルをコンピューターとスキャナーにつなぎます。

上記の手順をしてもこの現象が発生する場合は、スキャナー以外の機器が原因となっている可能性があります。

スキャナーの電源が入っていません。

対処方法
スキャナーの電源が入っているか確認してください。
また、スキャナーの電源ランプの点滅が点灯に変わり、使用できる状態になるまでお待ちください。
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Epson Scan 2ユーティリティーのネットワーク設定が保存されない
コンピューターのセキュリティ設定により、Epson Scan 2ユーティリティーのネットワーク設定が保存されないこと
があります。
設定情報を保存するためのファイルに、Epson Scan 2ユーティリティーがアクセスできないことが原因です。
セキュリティ設定を一時的に緩和し、Epson Scan 2ユーティリティーの設定情報をファイルに保存したあと、セキュ
リティ設定を元に戻します。
以下の手順はWindows 10の場合の設定例です。

1. コントロールパネルを起動し、［ユーザーアカウント］-［ユーザーアカウント］-［ユーザーアカウント制御
方法の変更］をクリックします。

2. ［ユーザーアカウント制御の設定］画面で、設定のスライダーを「アプリがコンピューターに変更を加えよ
うとする場合のみ通知する（規定）」に変更し、［OK］をクリックします。

3. Epson Scan 2ユーティリティーを起動して、もう一度スキャナーのネットワーク設定をします。

4. ［ユーザーアカウント制御の設定］画面をもう一度開き、セキュリティ設定のスライダーを変更前の位置に
戻して、［OK］をクリックします。

USB接続できない
以下の原因が考えられます。

USBケーブルがしっかりと差し込まれていません。

対処方法
スキャナーとコンピューターを接続しているUSBケーブルを、しっかりと差し込んでください。

困ったときは > スキャンを開始するときのトラブル > コンピューターからスキャンできない
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USBハブに問題があります。

対処方法
USBハブ使用時は、スキャナーとコンピューターを直接接続してみてください。

USBケーブルか差し込み口に問題があります。

対処方法
USBケーブルの差し込み口を変えてみてください。それでも解決しないときはUSBケーブルを変えてみてく
ださい。

スキャナーの電源が入っていません。

対処方法
スキャナーの電源が入っているか確認してください。
また、スキャナーの電源ランプの点滅が点灯に変わり、使用できる状態になるまでお待ちください。

接続できているのにスキャンできない

コンピューターに必要なソフトウェアがインストールされていません。

対処方法
以下のソフトウェアがインストールされていることを確認してください。

・ Document Capture Pro（Windows）またはDocument Capture（Mac OS）

・ Epson Scan 2

ソフトウェアがインストールされていないときは、再インストールしてください。

& 「ソフトウェアをインストールする」226ページ

スキャナーの操作パネルにジョブが割り当てられていない

対処方法
Document Capture Pro（Windows）またはDocument Capture（Mac OS）で、スキャナーの操作パネ
ルにジョブが割り当てられているか確認してください。

& 「ジョブを作成し、操作パネルに割り当てる（Windows）」107ページ

TWAIN準拠のソフトウェアを使用しているとき、正しいスキャナーを選択していません。
（Windows）

対処方法
お使いのソフトウェアで正しいスキャナーが選択されているか確認してください。

AirPrintの設定が無効になっています。

対処方法
Web ConfigでAirPrintの設定を有効にしてください。

困ったときは > スキャンを開始するときのトラブル > コンピューターからスキャンできない
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スマートデバイスからスキャンできない
スマートデバイスとスキャナーが接続できているか確認してください。
接続している場合としていない場合で原因と対処方法が異なります。

接続状態を確認する（スマートデバイス）
Epson Smart Panelを使って、スマートデバイスとスキャナーの接続状態を確認してください。

1. スマートデバイスでEpson Smart Panelを起動します。

2. Epson Smart Panelにお使いのスキャナー名が表示されるかどうかを確認します。

スキャナー名が表示されている場合は、スマートデバイスとスキャナーは接続しています。
スキャナーが選択されていないメッセージが表示された場合は、スマートデバイスとスキャナーは接続していませ
ん。Epson Smart Panelの案内に従って、スマートデバイスとスキャナーを接続してください。

お使いのスキャナーがネットワークに接続されていないときは、関連情報を確認してください。

関連情報
& 「ネットワークに接続できない」210ページ

ネットワークに接続できない
以下の原因が考えられます。

無線LAN接続でネットワーク機器に何らかの問題があります。

対処方法
ネットワークに接続したい各デバイスの電源を切ってください。約10秒待ってから無線LANルーター（アクセ
スポイント）、コンピューターまたはスマートデバイス、スキャナーの順に電源を入れます。電波が届きやすい
ように機器を無線LANルーター（アクセスポイント）に近づけて、設定し直してください。

機器と無線LANルーターが離れていて電波が届いていません。

対処方法
コンピューターまたはスマートデバイスとスキャナーを無線LANルーターの近くに移動して、無線LANルー
ターの電源を入れ直してください。

困ったときは > スキャンを開始するときのトラブル > スマートデバイスからスキャンできない
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無線LANルーターを交換した場合、設定が新しいルーターに合っていません。

対処方法
新しい無線LANルーターに合うように、接続設定をやり直してください。

& 「無線LANルーターを交換したとき」231ページ

接続しているSSIDがコンピューターやスマートデバイスとスキャナーで異なっています。

対処方法
複数の無線LANルーターを使用している場合や、1台で複数のSSIDを使用できる無線LANルーターの場合、コ
ンピューターやスマートデバイスが接続しているSSIDとスキャナーが接続しているSSIDが異なっていると接
続できません。
コンピューターやスマートデバイスをスキャナーと同じSSIDに接続してください。

ワイヤレスルーターのプライバシーセパレーター機能が有効です。

対処方法
多くの無線LANルーター（アクセスポイント）やモバイルルーターには、機器間の通信を遮断するプライバシー
セパレーター機能があります。同じSSIDに接続されていてもスキャナーとコンピューターまたはスマートデ
バイス間で通信できない場合は、無線LANルーター（アクセスポイント）のプライバシーセパレーター機能を
無効にしてください。詳しくは無線LANルーター（アクセスポイント）のマニュアルをご覧ください。

IPアドレスが正しく割り当てられていません。

対処方法
IPアドレスが「169.254.XXX.XXX」、サブネットマスクが「255.255.0.0」の場合は、IPアドレスが正し
く割り当てられていない可能性があります。
スキャナーの操作パネルで、［設定］-［ネットワーク設定］-［詳細設定］-［TCP/IP］の順に選択して、ス
キャナーに割り当てられているIPアドレスとサブネットマスクを確認してください。
ワイヤレスルーターを再起動するか、スキャナーのネットワーク設定をリセットします。

& 「ネットワークを再設定する方法」231ページ
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スマートデバイスのネットワーク設定に問題があります。

対処方法
スマートデバイスからウェブサイトを閲覧できるか確認してください。閲覧できない場合はスマートデバイス
のネットワーク設定に問題があります。
スマートデバイスのネットワーク接続を確認してください。詳しくはスマートデバイスのマニュアルをご覧く
ださい。

スキャナーの電源が入っていません。

対処方法
スキャナーの電源が入っているか確認してください。
また、スキャナーの電源ランプの点滅が点灯に変わり、使用できる状態になるまでお待ちください。

操作パネルから共有フォルダーにスキャンできない

ネットワークフォルダーへのスキャン時に操作パネルにメッセージが表示さ
れる
操作パネルにメッセージが表示されたら、画面の指示または以下の対処方法に従ってエラーを解決してください。

メッセージ 対処方法

DNSエラーが発生しました。 DNS設定
を確認してください。

コンピューターに接続できません。以下を確認してください。

・ スキャナーのアドレス帳に登録しているアドレスと、共有フォルダーのアドレスが
同じに設定されているか確認してください。

・ コンピューター名にひらがな、カタカナ、漢字、全角英数字の2バイト文字が使用
されているときは、半角英数字に直して設定し、アドレス帳を登録し直してくださ
い。

・ コンピューターのIPアドレスが手動で固定設定されているときは、ネットワークパ
スのコンピューター名をコンピューターのIPアドレスに置き換えてみてくださ
い。
記入例：\\EPSON02\SCAN → \\192.168.xxx.xxx\SCAN

・ 保存先コンピューターの電源が入っているか、またはスリープ状態になっていない
か確認をしてください。スリープ状態のときは、共有フォルダーに保存できませ
ん。

・ 保存先のコンピューターのファイアウォール、セキュリティーソフトを一時的に停
止して確認してください。エラーが解決したら、セキュリティーソフトの設定を確
認してください。

・ ネットワークの場所が［パブリックネットワーク］になっているときは、共有フォ
ルダーに保存できません。ポートの解放設定などを個別に設定してください。

・ IPアドレスがDHCPのとき、一度LANを切断すると、次にLANに接続したときに
IPアドレスが変わることがあります。IPアドレスの取得をやり直してください。

・ DNSの設定に問題がないか確認してください。DNSの設定値は、ネットワーク管
理者に問い合わせてください。

・ DNSサーバーの管理テーブルが更新されていないときは、コンピューター名とIP
アドレスが一致していないことがあります。DNSサーバーの管理者に問い合わせ
てください。
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メッセージ 対処方法

認証エラーが発生しました。 保存先、
ユーザー名、パスワードを確認してくださ
い。

フォルダーの共有アクセスを許可しているユーザーのログオン名/パスワードと、アド
レス帳に登録しているユーザー名/パスワードが一致しているか確認してください。ま
た、パスワードの有効期限が切れていないか確認してください。

通信エラーが発生しました。 ネットワー
ク接続状態を確認してください。

アドレス帳に登録されたネットワークフォルダーと通信できません。以下を確認して
ください。

・ スキャナーのアドレス帳に登録しているアドレスと、共有フォルダーのアドレスが
同じに設定されているか確認してください。

・ アドレス帳に登録しているユーザーのアクセス許可が、共有フォルダーのプロパ
ティの［共有］タブと［セキュリティ］タブの両方に追加されている必要がありま
す。また、変更の「許可」にチェックが入っている必要があります。

同じ名前のファイルがあります。 ファイ
ル名を変更してスキャンし直してくださ
い。

ファイル名の設定を変更してください。または、共有フォルダーのファイルを移動した
り、名前を変更したり、削除したりしてください。

スキャンしたファイルが大きすぎます。
XXページが送信済みです。 保存先を確
認してください。

コンピューターにファイルを保存できる容量がありません。コンピューターのハード
ディスクの空き容量を増やしてください。

エラーの発生箇所を確認する

共有フォルダーに保存するとき、以下の項目を上から順に行います。エラーが発生したとき、エラーの発生箇所を判断で
きます。

項目 動作内容 エラーメッセージ

接続 スキャナーから保存先コンピューターに接続する。 DNSエラーが発生しました。 DNS設定を
確認してください。

コンピューターへのログオ
ン

ユーザー名とパスワードを入れてログオンする。 認証エラーが発生しました。 保存先、ユー
ザー名、パスワードを確認してください。

保存場所の確認 共有フォルダーのネットワークパスを確認する。 通信エラーが発生しました。 ネットワーク
接続状態を確認してください。

ファイル名の確認 フォルダー内に同じ名前のファイルがないかを確認
する。

同じ名前のファイルがあります。 ファイル
名を変更してスキャンし直してください。

ファイルの書き込み フォルダーにファイルを書き込む。 スキャンしたファイルが大きすぎます。
XXページが送信済みです。 保存先を確認
してください。
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保存に時間がかかる

「ドメインネーム」と「IPアドレス」を対応させる名前解決に時間がかかっています。

対処方法
以下の設定を確認してください。

・ DNSの設定に問題がないか確認してください。

・ Web Configで確認するとき、各DNSの設定が正しくされているか確認してください。

・ DNSドメイン名が正しく設定されているか確認してください。

操作パネルからクラウドにスキャンできない
・ スキャン to クラウド機能を使用する時のトラブルについて、詳細はEpson Connectのウェブサイトでトラブル

シューティングのページをご覧ください。

https://www.epsonconnect.com/ - スキャン to クラウド機能（スキャンしてクラウドへ）の［Learn More］ -

もくじのプルダウンリスト - Epson Connectサービスのトラブルシューティング - スキャン to クラウド機能（ス
キャンしてクラウドへ）

・ クラウドサービスに正しいログイン情報を入力しているか確認してください。

・ クラウドサービスが稼働しているか確認してください。システムメンテナンスなどのためにサービスが停止するこ
とがあります。詳細は、各サービスのウェブサイトをご覧ください。

スキャンした画像をメールで送信できない
・ 有効なメールアドレスを入力しているか確認してください。

・ メールサーバーの設定が正しいか確認してください。

・ メールサーバーが稼働しているかメールサーバーの管理者に確認してください。

関連情報
& 「メールサーバーとの接続を確認する」117ページ

Microsoft Exchange Online使用時にメール送信できない

サインインできない、またはユーザーがログインできない

Entra IDで条件付きアクセスポリシーによりブロックされている場合があります。

対処方法：
Entra IDで条件付きアクセスポリシーを確認してください。
詳細の手順は、「Microsoft Learn」サイトでご確認ください。

困ったときは > スキャンを開始するときのトラブル > スキャンした画像をメールで送信できない
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メール送信できない

状況：
「この機能の利用には、メールサービスへのサインインが必要です。管理者にお問い合わせください」と表示されます。

対処方法：
Web Configで、現在の状態を確認してください。以下の順に選択します。
［ネットワーク］タブ-［メールサーバー］-［基本］

［現在の状態］が［サインイン］になっている場合は、サインインの情報がスキャナーに保存できていない可能性があり
ます。［設定］をクリックし、設定情報をスキャナーに送信します。
［現在の状態］がなく、［サインイン］のボタンが表示されている場合は、サインインの操作をしてください。
「メールサーバーのOAuth 2.0認証を設定する」116ページ

状況：
クラウドサービスまたはメールサービスとの連携がされていないか、連携の有効期限が切れています。

対処方法：
クラウドサービスまたはメールサービスの連携を実施してください。

状況：
クラウドサービスへの再サインインが必要です。

対処方法：
クラウドサービスにサインインしてください。

困ったときは > スキャンを開始するときのトラブル > スキャンした画像をメールで送信できない
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有効期限切れのメッセージが表示される

サインインをしてからメール送信機能を利用しない状態が一定期間経過しています。
OAuth 2.0認証を使用しているスキャナーが長期間利用されなかった、メール送信の機能が使われない場合、アクセス
トークン、リフレッシュトークンが無効になります。

対処方法：
管理者が再度、サインインの操作をしてください。
「メールサーバーのOAuth 2.0認証を設定する」116ページ

認証時のトラブル

パスワードや ID 番号を忘れた
パスワードや ID 番号を忘れたときは、システム管理者にお問い合わせください。

認証カードをかざしても認証音が鳴らない
スキャナーがスリープ（省電力）モードになっていて、パネルに何も表示されていない場合、認証音が鳴らないことがあ
ります。

操作パネルに一部の漢字が表示されない
操作パネルに表示できる漢字は、JIS 第1水準、第2水準だけです。

給紙のトラブル

複数枚の原稿が一度に給紙される（重送）
重送が発生したときは、以下を確認してください。

・ 詰まった原稿がスキャナーの内部にあるときは、スキャナーカバーを開けて原稿を取り除いて、スキャナーカバーを
閉めます。

・ スキャンした画像を確認して、必要に応じてもう一度スキャンします。

頻繁に重送される場合は、以下を試してください。

・ セット時に注意が必要な（保証されていない）原稿をセットすると、重送されることがあります。

・ スキャナー内部のローラーをクリーニングしてください。

困ったときは > 給紙のトラブル > 複数枚の原稿が一度に給紙される（重送）
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・ 一度にセットする原稿の枚数を少なくしてください。

・ 操作パネルで［低速モード］を有効にして、給紙速度を遅くしてください。

・ ［原稿待ち受けモード］を使って、原稿を1枚ずつスキャンしてください。
Document Capture Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンをクリックして、Epson
Scan 2の画面を開きます。

関連情報
& 「原稿待ち受けモードでスキャンする」108ページ
& 「スキャナーの内部をクリーニングする」184ページ
& 「詰まった原稿を取り除く」217ページ

詰まった原稿を取り除く
原稿が詰まったときは、以下の手順で取り除きます。

L Epson Smart Panelは、長尺紙（393.8 mm 以上）に対応していません。

1. 給紙トレイに残っている原稿を取り除きます。

2. レバーを引いてスキャナーカバーを開けます。

困ったときは > 給紙のトラブル > 詰まった原稿を取り除く
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3. 内部に詰まった原稿をゆっくり取り除きます。

4. 原稿をまっすぐ引き出せない場合は、詰まった原稿を排紙トレイから矢印の方向に引き出します。

K スキャナー内部に紙片が残っていないか確認してください。

5. スキャナーカバーを閉めます。

関連情報
& 「複数枚の原稿が一度に給紙される（重送）」216ページ
& 「原稿保護が正しく動作しない」219ページ

原稿が頻繁に詰まる
紙詰まりが頻繁に発生する場合は、以下を試してください。

困ったときは > 給紙のトラブル > 原稿が頻繁に詰まる
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・ 操作パネルで［低速モード］を有効にして、給紙速度を遅くしてください。

・ スキャナー内部のローラーをクリーニングしてください。

・ 排紙された原稿が排紙トレイの上で重なって詰まってしまうときは、排紙トレイを使用しないでください。

関連情報
& 「スキャナーの内部をクリーニングする」184ページ
& 「複数枚の原稿が一度に給紙される（重送）」216ページ
& 「原稿保護が正しく動作しない」219ページ

原稿保護が正しく動作しない
スキャンする原稿およびセットしたレベルによっては、この機能は正しく動作しないことがあります。

・ プラスチックカードや厚紙をスキャンするときは、［オフ］を選択してこの機能を無効にしてください。

・ 誤検知が頻繁に起こるときは、レベルを下げてください。

・ 原稿が破損したときは、この機能が有効になっているか確認してください。すでに有効になっているときは、保護の
レベルを上げてください。

関連情報
& 「スキャン動作設定」175ページ
& 「詰まった原稿を取り除く」217ページ

原稿が汚れる
スキャナーの内部をクリーニングしてください。

関連情報
& 「スキャナーの内部をクリーニングする」184ページ

連続スキャン中にスキャン速度が極端に遅くなった
ADFで連続スキャンしていると、高温によるスキャナーの損傷を防ぐための機能が働き、スキャンの速度が遅くなりま
す。スキャンは継続できます。
スキャン速度を回復させるには、電源を入れたままスキャンしない状態で30分以上放置してください。電源を切って放
置しても回復しません。

スキャンに時間がかかる
・ 高解像度や、画像調整機能、ファイル形式などのスキャン条件によっては、スキャン速度が遅くなることがありま

す。

困ったときは > 給紙のトラブル > スキャンに時間がかかる
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・ SuperSpeed USBまたはHi-Speed USBポートを搭載したコンピューターは、従来のUSBポート搭載コンピュー
ターより高速でスキャンできます。SuperSpeed USBまたはHi-Speed USBポートを使用しているときは、コン
ピューターがOSのシステム要件を満たしているか確認してください。

・ セキュリティーソフトを使用している場合は、TWAIN.logファイルを監視対象から外すか、TWAIN.logファイルを
読み取り専用にしてください。セキュリティーソフトの設定方法については、ソフトウェアのヘルプなどをご覧くだ
さい。TWAIN.logファイルは、以下の場所に保存されています。
C:\ユーザー\（ユーザー名）\AppData\Local\Temp

スキャン品質のトラブル

ADFでスキャンした画像に直線が現れる

・ ADFをクリーニングしてください。
ADFに付いているゴミや汚れが原因で、画像に直線が出ることがあります。

・ 原稿に付いているゴミや汚れを取り除いてください。

・ ［ガラス面汚れ検知］機能を使うと、スキャナー内部のガラス面の汚れを検知してお知らせします。
ホーム画面から［設定］を選択し、［スキャン動作設定］-［ガラス面汚れ検知］の順に選択して、［オン(低感度)］
または［オン(高感度)］を選択します。
警告が表示されたときは、スキャナー内部のガラス面を専用のクリーニングキットまたは柔らかい布で清掃してくだ
さい。

L ・ 汚れによっては正しく検知できません。

・ 正しく検知できないときは、設定を変更してください。
汚れを検知できないときは、［オン(高感度)］を選択します。汚れが誤って検知されるときは、［オン(低感度)］また
は［オフ］を選択します。

関連情報
& 「スキャナーの内部をクリーニングする」184ページ

ガラス面の汚れの通知が消えない
スキャナー内部をクリーニングしてもガラス面の汚れの通知が消えないときは、もう一度ガラス面を確認してください。
ガラス面に傷があると、汚れとして検知されることがあります。
ガラス面に傷があるときは、部品の交換が必要です。販売店にお問い合わせください。

困ったときは > スキャン品質のトラブル > ガラス面の汚れの通知が消えない
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スキャンした画像に濃淡のムラが出る

直射日光などの強い光に当たる場所でスキャナーを使用すると、内部のセンサーが光を誤検知して、スキャンした画像に
濃淡のムラが出ることがあります。

・ スキャナーの前面に強い光が当たらないように、スキャナーの向きを変えてください。

・ 強い光が当たらない場所にスキャナーを移動してください。

スキャンした画像が伸びる、縮む
スキャンした画像が伸びたり縮んだりするときは、Epson Scan 2ユーティリティーの［調整］機能で画像の伸縮率を
調整できます。この機能はWindowsのみで使用できます。

L Epson Scan 2ユーティリティーは、お使いのスキャナーソフトウェアに付属してインストールされる設定ソフトウェア
です。

1. Epson Scan 2ユーティリティーを起動します。

・ Windows 10/Windows Server 2016
スタートボタンをクリックして、［EPSON］-［Epson Scan 2ユーティリティー］の順に選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8/Windows Server 2012 R2/Windows Server 2012
検索チャームでソフトウェア名を入力して、表示されたアイコンを選択します。

・ Windows 7/Windows Server 2008 R2
スタートボタンをクリックして、［すべてのプログラム］または［プログラム］-［EPSON］-［Epson Scan
2］-［Epson Scan 2ユーティリティー］の順に選択します。

2. ［調整］タブを選択します。

3. ［画像の伸縮率］で、スキャンした画像の伸縮率を調整します。

4. ［適用］をクリックして、設定をスキャナーに適用します。

原稿の裏面が写る
原稿の裏面の画像も読み取られ、スキャンした画像に写ることがあります。

困ったときは > スキャン品質のトラブル > 原稿の裏面が写る
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・ ［イメージタイプ］で、［自動］、［カラー］、または［グレー］を選択したとき：

・ Epson Scan 2の画面で［背景除去］を選択してください。Document Capture Proをお使いのときは、［ス
キャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、Epson Scan 2の画面を開きます。
［拡張設定］タブで［背景除去］を選択します。

・ ［文字くっきり］が選択されているか確認してください。
Document Capture Pro（Windows）/Document Capture（Mac OS X）：［スキャン設定］画面で［文
字くっきり］を選択します。
Epson Scan 2：［拡張設定］タブで［文字くっきり］を選択します。

・ ［イメージタイプ］で［モノクロ］を選択したとき：
［文字くっきり］が選択されているか確認してください。
Document Capture Pro（Windows）/Document Capture（Mac OS X）：［スキャン設定］画面で［文字くっ
きり］を選択します。
Epson Scan 2：［拡張設定］タブで［文字くっきり］を選択します。
スキャン画像の状態によっては、Epson Scan 2の画面で［設定］をクリックし、［輪郭強調］のレベルを下げる
か、［ノイズ除去レベル］のレベルを上げてみてください。

スキャンした文字や画像がぼやける
解像度を上げたり、画質調整をしたりすることでスキャンした文字や画像を改善できます。

・ 解像度を変更してスキャンし直してください。
スキャン画像の用途に合う適切な解像度を設定してください。

・ ［文字くっきり］が選択されているか確認してください。
Document Capture Pro（Windows）/Document Capture（Mac OS X）：［スキャン設定］画面で［文字くっ
きり］を選択します。
Epson Scan 2：［拡張設定］タブで［文字くっきり］を選択します。

・ ［イメージタイプ］で［モノクロ］を選択したとき：
スキャン画像の状態によっては、Epson Scan 2の画面で［設定］をクリックし、［輪郭強調］のレベルを下げ
るか、［ノイズ除去レベル］のレベルを上げてみてください。

・ 保存形式をJPEGでスキャンする場合は、圧縮レベルを変更してください。
Document Capture Pro（Windows）/Document Capture（Mac OS X）：［保存設定］画面で［保存設定］
をクリックして、JPEGの品質を変更してください。
Epson Scan 2：［保存形式］-［詳細設定］の順にクリックして、［画質］を変更してください。

目的別推奨解像度一覧
表を参考にして、スキャン画像の用途に合う適切な解像度を設定してください。

用途 解像度（目安）

ディスプレイ上に表示させる
Eメールで送信する

～200 dpi

OCR（光学文字認識）を使用する
テキスト検索可能なPDFを作成する

200～300 dpi

困ったときは > スキャン品質のトラブル > スキャンした文字や画像がぼやける
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用途 解像度（目安）

プリンターで印刷する
ファクスで送信する

200～300 dpi

モアレ（網目状の陰影）が現れる
原稿が印刷物のとき、スキャンした画像にモアレ（網目状の陰影）が現れることがあります。

・ Epson Scan 2の画面で［モアレ除去］を選択してください。Document Capture Proをお使いのときは、［ス
キャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、Epson Scan 2の画面を開きます。
［拡張設定］タブで［モアレ除去］を選択します。

・ 解像度を変更してスキャンし直してください。

原稿サイズを自動検知するときに原稿の端がスキャンされない
原稿によっては、原稿サイズを自動検知するときに原稿の端がスキャンされないことがあります。

・ Epson Scan 2の画面で［自動（サイズ）選択時の切出し位置調整］を調整してください。Document Capture
Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、Epson Scan 2の画面を開きます。
［基本設定］タブ-［原稿サイズ］-［設定］の順にクリックします。［原稿サイズの設定］ 画面で、［自動（サイズ）
選択時の切出し位置調整］を調整してください。

・ 原稿によっては、［自動検知］機能を使うときに範囲を正しく検知できないことがあります。［原稿サイズ］で適切
なサイズを選択してください。

L セットしたい原稿サイズがリストに表示されていないときは、Epson Scan 2の画面で、手動でサイズを作成してくださ
い。Document Capture Proをお使いのときは、［スキャン設定］画面で［詳細設定］ボタンを押して、Epson Scan 2
の画面を開きます。
［基本設定］タブ-［原稿サイズ］の順にクリックして、［ユーザー定義サイズ］を選択します。

文字が正しく認識されない
OCR（光学文字認識）の認識率を上げるために、以下の点を確認してください。

・ 原稿がまっすぐセットされているか確認してください。

困ったときは > スキャン品質のトラブル > 文字が正しく認識されない
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・ 文字がくっきりしている原稿を使用してください。以下のような原稿は、認識率が下がることがあります。

・ 何度もコピーした原稿

・ ファクスで受信した原稿（解像度が低い原稿）

・ 文字間や行間が狭すぎる原稿

・ 文字に罫線や下線がかかっている原稿

・ 手書き文字の原稿

・ 折り跡やしわがある原稿

・ 草書体、行書体、毛筆体、斜体などのフォントや、小さな文字が使われている原稿

・ レシートなど感熱紙を使用している場合、劣化や摩擦により読み取りづらい状態になることがあります。できるだけ
早いうちにスキャンしてください。

・ Microsoft® Office形式または［テキスト検索可能PDF］としてファイルを保存するときは、正しい言語が選択され
ているか確認してください。

スキャン品質のトラブルが解決しないときは
全ての対処方法を試してもトラブルを解決できないときは、Epson Scan 2ユーティリティーを使ってEpson Scan 2
の設定を初期化します。

L Epson Scan 2ユーティリティーは、お使いのスキャナーソフトウェアに付属してインストールされる設定ソフトウェア
です。

1. Epson Scan 2ユーティリティーを起動します。

・ Windows 10/Windows Server 2016
スタートボタンをクリックして、［EPSON］-［Epson Scan 2ユーティリティー］の順に選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8/Windows Server 2012 R2/Windows Server 2012
検索チャームでソフトウェア名を入力して表示されたアイコンを選択します。

・ Windows 7/Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008
スタートボタンをクリックして、［すべてのプログラム］または［プログラム］-［EPSON］-［Epson Scan
2］-［Epson Scan 2ユーティリティー］の順に選択します。

・ Mac OS
［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［Epson Scan 2ユーティリティー］の順に選択しま
す。

2. ［その他］タブを選択します。

3. ［初期化］をクリックします。

L 設定を初期化してもトラブルを解決できないときは、スキャナードライバー（Epson Scan 2）をアンインストール
して、再インストールしてください。

困ったときは > スキャン品質のトラブル > スキャン品質のトラブルが解決しないときは
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Document Capture Proのトラブル
Document Capture Proでスキャンするときに発生したトラブルについては、以下のウェブサイトにアクセスして
Document Capture Proのマニュアルをご覧ください。

https://support.epson.net/dcp/

ソフトウェアをアンインストールまたはインストールす
る

ソフトウェアをアンインストール（削除）する
問題が発生したときや、OS（オペレーティングシステム）をアップグレードするときに、ソフトウェアのアンインス
トールや再インストールが必要になることがあります。管理者権限のあるアカウント（ユーザー）でコンピューターにロ
グオンしてください。また、管理者のパスワードが求められたときは、パスワードを入力して操作を続行してください。

ソフトウェアをアンインストール（削除）する - Windows

1. 起動している全てのソフトウェアを終了させます。

2. スキャナーとコンピューターとの接続を外します。

3. コントロールパネルを表示させます。

・ Windows 10/Windows Server 2016
スタートボタンを右クリックまたは長押しして、［コントロールパネル］を選択します。

・ Windows 8.1/Windows 8/Windows Server 2012 R2/Windows Server 2012
［デスクトップ］-［設定］-［コントロールパネル］の順に選択します。

・ Windows 7/Windows Server 2008 R2
スタートボタンをクリックして、［コントロールパネル］を選択します。

4. ［プログラム］の［プログラムのアンインストール］を選択します。

5. 削除するソフトウェアを選択します。

6. ［アンインストールと変更］または［アンインストール］をクリックします。

L ユーザーアカウント制御画面が表示されたら続行をクリックします。

7. 画面の指示に従って操作します。

L コンピューターの再起動を促すメッセージが表示されることがあります。表示されたら、［はい、今すぐコンピュー
ターを再起動します。］を選択して［完了］をクリックします。

困ったときは > ソフトウェアをアンインストールまたはインストールする > ソフトウェアをアンインストール（削除）する…
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ソフトウェアをアンインストール（削除）する - Mac OS

L EPSON Software Updaterがインストールされているか確認してください。

1. EPSON Software Updaterを使ってUninstallerをダウンロードしてください。

一度Uninstallerをダウンロードすれば、再度ダウンロードする必要はありません。

2. スキャナーとコンピューターとの接続を外します。

3. スキャナードライバーを削除するときはAppleメニューの［システム環境設定］-［プリンタとスキャナ］（ま
たは［プリントとスキャン］、［プリントとファクス］）の順に選択し、使用できるスキャナーのリストか
らスキャナーを削除します。

4. 起動している全てのソフトウェアを終了させます。

5. ［移動］-［アプリケーション］-［Epson Software］-［Uninstaller］の順に選択します。

6. 削除するソフトウェアをチェックして、アンインストールをクリックします。

K Uninstallerはコンピューターにインストールされているエプソン製スキャナーのドライバーを全て削除しま
す。複数のエプソン製スキャナーをご使用の方で、一部のスキャナードライバーのみを削除したい場合は、一旦
全てのスキャナードライバーを削除した後、使いたいスキャナーのドライバーを再インストールしてください。

L 一覧に表示されないソフトウェアは、Uninstallerでは削除できません。［移動］-［アプリケーション］-［Epson
Software］の順に選択し、削除するソフトウェアを選択して、ゴミ箱アイコンにドラッグ＆ドロップしてください。

ソフトウェアをインストールする
以下の手順でソフトウェアをインストールできます。

L ・ 管理者権限のあるアカウント（ユーザー）でコンピューターにログオンしてください。管理者のパスワードが求められ
たときは、パスワードを入力して操作を続行してください。

・ 再インストール時は、インストール済みの古いソフトウェアをアンインストールしてから行ってください。

1. 起動している全てのソフトウェアを終了させます。

2. スキャナードライバー（Epson Scan 2）のインストール時は、スキャナーとコンピューターの接続を一旦
解除します。

L コンピューター画面に指示が出るまでスキャナーとコンピューターを接続しないでください。

3. 以下をクリックして、指示に従ってソフトウェアをインストールします。

http://epson.sn

L Windowsでは付属のソフトウェアディスクからもインストールできます。

困ったときは > ソフトウェアをアンインストールまたはインストールする > ソフトウェアをインストールする
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コンピューターや機器の追加や交換をしたときは
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ネットワーク接続済みのスキャナーに接続する方法
すでにスキャナーがネットワークに接続していれば、コンピューターやスマートデバイスからネットワーク経由でスキャ
ナーに接続できます。

2台目のコンピューターからネットワークスキャナーを使う
スキャナーとコンピューターを接続設定するにはインストーラーを使うと便利です。インストーラーは以下のいずれか
の方法で起動できます。

・ ウェブサイトから開始する
以下のウェブサイトへアクセスし、製品名を入力してください。［セットアップ］に進んで作業を開始します。

http://epson.sn

・ ソフトウェアディスクを使って設定する（ソフトウェアディスクが同梱されている機種で、お使いのコンピューター
がディスクドライブを搭載したWindowsの場合）
コンピューターにソフトウェアディスクを挿入し、画面の指示に従ってください。

スキャナーを選択する
以下の画面が表示されるまで、画面の指示に従って操作し、接続したいスキャナーを選択して［次へ］をクリックしま
す。

画面の指示に従って操作します。

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワーク接続済みのスキャナーに接続する方法 > 2台目のコンピューターからネットワークスキャナーを使う…
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スマートデバイスからネットワークスキャナーを使う
スマートデバイスからスキャナーに接続するには、以下のいずれかの方法があります。

無線LANルーター経由で接続
無線LANルーターを介して、スキャナーが接続しているWi-Fiと同じネットワーク（SSID）に接続します。
詳しくは以下を参照してください。
「スマートデバイスとの接続設定をする」232ページ

Wi-Fi Directで接続
無線LANルーター（アクセスポイント）を介さず、直接スキャナーと接続します。
詳しくは以下を参照してください。
「スマートデバイスとスキャナーを直接接続する方法（Wi-Fi Direct）」229ページ

スマートデバイスとスキャナーを直接接続する方法（Wi-
Fi Direct）
Wi-Fi Direct（シンプルAP）を使うと、無線LANルーターを使わずにスマートデバイスとスキャナーを直接接続してス
キャンできます。

Wi-Fi Direct（シンプルAP）とは
家庭またはオフィスで無線LAN（Wi-Fi）を利用していない、無線LANルーター（アクセスポイント）がない場合や、ス
キャナーとコンピューターやスマートデバイスを直接接続したい場合の接続方法です。この接続方法はスキャナーが無
線LANルーター（アクセスポイント）として動作し、複数台（最大8台）の機器と接続できます。ただし、スキャナーに
直接接続された機器の間では、スキャナー経由での通信はできません。

スキャナーは無線LAN（Wi-Fi）または有線LANと、Wi-Fi Direct（シンプルAP）の同時接続ができます。ただし、無
線LAN（Wi-Fi）で接続中にWi-Fi Direct（シンプルAP）設定を開始すると、無線LAN（Wi-Fi）接続は一時切断されま
す。

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > スマートデバイスとスキャナーを直接接続する方法（Wi-Fi Direct） > Wi-Fi Direct（シンプルAP）とは…
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スマートデバイスでWi-Fi Direct接続する
無線LANルーター（アクセスポイント）を介さず、直接スキャナーと機器を接続する方法です。

1. ホーム画面で を選択します。

2. ［Wi-Fi Direct］を選択します。

3. ［設定に進む］を選択します。

4. スマートデバイスでEpson Smart Panelを起動します。

5. Epson Smart Panelの案内に従って、スマートデバイスとスキャナーを接続します。

スマートデバイスがスキャナーと接続されたら、次の手順に進みます。

6. スキャナーの画面で［完了］を選択します。

Wi-Fi Direct（シンプルAP）接続を切断する
Wi-Fi Direct（シンプルAP）接続を無効にする方法は、操作パネルから全ての接続を無効にする方法と、コンピューター
やスマートデバイスからそれぞれの接続を無効にする方法があります。

全ての接続を無効にするには、  - ［Wi-Fi Direct］-［設定に進む］-［設定を変更する］-［Wi-Fi Direct
を無効にする］の順に選択します。

K Wi-Fi Direct（シンプルAP）接続で複数のコンピューターやスマートデバイスがスキャナーと接続されていた場合、
Wi-Fi Direct（シンプルAP）接続を無効にすると、全ての接続が切断されます。

L 特定の機器だけを切断したいときは、スマートデバイス側から接続を切断してください。以下の方法で、スマートデバイス
からスキャナーへのWi-Fi Direct接続を切断します。

・ スキャナーの接続名（SSID）とのWi-Fi接続を切断

・ 他のネットワーク（SSID）に接続

Wi-Fi Direct（シンプルAP）のSSIDなどを変更する

Wi-Fi Direct（シンプルAP）が有効なとき、 -［Wi-Fi Direct］-［設定に進む］-［設定を変更する］を選
択すると、以下のメニューが表示され設定を変更できます。

接続名を変更する
スキャナーに接続するWi-Fi Direct（シンプルAP）の接続名（SSID）を任意の値に変更します。接続名（SSID）に設
定できるのは、操作パネルのソフトキーボードに表示されたASCII文字です。22文字まで入力できます。
接続名（SSID）を変更すると接続しているデバイスは全て切断されます。接続名を変更した場合は、接続する機器から
新しい接続名（SSID）で接続し直してください。

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > スマートデバイスとスキャナーを直接接続する方法（Wi-Fi Direct） > Wi-Fi Direct（シンプルAP）のSSIDなどを変更する…
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パスワードを変更する
スキャナーに接続するWi-Fi Direct（シンプルAP）のパスワードを変更します。パスワードに設定できるのは、操作パ
ネルのソフトキーボードに表示されたASCII文字です。8～22文字以内で入力してください。
パスワードを変更すると接続しているデバイスは全て切断されます。パスワードを変更した場合は、接続する機器から新
しいパスワードで接続し直してください。

周波数帯を変更する
スキャナーに接続するWi-Fi Direct（シンプルAP）の周波数帯を変更します。2.4 GHzまたは5 GHzに設定できます。
周波数帯を変更すると接続しているデバイスは全て切断されます。再度接続してください。
周波数帯を5 GHzに設定した場合、5 GHz非対応のデバイスからは再接続できなくなります。
お住まいの国や地域によってはこの設定がないことがあります。

Wi-Fi Directを無効にする
Wi-Fi Direct（シンプルAP）を無効にします。無効にすると接続しているデバイスは全て切断されます。

初期設定に戻す
Wi-Fi Direct（シンプルAP）設定の全てを購入時の設定に戻します。
また、スキャナーが保持しているスマートデバイスのWi-Fi Direct機能を使った接続情報の登録を削除します。

L 以下の設定項目は、Web Configの［ネットワーク］タブ　-［Wi-Fi Direct］からも設定できます。

・ Wi-Fi Direct（シンプルAP）を有効または無効にする

・ ネットワーク名（SSID）を変更する

・ パスワードを変更する

・ 周波数帯を変更する
お住まいの国や地域によってはこの設定がないことがあります。

・ Wi-Fi Direct（シンプルAP）の設定を初期の状態に戻す

ネットワークを再設定する方法
無線LANルーターを交換したときやコンピューターを買い替えたときなどの接続設定や、接続方法の変更などについて
説明します。

無線LANルーターを交換したとき
無線LANルーターを交換したときは、コンピューターやスマートデバイスとスキャナーとの接続設定をします。
プロバイダーを変更した場合などでこの設定が必要です。

コンピューターとの接続設定をする
スキャナーとコンピューターを接続設定するにはインストーラーを使うと便利です。インストーラーは以下のいずれか
の方法で起動できます。

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワークを再設定する方法 > 無線LANルーターを交換したとき…
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・ ウェブサイトから開始する
以下のウェブサイトへアクセスし、製品名を入力してください。［セットアップ］に進んで作業を開始します。

http://epson.sn

・ ソフトウェアディスクを使って設定する（ソフトウェアディスクが同梱されている機種で、お使いのコンピューター
がディスクドライブを搭載したWindowsの場合）
コンピューターにソフトウェアディスクを挿入し、画面の指示に従ってください。

接続方法を選択する
画面の指示に従って操作します。［実施したい作業を選んでください］画面で、［スキャナーの再セットアップ（無線
LANルーターが替わった場合など）］を選択して、［次へ］をクリックします。
画面の指示に従い、セットアップを完了してください。
接続できない場合は、以下を参照してください。
「ネットワークに接続できない」205ページ

スマートデバイスとの接続設定をする
スマートデバイスが接続しているWi-Fiと同じネットワーク（SSID）にスキャナーを接続すると、スマートデバイスか
らスキャナーが使えるようになります。スマートデバイスからスキャナーを利用するには、以下のウェブサイトにアクセ
スして、製品名を入力します。［セットアップ］に進んで作業を開始します。

http://epson.sn

なお、ウェブサイトにはスキャナーに接続したい機器からアクセスしてください。

コンピューターを買い替えたとき
コンピューターを買い替えたときは、コンピューターとスキャナーとの接続設定をします。

コンピューターとの接続設定をする
スキャナーとコンピューターを接続設定するにはインストーラーを使うと便利です。インストーラーは以下の方法で起
動できます。

・ ウェブサイトから起動する
以下のウェブサイトへアクセスし、製品名を入力してください。［セットアップ］に進んで作業を開始します。

http://epson.sn

・ ソフトウェアディスクを使って設定する（ソフトウェアディスクが同梱されている機種で、お使いのコンピューター
がディスクドライブを搭載したディスクドライブがあるWindowsの場合）
コンピューターにソフトウェアディスクを挿入し、画面の指示に従ってください。

画面の指示に従って操作します。

コンピューターとの接続形態を変更する
すでにコンピューターとスキャナーが接続されている場合に、接続形態を変更する方法について説明します。

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワークを再設定する方法 > コンピューターとの接続形態を変更する…
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有線LAN接続から無線LAN接続に変更する
スキャナーの操作パネルで有線LAN接続から無線LAN接続に変更します。変更方法は操作パネルを使った無線LAN接
続設定と同じです。

関連情報
& 「操作パネルから無線LAN（Wi-Fi）接続する」233ページ

無線LAN接続から有線LAN接続に変更する
無線LAN（Wi-Fi）接続時に有線LAN接続に変更するには以下の手順で操作します。

1. ホーム画面で［設定］を選択します。

2. ［ネットワーク設定］-［有線LAN接続設定］の順に選択します。

3. 各項目を設定します。

USB接続からネットワーク接続に変更する
インストーラーを使って別の接続形態に設定し直します。

・ ウェブサイトから開始する
以下のウェブサイトへアクセスし、製品名を入力してください。［セットアップ］に進んで作業を開始します。

http://epson.sn

・ ソフトウェアディスクを使って設定する（ソフトウェアディスクが同梱されている機種で、お使いのコンピューター
がディスクドライブを搭載したWindowsの場合）
コンピューターにソフトウェアディスクを挿入し、画面の指示に従ってください。

接続方法の変更を選択する
画面の指示に従って操作します。［実施したい作業を選んでください］画面で、［スキャナーの再セットアップ（無線
LANルーターが替わった場合など）］を選択して、［次へ］をクリックします。
［無線LAN（Wi-Fi）］または［有線LAN（Ethernet）で接続する］から使用する接続方法を選択して、［次へ］をク
リックします。
画面の指示に従い、セットアップを完了してください。

操作パネルから無線LAN（Wi-Fi）接続する
スキャナーの操作パネルからネットワーク設定する方法はいくつかあります。お使いの環境や条件に合わせて接続方法
を選択してください。
無線LANルーター（アクセスポイント）の情報（SSID、パスワード）がわかれば、手動で設定するのが確実です。
WPS対応の無線LANルーター（アクセスポイント）をお使いの場合は、プッシュボタンで自動設定ができます。
スキャナーがネットワークに接続できたら、使用する機器（コンピューターやスマートデバイスなど）をスキャナーに接
続してください。

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワークを再設定する方法 > 操作パネルから無線LAN（Wi-Fi）接続する…
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スキャナーにSSIDとパスワードを入力して設定する
無線LANルーター（アクセスポイント）に接続するための情報をスキャナーの操作パネルから入力して設定する方法で
す。手動で設定するには、無線LANルーター（アクセスポイント）のSSIDとパスワードの情報が必要です。

L 無線LANルーター（アクセスポイント）をメーカー設定値のまま利用している場合は、ラベルなどに書かれているSSIDと
パスワードが設定されています。SSIDとパスワードがわからない場合は、無線LANルーターを設定した人に確認するか、
無線LANルーターのマニュアルをご覧ください。

1. ホーム画面で をタップします。

2. ［ルーター］を選択します。

3. ［設定に進む］をタップします。

すでにネットワーク接続している場合は、接続状態の詳細が表示されます。設定を変更する場合は［無線LAN接続
に変更する］または［設定を変更する］をタップします。

4. ［無線LANルーターを検索］を選択します。

5. 画面の指示に従って、SSIDを選択し、パスワードを入力して、設定を開始します。

設定完了後に接続状態を確認したい場合は、「関連情報」をご覧ください。

L ・ SSIDがわからない場合は無線LANルーター（アクセスポイント）のラベルに書かれていないかを確認してくだ
さい。無線LANルーター（アクセスポイント）をメーカー設定値のまま利用している場合は、ラベルに書かれて
いるSSIDを使用します。情報が見つからない場合は、無線LANルーター（アクセスポイント）のマニュアルを
ご覧ください。

・ パスワードは大文字と小文字を区別して入力してください。

・ SSIDがわからない場合は無線LANルーター（アクセスポイント）本体のラベルに書かれていないかを確認して
ください。ラベルには、「暗号化キー」「XXXX Key」などと書かれています。無線LANルーター（アクセスポ
イント）をメーカー設定値のまま利用している場合は、ラベルに書かれているパスワードを使用します。

関連情報
& 「ネットワーク接続状態の確認」236ページ

プッシュボタンで自動設定する（AOSS/WPS）
無線LANルーター（アクセスポイント）のプッシュボタンで無線LAN（Wi-Fi）を自動設定する方法です。以下の条件に
当てはまる場合は、この方法で設定できます。

・ 無線LANルーター（アクセスポイント）がAOSSやWPS（Wi-Fi Protected Setup）に対応している

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワークを再設定する方法 > 操作パネルから無線LAN（Wi-Fi）接続する…
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・ 既存の無線LAN（Wi-Fi）をプッシュボタンで設定している

L プッシュボタンの位置がわからない、またはプッシュボタンがなくソフトウェアで操作する場合は、無線LANルーター（ア
クセスポイント）のマニュアルをご覧ください。

1. ホーム画面で をタップします。

2. ［ルーター］を選択します。

3. ［設定に進む］をタップします。

すでにネットワーク接続している場合は、接続状態の詳細が表示されます。設定を変更する場合は［無線LAN接続
に変更する］または［設定を変更する］をタップします。

4. ［プッシュボタンで設定(AOSS/WPS)］を選択します。

5. 画面の指示に従って操作します。

設定完了後に接続状態を確認したい場合は、「関連情報」をご覧ください。

L 接続に失敗した場合は無線LANルーター（アクセスポイント）を再起動し、無線LANルーター（アクセスポイント）
とスキャナーを近づけてから再度設定してください。

関連情報
& 「ネットワーク接続状態の確認」236ページ

PINコードで設定する（WPS）
PINコードを使って無線LANルーター（アクセスポイント）に接続する方法です。無線LANルーター（アクセスポイン
ト）がWPS（Wi-Fi Protected Setup）に対応している場合は、この方法で設定できます。PINコードを無線LANルー
ター（アクセスポイント）に入力するときに、コンピューターを使います。

1. ホーム画面で をタップします。

2. ［ルーター］を選択します。

3. ［設定に進む］をタップします。

すでにネットワーク接続している場合は、接続状態の詳細が表示されます。設定を変更する場合は［無線LAN接続
に変更する］または［設定を変更する］をタップします。

4. ［その他］-［PINコード自動設定(WPS)］の順に選択します。

5. 画面の指示に従って操作します。

設定完了後に接続状態を確認したい場合は、「関連情報」をご覧ください。

L PINコードの入力方法は、無線LANルーター（アクセスポイント）のマニュアルをご覧ください。

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワークを再設定する方法 > 操作パネルから無線LAN（Wi-Fi）接続する…
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関連情報
& 「ネットワーク接続状態の確認」236ページ

ネットワーク接続状態の確認
ネットワーク接続状態を確認するには、いくつかの方法があります。

操作パネルでのネットワーク接続状態の確認
操作パネルに表示されるネットワークアイコンやネットワーク情報で接続状態を確認できます。

ネットワークアイコンで接続状態を確認する
スキャナーのホーム画面にあるネットワークアイコンでネットワークの接続状態と電波強度を確認できます。

ネットワークの接続状態を示します。
アイコンを選択すると現在の設定の確認や変更ができます。以下のメニューのショートカットです。
［設定］-［ネットワーク設定］-［無線LAN接続設定］

無線LAN（Wi-Fi）無効

SSID検索中、IPアドレス未設定、電波強度が0または弱い

無線LAN（Wi-Fi）接続中
線の数は電波の状態を示します。線の数が多いほど、電波の状態は良好です。

Wi-Fi Direct（シンプルAP）接続無効

Wi-Fi Direct（シンプルAP）接続有効

有線LAN非接続、ネットワーク未設定

有線LAN接続中

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワーク接続状態の確認 > 操作パネルでのネットワーク接続状態の確認…
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操作パネルにネットワーク状態を表示する
スキャナーがネットワーク接続されていると、確認したい項目を選択することでその他ネットワーク関連の情報も確認で
きます。

1. ホーム画面で［設定］を選択します。

2. ［ネットワーク設定］-［ネットワーク情報］の順に選択します。

3. 確認したいメニューを選択します。

・ 有線・無線接続状態
有線または無線接続時のネットワーク情報（デバイス名、接続状態、電波状態など）が表示されます。

・ Wi-Fi Direct接続状態
Wi-Fi Directの有効状態、SSID、パスワードなどが表示されます。

・ メールサーバー設定情報
メールサーバーのネットワーク情報が表示されます。

コンピューターのネットワークを確認する (Windowsのみ)
Windowsのコマンドプロンプトからコマンドを使って、コンピューターの接続情報やスキャナーとの接続経路などを確
認します。トラブル解決につながります。

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワーク接続状態の確認 > コンピューターのネットワークを確認する (Windowsのみ)…
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・ ipconfigコマンド
コンピューターが現在使用しているネットワークインターフェイスの接続状況を表示します。
実際に通信している情報と設定情報の差がないかを比較して、正常に接続されているかを確認できます。同じネット
ワークに複数のDHCPサーバーがあるような場合、コンピューターに割り当てられている実際のアドレスや、参照し
ているDNSサーバーなどを知ることができます。

・ 書式：ipconfig /all

・ 例：

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワーク接続状態の確認 > コンピューターのネットワークを確認する (Windowsのみ)…
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・ pathpingコマンド
宛先ホストまでに通過するルーターのリストや通信のルーティングを確認できます。

・ 書式：pathping xxx.xxx.xxx.xxx

・ 例：pathping 192.0.2.222

コンピューターや機器の追加や交換をしたときは > ネットワーク接続状態の確認 > コンピューターのネットワークを確認する (Windowsのみ)…
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基本仕様
L 仕様は予告なく変更されることがあります。

型式 シートフィード型両面同時読み取りカラーイメージスキャナー

画像読み取りセンサー CIS

有効画素数 5,100×9,300（600 dpi）
2,550×64,500（300 dpi）

光源 RGB LED

スキャン解像度 600 dpi（主走査）
600 dpi（副走査）

出力解像度 50～1200 dpi（1 dpi刻み）*1

原稿サイズ 最大：215.9×6,096 mm*2

最小：50.8×50.8 mm

給紙の向き フェイスダウン給紙

排紙の向き フェイスダウン排紙

最大給紙容量 100枚（用紙の厚さが80 g/m²の場合）

階調 カラー

・ 30 bit入力（RGB各色10 bit入力）

・ 24 bit出力（RGB各色8 bit出力）

グレースケール

・ 10 bit入力

・ 8 bit出力

白黒

・ 10 bit入力

・ 1 bit出力

インターフェイス SuperSpeed USB
Hi-Speed USB（ホスト）
IEEE 802.11a/b/g/n/ac
Ethernet 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T

耐久性 100万スキャン*3、または5年のいずれか早い方

*1 コンピューターからスキャンする場合の値です。スキャン方法によってスキャン可能な解像度が異なります。

*2 スキャン方法と解像度によってスキャンできる最長サイズが異なります。詳しくは以下を参照してください。

「長尺紙の最大長」37ページ

*3 消耗品を適切に交換した場合の目安です。弊社の試験原稿用紙をスキャンした場合の数値であり、お使いの用紙の種

類によって耐用枚数は異なります。

仕様 > 基本仕様
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ネットワークの仕様

無線LANの仕様

準拠規格 IEEE802.11a/b/g/n*1/ac

周波数帯 IEEE802.11b/g/n：2.4 GHz、IEEE802.11a/n/ac：5 GHz

チャンネル Wi-Fi 2.4 GHz 1/2/3/4/5/6/7/8/9/10/11/12/13

5 GHz W52（36/40/44/48）*2、W53（52/56/60/64）*2 、
W56 （100/104/108/112/116/120/124/128/132/
136/140）

Wi-Fi Direct 2.4 GHz 1/2/3/4/5/6/7/8/9/10/11/12/13

5 GHz W52（36/40/44/48）*2

接続モード インフラストラクチャー、 Wi-Fi Direct（シンプル AP）*3*4

無線セキュリティー*5 WEP（64/128bit）、WPA2-PSK（AES）*6、WPA3-SAE（AES）、WPA2/WPA3-Enterprise

*1： IEEE802.11n（2.4GHz）はHT20のみ対応

*2： 屋外使用不可

*3： IEEE802.11bは非対応

*4： シンプルAPモードは、無線LAN（インフラストラクチャー）または有線LANとの併用可能

*5： Wi-Fi DirectはWPA2-PSK（AES）のみ対応

*6： WPA2規格に準拠し、WPA/WPA2 Personal規格に対応

有線LANの仕様

準拠規格 IEEE802.3i（10BASE-T）*1

IEEE802.3u（100BASE-TX）*1

IEEE802.3ab（1000BASE-T）*1

IEEE802.3az（Energy Efficient Ethernet）*2

通信モード Auto、10 Mbps Full duplex、10 Mbps Half duplex、100 Mbps Full duplex、
100 Mbps Half duplex

コネクター RJ-45

*1 ：社団法人 VCCI協会の技術基準への適合及び電磁障害のリスク低減のため、カテゴリー 5e 以上のSTP（シールドツイストペ
ア）ケーブルを使用すること

*2 ：IEEE802.3azに対応した接続機器が必要

仕様 > ネットワークの仕様 > 有線LANの仕様
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ネットワーク機能とIPv4/IPv6対応

機能 対応

Epson Scan 2 IPv4、IPv6

Document Capture Pro/Document Capture IPv4

Document Capture Pro Server IPv4、IPv6

Epson Connect（スキャン to クラウド機能/スキャンしてクラウドへ） IPv4

AirPrint IPv4、IPv6

セキュリティーのプロトコル

IEEE802.1X*

IPsec/IPフィルタリング

SSL/TLS HTTPS（サーバー/クライアント）

SMTPS（STARTTLS、SSL/TLS）

SNMPv3

* ：IEEE802.1Xに対応した接続機器が必要

対応している他社サービス
AirPrint OS X Mavericks以降

USBドライブ仕様
外部メモリーの種類 サポートする最大容量

USBフラッシュメモリー 2TB（FAT、FAT32、またはexFATフォーマット済みのもの）

以下のドライブは使用できません。

・ 専用ドライバーが必要なもの

・ セキュリティー（パスワード、暗号化）機能付きのもの

全ての動作を保証するものではありません。

仕様 > USBドライブ仕様
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L スキャナーに接続しているUSBドライブは、コンピューターからネットワークドライブとして使用することはできませ
ん。

スキャナーが使用するポート
スキャナーは以下のポートを使用します。必要に応じてあらかじめネットワーク管理者にポート使用を許可してもらい
ます。

送信元（クライアント）がスキャナーの場合

用途 送信先（サーバー） プロトコル ポート番号

ファイル送信（スキャナー本体のスキャン to
ネットワークフォルダー機能利用時）

FTP/FTPSサーバー FTP/FTPS (TCP) 20

21

ファイルサーバー SMB（TCP） 445

NetBIOS（UDP） 137

138

NetBIOS（TCP） 139

WebDAVサーバー Protocol HTTP (TCP) 80

Protocol HTTPS (TCP) 443

メール送信（スキャナー本体のスキャン to メー
ル機能利用時）

SMTPサーバー SMTP（TCP） 25

SMTP SSL/TLS（TCP） 465

SMTP STARTTLS（TCP） 587

POP before SMTP接続（スキャナー本体のス
キャン to メール機能利用時）

POPサーバー POP3（TCP） 110

Epson Connectを利用した機能の利用 Epson Connectサー
バー

HTTPS 443

XMPP 5222

ユーザー情報取得（スキャナー本体のアドレス
帳利用時）

LDAPサーバー LDAP（TCP） 389

LDAP SSL/TLS（TCP） 636

LDAP STARTTLS（TCP） 389

ユーザー情報取得時のユーザー認証（スキャ
ナー本体のアドレス帳利用時）
スキャナー本体のスキャン to ネットワーク
フォルダー（SMB）機能利用時のユーザー認証

KDCサーバー Kerberos 88

WSDの制御 クライアントコン
ピューター

WSD（TCP） 5357

仕様 > スキャナーが使用するポート
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用途 送信先（サーバー） プロトコル ポート番号

アプリケーションソフトへのプッシュスキャン
時のコンピューター探索

クライアントコン
ピューター

Network Push Scan Discovery 2968

送信元（クライアント）がクライアントコンピューターの場合

用途 送信先（サーバー） プロトコル ポート番号

EpsonNet Configなどのアプリケーションソ
フト、スキャナードライバーからのスキャナー
探索

スキャナー ENPC（UDP） 3289

EpsonNet Configなどのアプリケーションソ
フト、スキャナードライバーからのスキャナー
MIB情報の取得と設定

スキャナー SNMP（UDP） 161

WSDのスキャナー探索 スキャナー WS-Discovery（UDP） 3702

アプリケーションソフトからのスキャンデータ
の転送

スキャナー Network Scan（TCP） 1865

アプリケーションソフトからのプッシュスキャ
ン時のジョブ情報取得

スキャナー Network Push Scan 2968

Web Config スキャナー HTTP(TCP) 80

HTTPS(TCP) 443

外形寸法と質量の仕様

外形寸法
収納時（単位：mm）

仕様 > 外形寸法と質量の仕様
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スキャン時（単位：mm）

重さ
約3.7kg

電気仕様

スキャナー電気仕様

DC入力電圧 DC 24 V

DC入力電流 1 A

消費電力 USB接続時

・ 動作時：約15 W

・ レディー時：約5.0 W

・ スリープモード時：約1.3 W

・ 電源オフ時：約0.1 W

無線LAN接続時

・ 動作時：約15 W

・ レディー時：約5.0 W

・ スリープモード時：約1.6 W

・ 電源オフ時：約0.1 W

有線LAN接続

・ 動作時：約15 W

・ レディー時：約5.3 W

・ スリープモード時：約1.5 W

・ 電源オフ時：約0.1 W

仕様 > 電気仕様 > スキャナー電気仕様
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ACアダプター電気仕様

型名 A461H（AC 100-240 V（付属の電源コードはAC100V用））

定格入力電流 1 A

定格周波数 50-60 Hz

定格出力電圧 DC 24 V

定格出力電流 1 A

環境仕様
温度 動作時 5～35℃

保管時 –25～60℃

湿度 動作時 15～80 %（結露なし）

保管時 15～85 %（結露なし）

動作条件 一般の事務所や家庭で使用すること。直射日光の当たる場所や光源の
近く、異常にホコリの多い場所での使用は避けてください。

対応OS
Epson Scan 2の対応OSを記載しています。
対応OSはアプリケーションによって異なります。
最新のOS対応状況はエプソンのウェブサイトをご覧ください。

www.epson.jp/support/taiou/os/

Windows*1 Windows XP 32bit：SP3～、64bit：SP2～
Windows Server 2003 (SP2)～

Mac OS*2 *3 Mac OS X 10.6.8～、macOS 10.12～

*1 Document Capture ProはWindows Vista/Windows XP/Windows Serverには非対応

*2 ファストユーザスイッチには非対応

*3 UNIXファイルシステム（UFS形式）には非対応

仕様 > 対応OS
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瞬時電圧低下
本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。
電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。
（社団法人 電子情報技術産業協会のパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

電波障害自主規制
この装置は、クラスB機器です。この装置は、住宅環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレ
ビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
マニュアルに従って正しい取り扱いをしてください。

著作権
写真、書籍、地図、図面、絵画、版画、音楽、映画、プログラムなどの著作権物は、個人（家庭内その他これに準ずる限
られた範囲内）で使用するために複製する以外は著作権者の承認が必要です。

複製が禁止されている印刷物
紙幣、有価証券などをプリンターで印刷すると、その印刷物の使用如何に係わらず、法律に違反し、罰せられます。
（関連法律）刑法第148条、第149条、第162条 通貨及証券模造取締法第1条、第2条など
以下の行為は、法律により禁止されています。

・ 紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方証券を複製すること（見本印があっても不可）

・ 日本国外で流通する紙幣、貨幣、証券類を複製すること

・ 政府の模造許可を得ずに未使用郵便切手、郵便はがきなどを複製すること

・ 政府発行の印紙、法令などで規定されている証紙類を複製すること

次のものは、複製するにあたり注意が必要です。

・ 民間発行の有価証券（株券、手形、小切手など）、定期券、回数券など

・ パスポート、免許証、車検証、身分証明書、通行券、食券、切符など
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エプソンサービスパック
エプソンサービスパックは、ハードウェア保守パックです。
エプソンサービスパック対象製品と同時にご購入の上、登録していただきますと、対象製品購入時から所定の期間（3
年、4年、5年）、 出張修理いたします。また、修理のご依頼や故障かどうかわからない場合のご相談等の受付窓口とし
て、専用のヘルプデスクをご用意いたします。

・ スピーディーな対応　－　スポット出張修理依頼に比べて優先的にサービスエンジニアを派遣いたします。

・ もしものときの安心　－　万一トラブルが発生した場合は何回でもサービスエンジニアを派遣して修理いたしま
す。

・ 手続きが簡単　－　ウェブサイトで必要事項を登録、またはエプソンサービスパック登録書をファクスするだけで、
契約手続きなどの面倒な事務処理は一切不要です。

・ 維持費の予算化　－　エプソンサービスパック規約内・期間内であれば都度修理費用がかからず、維持費の予算化が
可能です。

エプソンサービスパックは、エプソン製品ご購入販売店にてお買い求めください。

お問い合わせ前の確認事項
「故障かな？」と思ったときは、まず本書の「困ったときは」をよくお読みください。そして、接続や設定に間違いがな
いことをご確認の上、保守サービスの受付窓口にお問い合わせください。

関連情報
& 「困ったときは」199ページ
& 「アフターサポート・サービスのご案内」253ページ

保証書について
保証期間中に故障した場合には、保証書の記載内容に基づき修理いたします。保証期間や保証事項については、保証書を
ご覧ください。
保証書は、製品の「保証期間」を証明するものです。「お買い上げ年月日」「販売店名」に記入漏れがないかご確認くだ
さい。 これらの記載がない場合は、保証期間内であっても保証期間内と認められないことがあります。記載漏れがあっ
た場合は、お買い求めいただいた販売店までお申し出ください。
保証書は大切に保管してください。

補修用性能部品および消耗品の保有期間
本製品の補修用性能部品および消耗品の保有期間は、製品の製造終了後6年間です。
改良などにより、予告なく外観や仕様などを変更することがあります。
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保守サービスの受付窓口
保守サービスに関してのご相談、お申し込みは、次のいずれかで承ります。

・ お買い求めいただいた販売店

・ 修理のお申し込み窓口

関連情報
& 「アフターサポート・サービスのご案内」253ページ

保守サービスの種類
エプソン製品を万全の状態でお使いいただくために、下記の保守サービスをご用意しております。
使用頻度や使用目的に合わせてお選びください。詳細は、お買い求めの販売店、エプソン修理のお申し込み窓口までお問
い合わせください。

種類 概要 修理代金

保証期間内 保証期間外

年間保守契約 出張保守 ・ 優先的にサービスエンジニアを派遣し、
その場で修理いたします。

・ 修理の都度発生する修理代や部品代*が
無償のため、予算化ができて便利です。

・ 定期点検（別途料金）で、故障を未然に
防ぐことができます。

年間一定の保守料金

持込保守 ・ お客様に修理品をお持ち込みまたは送付
いただき、お預かりして修理いたしま
す。

・ 修理の都度発生する修理代や部品代*が
無償のため、予算化ができて便利です。

年間一定の保守料金

スポット出張修理 お客様からご連絡いただいて数日以内に
サービスエンジニアを派遣し、その場で修理
いたします。

有償
（出張料のみ）
修理完了後、その都
度お支払いください

有償
（出張料＋技術料＋
部品代）
修理完了後、その都
度お支払いください

引取り修理（ドアto ドア） ・ ご指定の日時・場所に修理品を引き取り
にお伺いするサービスです。お客様によ
る梱包・送付の必要はありません。

・ 修理代金とは別に引取料金（保証期間内
外とも一律）が必要です。

有償
（引取料金のみ）
修理完了品をお届け
したときにお支払い
ください

有償
（引取料金＋修理代
金）
修理完了品をお届け
したときにお支払い
ください
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種類 概要 修理代金

保証期間内 保証期間外

持込修理
送付修理

お客様に修理品をお持ち込みまたは送付い
ただき、お預かりして修理いたします。

無償 有償
（基本料＋技術料＋
部品代）
修理完了品をお届け
したときにお支払い
ください

*： 消耗品（給紙ローラーキットなど）は保守対象外です。

K ・ エプソン純正品以外あるいはエプソン品質認定品以外の、オプションまたは消耗品を装着し、それが原因でトラブ
ルが発生した場合には、保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了承ください。ただし、この場合の修理
などは有償で行います。

・ 本製品の故障や修理の内容によっては、製品本体に保存されているデータや設定情報が消失または破損することが
あります。また、お使いの環境によっては、ネットワーク接続などの設定をお客様に設定し直していただくことに
なります。これに関して弊社は保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了承ください。データや設定情報
は、必要に応じてバックアップするかメモを取るなどして保存することをお勧めします。

アフターサポート・サービスのご案内

●お問い合わせの前に

・ サポート情報サイト
最新ソフトウェア、製品マニュアルなど、製品のサポート情報満載のサイトです。

epson.jp/support/

・ FAQ（よくあるご質問）
困ったときの対処方法を分かり易く説明しています。

epson.jp/faq/

●製品に関するご質問・ご相談/運用支援
営業日、営業時間の詳細はサポート情報サイトでご確認ください。

・ メールで相談する

epson.jp/mail/

・ 電話で相談する（エプソンインフォメーションセンター）
050-3155-8077

●修理のお申し込み
豊富な修理メニューをご用意しております。詳細（対象製品など）はウェブサイトでご確認ください。

epson.jp/shuri/
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・ 出張修理サービス
ご指定の場所へサービスエンジニアを派遣し、その場で修理するサービスです。

・ Webで申し込む

epson.jp/119/

・ 電話で申し込む
050-3155-8600

・ 引取修理サービス
ご指定の日時・場所に修理品を引き取りにお伺いするサービスです（有償）。

・ Webで申し込む

epson.jp/door/

・ 電話で申し込む
050-3155-7150

●消耗品のご購入
お近くのエプソン商品取扱店またはエプソンダイレクトショップでお買い求めください。

・ エプソンダイレクトショップ

epson.jp/shop/

・ ご購入相談・ご注文窓口
0120-956-285

●会員制情報提供サイト（MyEPSON）
ユーザー登録していただくと、お客様に商品の最新情報や活用のためのヒントをお届けいたします。

myepson.jp/

●ショールーム
最新のエプソン商品を実際にお試しいただけます。

epson.jp/showall/

上記 050 で始まる電話番号は KDDI 株式会社の電話サービス KDDI 光ダイレクトを利用しています。
本ページに記載の情報は予告無く変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。

エプソン販売株式会社
〒160-8801　東京都新宿区新宿四丁目1番6号　JR新宿ミライナタワー

セイコーエプソン株式会社
〒392-8502　長野県諏訪市大和三丁目3番5号

ビジネス（SC）　2022.03

サービスとサポートのご案内 > アフターサポート・サービスのご案内

254

http://www.epson.jp/119/
http://www.epson.jp/door/
http://www.epson.jp/shop/
http://myepson.jp/
http://www.epson.jp/showall/

	目次
	マニュアルの見方
	マニュアルの種類と内容
	マークの意味
	マニュアル記載の前提
	OS表記
	マニュアルのご注意
	商標

	製品のご注意
	本製品の不具合に起因する付随的損害
	インターネットへの接続に関するご注意
	電波に関するご注意
	無線LAN（Wi-Fi）機能に関するご注意
	セキュリティーに関するご注意
	本製品を日本国外へ持ち出す場合のご注意
	本製品の使用限定
	本製品の譲渡と廃棄

	本製品の特長
	業務で活用できる3要素を備えたネットワークスキャナー
	原稿のダメージを抑える原稿保護機能
	ガラス面汚れのお知らせ機能
	原稿の自動判別で高画質スキャンが可能

	スキャナーの基本情報
	各部の名称と働き
	USBドライブの挿入と取り出し
	USBドライブを挿入する
	USBドライブの取り外し

	操作パネル
	ボタンとランプ
	画面の見方と使い方

	ソフトウェアの紹介
	書類をスキャンするソフトウェア（Document Capture Pro / Document Capture）
	スキャナーを制御するソフトウェア（Epson Scan 2）
	サーバー経由でスキャナーを使用するソフトウェア（Document Capture Pro Server）
	認証サーバーを利用したスキャンをするソフトウェア（Document Capture Pro Server Authentication Edition）
	スマートデバイスからスキャンするソフトウェア（Epson Smart Panel）
	ソフトウェアやファームウェアを更新するソフトウェア（EPSON Software Updater）
	スキャナーを設定するソフトウェア（Web Config）
	ネットワーク上のデバイスを設定するソフトウェア（EpsonNet Config）
	ネットワーク上のデバイスを管理するソフトウェア（Epson Device Admin）
	ドライバーパッケージを作成するソフトウェア(EpsonNet SetupManager)

	オプションと消耗品の紹介
	キャリアシートの型番
	給紙ローラーキットの型番
	クリーニングキットの型番


	セットできる原稿とセット方法
	原稿の仕様
	セットできる原稿の基本仕様
	注意が必要な原稿
	スキャンできない原稿

	原稿のセット方法
	定形サイズの原稿
	長尺紙
	プラスチックカード
	ラミネート加工されたカード
	大判原稿
	不定形の原稿
	写真原稿
	封筒
	用紙の種類やサイズの異なる原稿


	スキャン
	操作パネルからスキャンする
	コンピューターにスキャンして保存する
	ネットワークフォルダーにスキャンして保存する
	メールに添付して送付する
	クラウドにスキャンして保存する
	USBドライブにスキャンする
	WSD機能を使ってスキャンする
	使用できるファイル形式とイメージタイプの組み合わせ

	お気に入りに登録した設定でスキャンする
	コンピューターからスキャンする
	Document Capture Proでスキャンする（Windows）
	Document Captureでスキャンする（Mac OS）
	Epson Scan 2でスキャンする
	AirPrintを使う
	Chromebookを使ってスキャンする

	ジョブを登録する
	ジョブを作成し、操作パネルに割り当てる（Windows）
	ジョブを作成、登録する（Mac OS）
	操作パネルにジョブを割り当てる（Mac OS）

	原稿待ち受けモードでスキャンする
	e-文書法および電子帳簿保存法に適合したスキャン
	スマートデバイスからスキャンする
	Epson Smart Panelでスキャンする
	Mopria Scanでスキャンする


	スキャンに必要な設定
	スキャナーをネットワークに接続する
	メールサーバーを登録する
	Exchange OnlineでのSMTP AUTHを有効にする
	メールサーバーのOAuth 2.0認証を設定する
	メールサーバーとの接続を確認する

	共有フォルダーを設定する
	共有フォルダーの作成

	アドレス帳を使えるようにする
	設定ツールによる宛先設定機能差
	Web Configで宛先を登録する
	Web Configで宛先をグループに登録する
	アドレス帳のバックアップとインポート
	ツールを使ったアドレス帳のエクスポートや一括登録
	LDAPサーバーと利用者を連携する

	Document Capture Pro Serverを使う
	サーバーモードを設定する

	AirPrintを設定する

	操作パネルをカスタマイズする
	お気に入りを登録する
	お気に入りメニューの説明

	操作パネルからホーム画面を編集する
	ホーム画面のレイアウトを変更する
	アイコンの追加
	アイコンの消去
	アイコンの移動


	認証設定有効時のスキャン
	認証設定有効時のスキャンについて
	利用できるスキャン方法

	スキャンの準備
	認証カードを登録する
	ID番号の確認

	スキャナーへのログオン・ログオフ
	ログオンする
	ログオフする

	ユーザー情報の変更
	パスワードを変更する
	ID番号を変更する

	スキャン to マイメール 機能を使用する
	スキャン to マイメール 機能のスキャン設定項目

	スキャン to マイフォルダー機能を使用する
	スキャン to マイフォルダー機能のスキャン設定項目


	設定メニューの説明
	基本設定
	スキャン動作設定
	ホーム画面編集
	ユーザー設定
	ネットワーク設定
	Webサービス設定
	Document Capture Pro設定
	アドレス帳管理
	管理者用設定
	機器情報
	スキャナーのお手入れ
	ローラー交換通知設定
	定期清掃通知設定

	メンテナンス
	スキャナーの外部をクリーニングする
	スキャナーの内部をクリーニングする
	給紙ローラーキットを交換する
	スキャン枚数をリセットする
	節電の設定をする
	スキャナーを輸送する
	ソフトウェアやファームウェアを更新する
	操作パネルを使ってスキャナーのファームウェアを更新する
	Web Configでファームウェアをアップデートする
	スキャナーをインターネットに接続しないでファームウェアをアップデートする


	困ったときは
	スキャナーのトラブル
	操作パネルのエラーメッセージを確認する
	スキャナーの電源が入らない
	ソフトウェアの接続が解除される
	管理者パスワードを忘れた

	ネットワークスキャンを設定するときのトラブル
	トラブルを解決するための糸口
	Web Configにアクセスできない

	スキャンを開始するときのトラブル
	コンピューターからスキャンできない
	スマートデバイスからスキャンできない
	操作パネルから共有フォルダーにスキャンできない
	操作パネルからクラウドにスキャンできない
	スキャンした画像をメールで送信できない

	認証時のトラブル
	パスワードや ID 番号を忘れた
	認証カードをかざしても認証音が鳴らない
	操作パネルに一部の漢字が表示されない

	給紙のトラブル
	複数枚の原稿が一度に給紙される（重送）
	詰まった原稿を取り除く
	原稿が頻繁に詰まる
	原稿保護が正しく動作しない
	原稿が汚れる
	連続スキャン中にスキャン速度が極端に遅くなった
	スキャンに時間がかかる

	スキャン品質のトラブル
	ADFでスキャンした画像に直線が現れる
	ガラス面の汚れの通知が消えない
	スキャンした画像に濃淡のムラが出る
	スキャンした画像が伸びる、縮む
	原稿の裏面が写る
	スキャンした文字や画像がぼやける
	モアレ（網目状の陰影）が現れる
	原稿サイズを自動検知するときに原稿の端がスキャンされない
	文字が正しく認識されない
	スキャン品質のトラブルが解決しないときは

	Document Capture Proのトラブル
	ソフトウェアをアンインストールまたはインストールする
	ソフトウェアをアンインストール（削除）する
	ソフトウェアをインストールする


	コンピューターや機器の追加や交換をしたときは
	ネットワーク接続済みのスキャナーに接続する方法
	2台目のコンピューターからネットワークスキャナーを使う
	スマートデバイスからネットワークスキャナーを使う

	スマートデバイスとスキャナーを直接接続する方法（Wi-Fi Direct）
	Wi-Fi Direct（シンプルAP）とは
	スマートデバイスでWi-Fi Direct接続する
	Wi-Fi Direct（シンプルAP）接続を切断する
	Wi-Fi Direct（シンプルAP）のSSIDなどを変更する

	ネットワークを再設定する方法
	無線LANルーターを交換したとき
	コンピューターを買い替えたとき
	コンピューターとの接続形態を変更する
	操作パネルから無線LAN（Wi-Fi）接続する

	ネットワーク接続状態の確認
	操作パネルでのネットワーク接続状態の確認
	コンピューターのネットワークを確認する (Windowsのみ)


	仕様
	基本仕様
	ネットワークの仕様
	無線LANの仕様
	有線LANの仕様
	ネットワーク機能とIPv4/IPv6対応
	セキュリティーのプロトコル

	対応している他社サービス
	USBドライブ仕様
	スキャナーが使用するポート
	外形寸法と質量の仕様
	電気仕様
	スキャナー電気仕様
	ACアダプター電気仕様

	環境仕様
	対応OS

	規格と規制
	瞬時電圧低下
	電波障害自主規制
	著作権
	複製が禁止されている印刷物

	サービスとサポートのご案内
	エプソンサービスパック
	お問い合わせ前の確認事項
	保証書について
	補修用性能部品および消耗品の保有期間
	保守サービスの受付窓口
	保守サービスの種類
	アフターサポート・サービスのご案内


